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昭和 53年度東京都教育委員会の

教育目標、学校教育の指導目標、重点事項

1 東京都教育委員会の教育目標

人間尊重の精神を養い、広く国際社会Kおいて信頼と尊敬を得られる国民的資質を高め、勤労と責

任を重んじ、自主性と創造性に富み、規律正しく健康で情操豊かな都民を目指して、教育を推進する。

2 学校教育の指導目標

東京都公立学校Kおいては、都民の期待にこたえ、未来への展望に立って、教育の本質と学校教育

の在り方Kついて深く考え、幼児・児童・生徒・学生(以下児童.生徒という)の資質 ・特性や地域

の実態K即して、ひとりひとりを生かす教育を推進するO

特忙学校経営K創意エ夫をこらし、教師の識見・能力を高めるとともに、児童・生徒及び、父母と

の信頼を一層深めて、学校教育の充実K努めるO

そのため、次の事項K重点をおく。

o 人権尊重の教育

o 健康・安全の教育

o 教育内容・方法の改善

0 生活指導・進路指導の充実

3 重 点事項

重点事項は、各項目が独立したものではなく、相互に有機的な関連をもつものである。各学校にお

いては、これら重点事項を十分考慮し、それぞれの実態に応じ て学校教育目標や年度の重点を設定し、

教師ひとりひとりの日々の研究・実践の充実を図るとともに、ゆとりのあるしかも充実した学校生活

が送れるよう学校・学年・学級経営の推進K努めることが大切である。

。人権尊重の教育

日本国憲法の精神に基づき、教育基本法K示された教育の目的を達成するため忙は、 学校教育の

全体を通して人権尊重の教育を徹底することが重要である。

特K各学校Kおいては、同和対策審議会答申並びK同和対策事業特別措置法の趣旨を体して、 差

別や偏見をなくすよう努める。

また、心身K障害をもっ児童・生徒K対しては、その障害の種別・程度に応じて、ひとりひとり

に適切な教育を行うよう配慮することが必要であるO
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o 健康・安全の教育

生命尊重の精神K基づき、健康で幸福な生活を築くため陀は、心身の調和のとれた発達を図るこ

が重要である。

各学校においては、児童・生徒の生活環境をは握し、教育活動の全体を通して、健康・安全K関

する望ましい態度や能力を身につけさせるように努め、交通安全、公害、防災等K関する教育の推

進を図るとと が必要である。特に地震等Kよ予災害に対して、児童・生徒の安全を確保するよう、

適切な方策を立てて指導することが大切であるO

。教育内容・方法の改善

ひとりひとり の児童 ・生徒の可能性を最大限K伸ばすため同士、 基礎学力の充実を図り、児童・生

徒が自ら進んで学習する態度を養L、、正しい判断力や創造的な思考力を育成すること が重要であるO

各学校Uておいては、研究・研修を充実して、指導内容の精選・集約を図り、指導方法の改善に努

め、その成果を教育課程の編成・実施に生かすことが必要である。また、過疎・過密など、それぞ

れ地域の実態K即し、ひとりひとりを生かす効果的な指導を行うよう K配慮することが大切である。

o 生活指導・進路指導の充実

児童・生徒の個性を伸長し、豊かな人間性を育成するためには、社会の一員として自己実現を図

る態度や能力を身陀つけさせるととが重要である。

各学校Kおいては、児童・生徒K対する理解を深め、父母の要望を十分Kは握するととも K、全

校的な指導体制を一層強化して、生活指導・進路指導の充実を図ることが必要である。

また、特K家庭・地域社会及び関係諸機関との連携を密忙して、児童・生徒の問題行動等を未然

K防止する指導を強化することが大切であるO
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昭和 53年度

目野市教育委員会の教育目標と重点施策

1 日野市教育委員会の教育目標

人間尊重の精神を養い、広く国際社会において信頼と尊敬の得られる国民的資質を高め、地域の文

化・自然を大切忙し、市民相互の信頼Kよる社会連帯意識を育て、心身ともに健康で個性豊かな人間

形成をめざす教育を生涯教育の計画のもと K推進するo

2 重点、施策

生涯教育の計画を推進するため忙各課の連携を一層密Kし各項相互の有機的な関連をはかりこれを

推進する。本年度は特K、それぞれの重点事項忙関する具体的目標を策定しこれの充実を期していく

こと K努める。

(1) 教育施設の充実と教育環境の整備

(2) 学校教育の内容の充実と授業研究の推進

(3) 生涯教育K立脚し、青少年及び成人K対する教育の充実と、文化財保護の振興

(4) 健康と体力向上に対する教育活動の充実と学校開放の推進

(5) 市民のための資料の充実と図書館サービス活動の促進
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昭和 53年度

学校教育の指導目標

教育基本法の精神及び東京都の学校教育の指導目標の徹底K努めながら、教育の本質と学校教育のあ

り方Kついて日野市の実態K即して深く考え、地域及び父母との連携をはかり、ひとりひとりの幼児・

児童・生徒を生かす指導の徹底K努める。

特K本年度は、新学習指導要領の研究と円滑な移行措置の実施Kつとめるとともに、 「授業」につい

ての教師の研修を充実し、長期的展望Kたって「ゆたかな人間性」を育てる教育と「基礎学力の充実J

についての研究を推進する。

重点施策

o 人権尊重の教育

o 社会連帯意識を育てる教育

o 健康・安全の教育

。授業研究の推進

。心身障害教育の深化

。幼児教育の質的充実

璽点事項について

各学校(園)では、重点事項に示したことがらを経営忙生かすとともに、さらに創意あるものとし、

教職員相互の研修を深め、活力Kみちた日々の活動を展開し、日野市の教育の向上K努めることo

。人権尊重の教育

すべての国民K基本的人権の享有を保障する日本国憲法の精神を根底とし、教育基本法に示された

教育を徹底することが必要であるo

特に各学校では、同和対策審議会の答申、並び陀同和対策事業特別措置法の趣旨を体し、学校教育

の全体を通して、あらゆる差別や偏見をなくして、基本的人権を尊重する同和教育の推進K努めなけ

ればならなL、。

1. 地域や幼児・児童・生徒の実態を的確Kとらえ、学校の教育活動全体を通して不合理や差男r.l偏

見をなくし、基本的人権を尊重する精神を育成し、特K、ひとりひとりが尊重されかつ、相互に尊

重し合える人間関係の成立K努める。

2. 同和教育について全職員の認識を深め、同和教育のあり方や、指導についての研究を推進し、と

れを教育課程に生かすよう Kするo

3. 幼児・児童・生徒の最大限の発達をめざす指導Kょにひとりひとりが主体的陀目標を立て、 常

-6-

九



K明るく充実した生、活が営め るよう Kするo

4. ひとりひとりが自己の能力や適性を最大限に発揮できるよう適切な学習指導・生活指導及び進路

指導の徹底をはかる。

o 社会連帯意識を育てる教育

日野市の急激な都市化は、自然諜境を著しく変貌し、また、市民の地域や教育K対する意識、願望

も多様なものへ・と変化してきている。

このような社会の中で、 学校が地域に果たす役割を自覚し、 f開かれた学校Jのあり方を追求する

ととも K、歴史的K継承され発展してきているさまざまなものK対する理解と、批判力、感受性を育

て、 郷土を愛する心を育てるととも忙、社会的な活動K進んで参加し、その中で自他をとも K生かす

ことができるような社会的連帯意識と責任ある行動とを育てること K努めなければならなL、。

1. 郷土の自然、文化遺産Kついての理解を深め、これを愛し保護する教育K努め る。

2. 自分を見失わない主体性を育てるととも K、信頼と尊敬を得られる責任ある行動的な態度の育成

K努める。

3. 自他の自由を尊重し、自分と異なる意見や立場を重んじながら、互K協力し合う市民意識の育成

に努める。

4. 地域のみKとどまらず、自国の歴史と伝統を愛し、文化K深い理解を持つ国民的自覚を育てると

とも忙、他国の文化をも尊重する国際理解の教育を推進するO

0 健康・安全の教育

生命尊重の精神を養い、健康の増進と安全の保持をはかることは、心身の調和的発達のうえK極めて

重要なことである。

特に都市化が進んでいる日野市Kあっては、地域の実態ともあわせて、幼児・児童・生徒が心身とも

忙たくましく、健康で安全K生活できる態度を身Kつける教育の徹底をはからなければならなL、。

1. 生命を尊び、心身の健康の増進をはかり、節度と調和のある生活ができるよう、 教育活動の全体

を通して指導の徹底をはかるO

2. ひとりひとりに、健康で安全K関する望ましい態度や能力、生活習慣を身Kつける指導の徹底を

はかり、非行の防止Kつとめる。

3. 幼児・児童・生徒の生活環境の実態をじゅう分は握し、早期対策をたて、これを基K適切な教育

の計画をたて、 効果的な指導を行うよう KするO

4. 災害発生K対し、幼児・児童・生徒の安全がはかられるよう、その組織と方法を明らかKする。

5. 生命尊重の教育の重要性について、地域・父母への啓蒙をはかるとともに、その指導Kあたって

は連携を深め ること忙努める。
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o 授業研究の推進

児童 ・生徒に生気と気はくを与え、 ひとりひとりの可能性を最大限K発揮させ、創造的な個性を発

見し、これを伸長する教育をめざして、日野市では授業研究Kとり組んできているO

本年度もこれを推進し、子ども自らが主体的Kとりくむ授業の創造K努めるo

1. 日野市立小中学校全校が授業研究にとりくみ、教師の自己研修の場を拡大し、資質の向上に努め ~' 

る。

2. 各学校間で授業研究の交流をはかり、特K幼稚園と小学校低学年、小学校高学年と中学校の指導

方法Kついての関連をいっそう密にすること K努めるO

3. 児童 ・生徒の創造的個性の実態をは握することに努め、その伸長のための授業の方法を追求する。

4. 学習の記録をもとに授業分析を行い「よい授業」の成立条件を明らかにすること K努める。

5. 教育課程の基準の改訂の背景とねらいを正しくとらえ、新学習指導要領の内容、移行措置要領に

ついての理解を深め、 「ゆたかな人間性」を育てる教育と「自らの力で思考し、正しく判断して行

動できる子」の育成K努める。

。心身障害教育の深化

心身に障害を持つ幼児・児童・生徒で、就学を希望する者K適切な教育を施す方策を推進している

が一方、 障害の程度は重度化・多様化 ・重複化の傾向を示し、心身障害教育の重要性と困難性は著し

く増大してきているO

こうした現況下において改めて心身障害教育の本質と課題とを深く考えるとともに、ひとりひとり

の発達の可能性をひき出し、障害を克服して、明るく強く、生きがL、を持つような教育の推進K努め

るO

1. 心身障害児教育Kついて、全教職員の共通理解をいっそう深め、ひとりひとりを生かす教育の徹

底を期すること K努める。

2 心身障害児教育の本質と課題を考え、幼児・児童・生徒の実態をじゅう分考慮した教育目標、教

育の重点を設定し、障害K応じた指導の方法を工夫する。

3 心身障害学級設置校にあっては、全校児童・生徒K、障害を持つ児童・生徒忙ついての正しい認

識と理解を与え、相互K協力し合える交流の場を積極的K設けるこ とに努めるo

4 障害の重度化、多様化、重複化K応じて指導内容を精選し、ひとりひとりの発達の可能性をひき

出し、伸長する指導方法を追求するO

5 学校と家庭、教育相談、医療及び福祉機関等との連携をいっそう密忙し、心身障害教育の望ま し

L、あり方を研究する。

。幼児教育の質的充実

幼児教育の重要性と幼稚園教育K対する市民の要請に応えるために、日野市では幼稚園K入国を希
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望するすべての 5才児を就園させることを目標に幼児教育の充実をすすめてきている。

最近Kおける幼児の発達Kは加速度化現象がみられている現況をふまえて、幼児の実態をじゅう分

忙は握し、幼児教育の充実陀努める。

1. 幼児の生活実態や心身の発達と環境とのかかわりあい忙ついての研究を深め、これを教育計画K

生かすよう K努めるO

2. 幼児ひとりひとりが活力Kみちた活動ができるよう、行動記録をとり、幼児理解を深め、これを

日々の指導托生かすことに努める。

3. 幼稚園教育と小学校低学年の教育との関連Kついての研究を深め幼児教育のあり方を追求するO

4. 幼稚園と保育園との連携を深め、研究の交流や教育の一体化をはかることに努める。

5. 心身障害幼児を一般幼児の中で、教育する場合の教育計画や指導の方法・ 環境のあ り方について研

究を深める。
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。小学校教育の方針

1 学校経営・学級経営

1 )地域及び父母との心の交流をはかり、地域の実態に応じて開かれた学校経営K努める。

2)各学校の教育目標が学年、学級を通じて児童の望ましい人間形成のためにじゅう分具現化されて

いるか、学校経営全体の立場からこれを検討L、その改善をはかるo

3) i学校評価基準Ji学校経営の手引き」などを活用して、いっそう学校経営忙おける創意とくふ

うK努める。

4)正常な学校運営K基づいて学年及び学級経営の充実をはかるとともに学級担任教師はその専門

性と指導性の向上K努める。

5)学級担任教師は、児童ひとりひとりの個性と能力Kついて正しく理解するととも K、心身K障害

のある児童の教育VC¥， 、っそう理解を深め、心の交流がじゅうぶん行なわれるよう配慮するO

2 教育課程・学習指導

1・)教育課程の編成K当つては、地域及び児童の実態K基づいて調和と統ーがはかれるように努める。

2)教育課程の実施に当つては、教育の成果が児童ひとりひとりに正しく身Kそくよう万全を期する。

3)学習指導に当つては、 目標の明確化、内容の精選、指導方法の刷新を期した授業を進めるととも

に児童の学習態度が意欲的Kなるようくふうし、また、その評価Kついてあわせて研究するO

4)学習環境を整備し、 教材教具の活用K努めるとともに、効率の高い学習指導の方法Kついて研究

するo

5)指導要領の研究とその実践化K努めるとともに、幼児教育及び中学校の教育課程との関連につい

て考えるようにするO

3 道徳教育・生活指導

1 )深く児童の心Kふれあって、その徳性と社会性が正しく養われるように学校教育全体の中で計画

的K適切な指導をする。

2)生活指導の成果が児童ひとりひとり K正しく身Kつくよう、その組織及び方法Kついてじゅう分

研究をする。

3 )生活指導と教科及び道徳の指導との連携をいっそう深めるととも K、教育相談的方法の推進をは

かり、あわせて学校教育相談の望ましいあり方Kついて研究をする。

4)児童を通じて学校と家庭との連携K配慮し、学校教育Kおける正しい人間形成のあり方Kついて

家庭の理解を深めるO

5)学校の全教育活動の中で、教師が児童と一体となって道徳教育を進める。
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4 健康・安全教育

1 )児童の体力の向上K努めるとともに、心身の調和のある発達を期する。

2)児童の生命尊重K万全を期し、強力かつ効果的な安全指導を行なう。

3)地域の実態、に即し、交通安全教育の徹底をはかるo

4)児童が健康で安全な生活が送れるよう、保健及び安全教育の実践K努める。

5)火災及び地震等の災害発生K対し、児童の安全がはかれるよう、その組織.と方法を明らか忙して

おく。

5 情操教育・科学教育

1 )つねに学校教育の全般を通じて人間性K即した豊かな心情がつちかわれるようじゅう分配慮する。

2)読書指導の推進と教育機器の活用K努める。

3)科学的なものの見方、考え方を伸ばす教育の推進をはかる。

4)科学教育を進展させる設備・器具の充実と、その効果的利用K努める。

。中学校教育の方針

1 学校経営・学級経営

1 )地域及び父母との交流をはかり、地域の実態K応じて開かれ学校経営K努めるo

2) i学校評価基準Ji学校経営の手引き」 等の活用により、学校経営K創意くふうをし、望ましい

学校教育を推進するO

3)学力を充実し、情操を培い、 体力を養 う等、生徒の望ま しい人間形成をめざして、全教職員が一

体となって指導K当るように努めるO

4)学級担任教師は、生徒ひとりひとりを把握し、理解し、心の交流がはかれる よう配慮するととも

K教科担任教師との連絡を密Kし学級経営の充実をはかる。

5)学年の中Kおける学級担任相互の連絡を密Kし、学年経営をくふうする。さら K学年相互の連絡

がとれるよう努める。

6)心身障害学級を設置する学校においては、心身障害学級と一般学級との交流をはかり、協力的な

指導体制を整えるよう KするO

2 教育課程・学習指導

1)教育課程の編成K当つては、地域及び生徒の実態K基づいて調和と 統ーがはかれるよ う努め る。

2)各教科、領域の指導K当つては、指導のねらいを明確に し、指導内容の精選をはかり 、指導方法

の改善を期した授業の研究陀努める。

3)学習評価の研究をすすめ、能力、適性を生かすように努める。
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4)教材・教具の効果的な活用・教育機器の利用についてもくふうし学習指導の充実をはかる。

5)指導要領の研究とその実践化に努めるととも忙、小学校の教育課程との関連忙ついて考える0

3 道徳教育・生活指導

1 )学校の全教育活動の中で道徳教育を進める。

2)各教科、道徳、特別活動の中 Vておいて生活指導の徹底をはかり、常K生徒と教師との心のふれあ

いK努める。

4 健康・安全教育

1)体育の時間はもちろん、クラブ活動、その他の教育活動を通して体力の増強をはかり、さらに保

健指導の充実と相まって健康な生活ができるように努めるO

2)安全確保は学校で常に留意しなければならなL、。学習指導中における安全指導、校外Kおける安

全指導にも力を入れるよう UてするO

3)火災及び地震等の災害発生K対し、生徒の安全がはかれるようその組織と方法を明らかにしてお

く。

5 情操教育・科学教育

1・)人間性豊かな心情を養い、科学的態度を身Kつけるよう環境づくり忙配慮するo

6 進路指導

1 )個々の生徒の能力、適性をよく把握し、それに応じられるよう K努めるo

。幼稚園教育の方針

1. 学級経営忙ついて創意くふうし、個々の幼児の特性を理解し、個性の伸長K努める。

2. 教育課程の編成忙当つては、地域、幼児の実態K基づき、小学校低学年との関連をはかりながら改

善をはかる。

3. 指導のねらいを明確忙し、指導内容を検討し、指導方法のくふうに努める。

4. 健康安全の生活習慣を身Kつけるように努めるO とく K交通安全については地域、父母との連携を

はかり、これの徹底に努める。

5. 心身K障害を持つ幼児や、特別な配慮を要する幼児については、特に深い理解を持ち、ひとりひと

りを生かすための適切な園、学級経営に努める0

6. 家庭との連絡を密忙し、幼児の望ましい成長を助けるよう托する。

1 環境改善についてくふうし、豊かな情操を培うとともに正しい科学的態度が身につくよう忙努める。

8. 幼保、私立幼稚園との連絡を密忙し、研究の交流、保育の一貫性がはかれるように努めるO
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市教委の学夜訪問について

1 趣 ヒ::.
日

2 

学校訪問は教育長・庶務課長・学校教育課長・指導主事が学校の教育活動の実態岨接触れることで、

①学校の当面する教育指導上の諸問題をとちえ、②それらの問題を学校のもつ諸条件K基いて解決する

ように実践し、③あわせて日野市の全般的な教育活動を把握して指導行政の参考とするため実施するロ

昭和 53年度は、次の三方法Kわけ、教育課程実施上の諸点Kついて教職員と協議懇談するところK

重点をおく。

(1 ) 市教委訪問A

年間一度、教育長、庶務課長・学校教育課長・指導主事が訪問し、学校経営全般にわたって実態を

把握し、指導助言する。

内容は ①校長の概況説明 ②授業参観 ⑥施設 ・設備の活用状況の参観 ④教職員との協議懇談

等を含む。

(2¥ 市教委訪問 B

年間一使、市教委訪問のない学期に指導主事が訪問する。

内容は ①学級経営②教科指導 @道徳指導④生活指導 ⑤その他

(3) 要請訪問

各学校の要請に基づき指導主事が訪問し、指導助言する。

昭和 53年度市教委訪問日程

必小学校
訪問別

市教委訪問 A 市教委訪問 B

1 日 野第 5 3年 6月 29日(木)

2 日 野第一 5 3年 6月 9日(金) 5 3年 12月 6日(水)

3 日 野第三小 5 3年 12月 7日(木〉

4 日 野第四小 5 4年 1月 29日(月) 5 3年 6月12日(月)

5 日 野第五小 5 3年 6月 7日(水)

6 日 野第六小 5 3年 11月 27日(月) 5 4年 2月 9日(金)

7 潤 徳 5 3年 10月 12日(木)

8 平 山 5 3年 7月 12日(水) 5 3年 10月 30日(月)

9 日野第七小 5 3年 11月 29日(水)

10 日 野第八小 5 3年 12月 8日(金) 5 3年 11月 15日(水)

11 百 草 L口A 5 4年 2月 7日(水〉

12 滝 A 口 5 3年 7月 6日(木〉 5 3年 12月 1日(金)

13 高 幡 4口2、 5 3年 6月 8日(木) 5 3年 9月20日(水)

14 南 平 5 3年 11月 2日(木) 5 4年 1月26日(金)

15 程 久 保 5 3年 11月 22日(水)

16 旭 力主 丘 5 3年 10月 9日(月〉

17 平 山 ぷ口品、 5 3年 7月17日(月) 5 4年 2月 20日(火)
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必 中学校
訪問別

市教委訪問 A 市教委訪問 B

1 日 野第 中 5 3年 9月11日(月)

2 日 野第 一 中 5 3年 11月 13日(月〉 5 4年 2月 26日(月)

3 七 生 中 5 4年 1月24日(水)

4 日 野第三中 5 3年 7月 7日(金) 5 4年 2月21日(水)

5 日 野第四中 5 3年 11月 10 (金) 5 3年 6月21日(水)

6 一 沢 中 5 3年 11月 1日(水)

/伝幼 稚 園 市教委訪問 A 市教委訪問 B

1 日 野 第 5 3年 5月31日(水)

2 日 野 第 一 5 4年 2月 1日(木) 5 3年 10月 4日(水〉

3 日 野 第 一 5 3年 6月30日(金)

4 日野 第 四 5 3年 5月22日(月) 5 3年 9月22日(金)

5 日 野 第 五 5 3年 5月10日(水)

6 日 野 第 ー1ム'¥ 53年 5月23日(火〉 5 4年 2月28日(水)
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昭和 53年度

学校教育課の年間行事計画

A 一般研修
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らい・方針 期 日 内容・方法 会 場 対象

6/26伺) 学校経営と同和教育
中

t育を現場で具体的に 教頭

コとき K基本的な事項 i
小中

6/  教科指導と同和教育 市役所
教諭

f深めるo

9/18伺) 国語科忙おける同和教育 未
教諭

(井沢、渡辺)

10/12肘 社会科における同和教育

10/27樹 道徳指導と同和教育

11 /17働 学級指導と同和教育
-中《斗f:

校
一

12/ 教科指導と同和教育 市役所 教般

諭

2/  
教育課程の編成と同和

市役所
教育

4/  3伺)
-オリエンテーション

市役所
の職責の重要性を認識 -日野市内見学

で各学校の教育目標忙
5/2V<，l 学級経営と学級事務 市役所

新イ壬

教
一人ひとりの児童・ 諭

人権尊重教育の推進と
能力・特性を充分vc1申 6/23倒 学級経営 経

験
習指導・生徒指導・学 教育相談

年l 7/11 v<，l 
ができるように、講演 。 児童・生徒の理解の方法!

未‘、主些

ね

した上

そって

生徒の

ばす学

教員

育

研

修

会

新

任

教

諭

兼

学

級

経

営

研

修

会

満
の
教
諭

学習指導法

(国語・体育・理科)

心障教育

障害学級見学

良い授業の条件

校
，>>4 

でf-授業研究

授業研究 校
ふ込ι
:子

級経営

-授業研究を行い教職の専門

性を高めるO

(渡辺、井沢)

渋谷東急
-一年の反省

・プラネタリワム見学

-16-

3/  9併す

(10回)



象

障害をもっ幼児・児

童・生徒を担当したときの

基本的事項Kついて理解を

深め るO

(井沢、 渡辺)

小
中
一

般
教
諭

対場

市役所

会法

普通学級陀おける心障

教育

容・方内日

6/  2樹

期

体育科指導法

授業研究 小

中

一
般
教
諭

未

未

社会科指導法

授業研究

ねらい・方法

国語科指導法

授業研究

9/26 ekl 

1/16(:kj 

市立小・中学校で児童・生

学 !徒K生気と気は くを与え、

宣 ;ひとりひとりの可能性を充
ゴ白

導 j分K伸ばす良い学習指導が

読i推進されるよう K各教科領

修 !域にわたって授業研究を中

会 i心K研修する。
(3) i 

(渡辺、井沢)
未2/  8附

教育機器実技研修

(午前)
7/ 28幽

各

教

科

担

当

教

諭

小
中
一

般

の

教

諭

教育機器実技研修

(午前〉
7/29出

i幼稚園 ・保育園 ・小低

8/  7伺)!学年担当教諭

器楽合奏の指導

:市立小中学校で児童 ・生徒

忙学習意欲を起こし進んで

学習にとり組み、充分な理

解の得られる学習指導が推

進されるように特に実技を
研 l

1 中心K研修を深める。

修

会

実

技

(渡辺、井沢)

同8/ 8ω 

保
健
主
任

養
護
教
諭

学
校
事

務
職
員

市役所

校内での安全と健康教

育を充実する 方法Kつ

いて実務上の研修を進

める。

上

健康・安全教育を進めるた

め学校保健のあり方を研修

する

10/21仕)

学
校
保
健
研
修
会 (渡辺L井沢)

学校運営を円滑陀進める

学校事務の向上をはかる。

(井沢、渡辺)

学校経営の一環として

の学校事務Kついて実

務上の研修を高めるO

10/ 6 ~訪

事
務
瞥
員
研
修
会
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象

日野市の地域・児童・生徒 4/27射

の実態悶IJした教育課程の 5/18肘

編成と実施K関する研修と ;6/15肘

7/13肘
各学校の情報を交換し自校 i

/21射す
の改善K役立てる。

10/19肘

11/ 9肘

12/21附

1/18射

2/15肘

3/15射

交す

教
務
主
任
・
教
務
担
当
者

場

市役所

平山台小

四小

五小

六小

市役所

市役所

市役所

八小

会法

人間性豊かな児童・生徒

の育成と基礎学力の充実

をめざし、新指導要領の

主旨を生かした教育課程

の編成と改善並びK教務

に関する業務について情

報交換を進めながら研修

する。

容・方内日期

生
活
指
導
主
任
・
部
員

市役

旭が丘小

平山台小

七生中

中

中

生活指導上の臨床的対策

Kとどまらず学校生活に

喜びを感じ、自身の能力

を充分忙伸ばせるような

生活指導のあり方をめざ

して、研究を進める。
二

四

三

四

三

五

4/18 W 
5/11肘

6/  5伺)

7/  3伺)

9/  4伺)

10/ 2伺)

11/ 6伺)

12/ 4伺)

1/11休)

2 /  5伺)

3/  5 (月)

その他の事業(協議会・委員会等)C 

(井沢、渡辺)(11回)

小中学校の生活指導態勢を

推進し、児童・生徒の心身

の健康を向上させるため、

各校の情報交換と研修を進

める。

生
活
指
導
連
絡
協
議
会

(渡辺、井沢)

中
・
生
活
指
導
主
任
・
部
員

先生と生徒、生徒間の人

間関係のあり方を研究し

学校生活K生きがL、を感

ずるような生活指導の確

立をはかる。

中学校の生活指導を推進し 5/15伺)

/19伺)心豊かな中学生の育成のた :
7 /17伺)

め各校の協力態勢の推進
9/18伺)

10/16伺)

11/20伺)

'12/18伺)

1/22伺)

2/19伺)

3/12伺)

(渡辺、井沢)

中
学
校
生
活
指
導
連
絡
協
議
会

運

営

委

員

所役市音楽鑑賞教室の実施計画

の作成と運営打合せ

小音楽鑑賞教室 9/8樹

小中学校児童・生徒の音楽 !4/28幽

鑑賞能力を高め、音楽性の ;

向上をはかる。 7/18ω
八王子
市民会館

11 中音楽鑑賞教室 9，/29働

一20ー
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ねらい・方針 英司 日 内容・方法 会場 対象

ま 教職員研修雑誌「まどベ」 年 3回、教職員の研修雑 編

ど の発行Kより市内小学校の 未定 誌「までベ」の編集と発 未定 集
Jえ

教育水準の向上を図るO 行を行う。 委編

集委 貝

(井沢、渡辺)

社訂 小中学校社会科指導資料 社会科副読本の内容を検 市 役 所

説:会闇;?l研究委

「わたしたちの日野Jr伸 6 /  5伺) 討し改訂と利用法の研究
訂小改中びゆく日野Jの改訂を進め をするo

るo ①小学校部会
本員 委

改会 ②中学校部会 貝

(渡辺、井沢)

ィ、ン
小中学校の児童・生徒の科 5/13仕) 小学校南北科学センター 南部

導
中タ 学的能力、技術、態度の向 の運営 6年生対象 程久保小

委員科 1 上と教員の理科指導の技術 5/20白 北部
学運

教育営委
の充実をはかる 中学生科学センターの運 一 運

6月上句 営 1"-'3年生対象 中学校 営
セ

委貝(井沢、渡辺) 七生中

児童・生徒K生気と気はく 6 /  1附 市立幼小中学校(圏)の 市役所 幼

授業
を与え、ひとりひとりの可 授業研究・保育研究を進

能性を伸ばす指導法をめざ める。 教中
研

職究 す。

(井沢、渡辺)
貝

日野市の学校教育目標の達 5/26倒 研究委託者総会 幼

教 成と教職員の自主的な研修 その後は 5つのグノレープ 市 役 所
中

職 の推進をめざし、指導目標 K分かれて研究 教
員

の実現を研究するo ①人権尊重の教育 職
研究 員

②生活指導

託委 ③幼児教育

④健康教育

⑤安全教育

(渡辺、井沢)
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指導関係行 事予定表

移一移動教室
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日野市談育相談室

学校および家庭Kおいて主として

設置の趣旨

日野市内忙おける幼児・児童・・生徒(高校生も含む〉を対象に

学習意欲・能力・生活態度につき、保護者又は担任教諭が教育上望ましくない事実を見出 Lた場合、

セ

相談に応ずることを設置の趣旨としている。

成構ミミ

(日野市教育委員会学校教育課長)郎沢長長室談中目

(障害教育相談〉

伸(日野三小教諭〉

〉御子柴昭治(七生中 11 ) 

)金子ふみ(教育委員会)

(一般教育相談〉

良身(日野四中教諭)西山

清司(三沢中 H

平向 ，邦江(日野ー幼 H

教育相談員

鈴木

鈴木

教諭〉

11 

武子(日野一小

橋本美千代( "三小

小笠原本江(滝合小

井尻

ff 

4噸P津芳子〈教育委員会)

三幼 HfI 和子(石川石原八重子(旭が丘小

中沢芙美子(平山台小

古厩

紀子(旭が丘小教諭)

勉(二

文男(七生中

武司(四

和恵(三沢中

健司(三沢中

邦雄(三沢中

典子(ー

欣子(二

菊代(二

基子(三幼教諭)

英代(四幼 11 ) 

洋子(四幼 fI ) 

斉藤美津子(五幼

菅野

沖山

田中

、町
、
1
ノ

、、，
ノ

、
l
ノ

fI 

fノ

f' 

中

中

倉林

中根

国信

山辺

11 

妙子(日野一小教諭)

淑子(三小教諭)

春枝(五小" ) 

玲子(滝合tjv，) 

敦子(滝合小rノ 〉

一中靖夫 (fI 

教育相談研修員

清水

和田

番場

白勢

1
1ノ

¥J
J

、3
ノ

、:
ノ

¥
2ノ

¥】
ノ

、l
j

" 
fI 

fI 

fI 

fI 

幼

幼

樽川

松田

磯岡

近間

樋山

宮田

催(滝合小" ) 

笠子(高幡台小fI)

友子(高幡台小け

洋士(高I幡台小，，)

川原田和子(程久保小fI)

育子(程久保小，，)

田中

中村

山田

勝俣

" 幼土屋

fI 幼町子(三永瀬

祐沢井

浜野

事

長

主

.係

導

導

指

指
当

当

担

担

(東京女子体育大学教授)

(東京都心身障害者福祉センター幼児科長 )精神医
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カ運営

保護者の直接又は、保護者及び担任教諭忙よる各校(幼・小・中)の学校教育相談係を通じての申

込みにより毎週火、木(8月を除く)の2回・ 教育相談員が2名 1組 となって相談K応じているo

(午後 1時 30分より 4時まで)申込みは無料で受付けている。

。 場 所 教育委員会内教育相談室

。 申込み先 日野市教育委員会学校教育課内日野市教育相談室

(TEL 85-1111 内線 420) 

。 教育相談事務担当 高橋喜代子 (月~土 9:00--16:00)

一般教育相談担当 小柳津芳 子 (火・・木・金)(1 3: 3 0 --1 6 : 0 0 ) 

心身障害教耕民炎担当 金子ふみ (月・金) (9: 00--1 6 : 0 0 ) 

。 教育相談概況(昭52. 4. 1-5 3. 3. 3 1 ) 

問題別相談件数〈一般教育相談)

f
ji
--
!「

一
回

一

一

円

U

一

一

噌

i

一

一

aせ
一

一
数
一

一
回
一

一
延
一

一
接
一

一
面
一

種 別 ¥-------分類;----___対---------象 l制ノW_Jん且 1:=1:叫 lι.， 

登園・登校拒否 。 6 8 1 4 

友 だち関係| 5 3 1 9 
1 性格・行動

落ちつきがない 1 。 。 1 

忙関するもの
わがまま・泣き虫 2 。 。 2 

いたずら・ちんぼう| 。 3 。 3 

ぬすみ・う そ 。 4 2 6 

|やる気枇い・のろま 。 3 。 3 

つめかみ・指しゃぶり 。 3 。 3 

神 経 症 。 。 2 2 

2. 精神 ・身体
Eコ 主ロ五ロ nドs早k 笠EコZ 5 4 1 。

に関するもの 自閉的傾向 。 2 。 2 

緒 陀ド3早k 2 。 。
就 学 進学| 3 5 3 

知恵お J 。 1 。
3. 知能・学業

(進路・適性)
学 業 不 振 。 1 。

K関するもの|知
会Hじ1:::. 検 査 1 5 。

学習のこ と 。 8 2 1 0 

指導上のこ と 1 5 ヨ 9 

4. そ の他 家庭環境問題 。 1 1 2 

そ の 他 。 3 4 7 

計 いf 54 126 ! 99 
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心身障害教育相談件数

公教育相談員の研修

教育相談員の資質と相談技術の向上のため、毎月第二火曜に研修会、事例研究会を交互K、第三土

曜に事例協議会(顧問の先生が指導)を聞いている。研修会には、日野市公立学校教職員なら誰でも

参加してさし.'0たえないことになっている。
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日封市心身障害救育推進協議会

会 目 的

すべての心身障害児 K適切な教育を保障するためK必要な教育措置のあり方、教育条件の整備、指

導の内容、方法Kついて検討し、 日野市の心身障害教育の伸展充実に資する 。

食 事 業 の内容

この会の目的を達成するため、次の事業を行なう。事務局を協議会会長校Kおく。

1 )心身障害教育を適正K行なうための事業計画と実施方法の策定

2)心身障害教育の実施政果の検討

3) そ の他

公組織

1 )この会は次に掲げる者を委員とする。

日野市教育委員会 教育長・学校教育課長 ・担当指導主事 ・指導係長

日野市立心障学級設置校長 ・心障学級担任

日野市立幼小中学校(園〉 各校 1名の教員

日野市教育相談室専任相談員 ・劇苛医

2) この会に次の専門部をおき、下記の活動をおこなう 。

研

究

音日

ア)研究部・H ・H ・..日野市立幼小中学校の実態K即した心身障害教育のあり方を研究する。

イ〉研 修 部……・・・心身障害教育 K関する教職員の研修と、 市民への啓蒙

ワ)相 談部……・・心身障害児童 ・生徒の就学相談、指導のあり方を研究する。

エ)担任 部……・・心障学級担任相互の交流を通 して心身障害教育の質的向上をめざす。

組織表

長沢三郎 同係長平 敏男

松延耕作

佐藤正身

昭平 吉川 力 御子柴昭治

川保徳

田 幸夫 吉岡 孝二 郎永井 郎小 山 富 子

本江 斉藤弥生藤原和代
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i部長l小林節夫

I 研修 部員 溝呂木桂次 小村満紀子 足 立光江 古川明子

斉藤八重子 信夫頼子 古谷孝太 古久保蝶 子
部

小JlI 格 植木雅子 森 田寿子 榎沢 日出子

部長 野 口昭平
本目

部員 御子柴昭治 中村由美子 西山 伸 平松健太郎
談

大島ノレミ子 安斉満理子 山田洋士 中沢芙美子
部

八 木文夫 土田 きよみ 広瀬 昭 原沢和江

顧問 東京女子体育大学教授 佐藤正 東京都心身障害者福祉センター幼児科長石島徳太郎

日野市教育委員会指導主事 井沢祐一 渡辺 勝

日野市教育相談室 小柳津芳子

金子ふみ
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日野甫立小学校科学教育センタ-

名称。所在

日野市小学校科学教育センターと称し、昭和 53年度は北部センターを日野第一小学校に南部

センターを程久保小学校の校内に設置するo

2 設立の趣旨

日野市公立小学校 Kおける科学教育の振興をはかるために設置し、日野市の教員の理科指導の充実

向上のための研修と児童の科物態度・能力・技術の向上K役立つ諸事業を行う。

5 センター長。センタ一次長。指導員

i 南部セ ンター(程久保小) 北部センター(日野一小) I 
センター長 | 渋谷義一(程久側¥) 溝呂木桂次(ー 小〉

センタ一次長 村松徹二( fノ 大島昭子( 1/ 

センター主任| 川上車一( 1/ j 小幡 建( 1/ 

指導 員 1 後藤楚子(潤徳小〉 古屋光男( 1/ 

2 加藤 タイ( 1/ 小笠原久雄( 1/ 

3 坂本 守(平山小) 増田 実( 1/ 

~西尾信博(八小) 倉 石 桂(二 小)

5 大倉利一( 1/ ) 梅 原すみ子( 1/ 

6 I干台健治(百草台小) 福地 保(三 小)

7 永井一郎( 1/ 

8 村越 正(滝合小) 佐 野 静 江 ( 四 小 )

~北脇春樹( 1/ ) 岡 田充生(五 小)

1 0 佐久間久美子(高幡台小) 佐藤正身( 1/ 

一一
~長沼正幸( 1/ 林 克己(六 小)

1 2 本オ木立 清 晃(南平小) 弥延潤太( 1/ 

1 3 古久保蝶子( 1/ 秋 山憲一(七 小)

1 4 糸井則子(程久保小〉 渡辺健一(旭ク丘小〉

1 5 吉 川郁子(平山台小〉

1 6 太田喜久子( Fノ

1 7 川井矩子(程久保小)

弘( 1/ 

1 9 土方邦男( 1/ 

20 松田英明( 1/ 

21 I間瀬悦子( 1/ 
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5 年間指導計画

北部センター(日野一小) 南部センター(程久保小)

1回数 i月日 11縛内容 1)巨散!月日導 者 樽内容 導 者

1 5・20 開講式 全員 開講式 全員

2 5・27 オリエンテ
福坦、林、秋山、 IJ幡

2 5・20 植物の分類 川上、古久保、川井
ーション

3 6・3 林、弥延、古屋 3 
食用色素

紙、く見る
5.27 の毛糸染 西尾、大倉、間瀬

4 6・10 林、弥延、古屋
め実験

5 6・17 秋山、佐野、刷幡
4 6・3 スンフセット 永井、干台、 糸井

6 
担リ 定 5 6・10 を使って 永井、千台、糸井

6・24 秋山、佐野、刷幡

福地、林、梅原、岡田
6 6・17 P.Hの誤l定 佐久間、糸井、松田

7 7・8
佐藤、弥延、小笠原 7 6・24 ふりこ 吉川、太田、松田

8 7・15 自由研究
秋山、渡辺、佐野、梅原則 8 7・8 川ム干台、古久保
小幡、増田

9 9・9
福地、林、梅原、岡田

9 7・15 永JII井、干台、佐久間

佐藤、弥延、 4笠原
自由研究 上、吉川

10 9.16 秋山、渡辺、佐野、梅原ω 10 9・9 長佐久浪間永井、干台、Jil上

IJ申番、増田、倉石
9・161

11 10・7 岡田、佐藤、古屋
11 身百、永井、干台、川上

分 類 12 10・7 プラスサック 西尾、大倉、土方

12 10・14 岡田、佐蔵丸古屋 標本をつ

13 10・21 渡辺、梅原汝入増田
13 10・14 くる 西尾、大倉、土方

14 10・28
条件統一 14 10・21 土を調べる 村越、北脇、井浦

渡辺、梅原(女〉 増田

15 11・4 秋山、刷播、小笠原
15 10・28 滑 車ー 村越、:Jt脇、井浦

16 l' 
推 論 16 11・4 寄執の発熱 森、坂本松田

11・11 秋山、村唾、小笠原

17 11・18 福地、梅原、小幡
17 11・11 植散作物用の蒸 後藤、加藤、間瀬

標本づくり
18 11・25 福地、梅原、小幡

19 I 12・2 規模 全員

18 11・18 自由研究
森、村越、坂本..JlI上、糸井

のまとめ

201 211開講式|全員
19 I 11.25 自由開 I~~ M~.. ~} II..} 11.l:.v"*井
20 1 2・101開講式!全員 | 
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0425 -91-5014 

0425 -81-0073 

Fノ

1/ 

" 
1/ 

TEL 

TEL 

良日

11 

11 

H

三

祐

沢

沢

長

井

6 連絡協議会

委員長 日野市教育委員会教育長 倉

委 員南部センター長渋谷義

次長村松徹

主任川上卓

北部センター長溝呂木桂二

次長大島昭子

主 任 小 幡 建

日野市教育委員会学校教育課長

指導主事

問顧

日野市中学校科学センター

日野市中学校科学教育センタ ーと称し、昭和 53年度はセンターを七生中学校の校内

欣哉(二中〉

京子(七生中〉

l 名称、所在、

忙設置する。

2. 設立の趣旨

小学校科学センター設立の主旨に準ずる。

センター長、センタ一次長、指導員

セ ン タ ー 長 吉岡孝二郎 セシタ一次長

セン タ イ 主 任久村敏男

指導員長島寿平(三中〉 橋本貴幸(三沢中)

原沢和江(三沢中) 富士 莞(四中〉

福島良樹(ー中〉 加藤和 則(三中〉

各中学校 1-3年から 40名を募集する。

年間 10回とし、 6月より 10月までの隔週土曜日の午後指導する。

渡辺

成舞

昭崎JlI 

3. 

，子~

=仕月日 i
月 中旬 |野タ糊察

内

自由研究指導(2)

自由研究指導(3)

9・16 

9・30 

1 0・14 I自由研究まとめ | 
1 0 .28 I閉諮式、研究発表 |

又秀作

日野市立程久保小学校長

教頭

教諭

日野市立日野第一小学校長

教頭

教諭

-118 
8 

9 

学

学

時

化

地

禿

察

献

物

卦

酬

糊

開

生

物

自

野

一
3
一
3

7

8

5

旬
一

一r
E

一

1

1

中

一

生

画

一[

一

・

・

月

一

」
計
一
E
J
一
6

6

7

7

8

一

品
三
1

2

3

4

U

4. 

5. 

円'=

廿

講演

内

中学校科学センター運営委員会

(センタ一長、次長、運営委員各校1名、市教委をもって溝成する〉

6. 

中〉

中)

良樹〈一

欣哉(二

福島敏男(七生中)

莞(四

久村寿平(三中)

貴幸(三沢中〉

運営委員

長島

祐一井沢

渡辺

指導主事
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「新版中学国語 一，二，三J(教育出版〉

「新版中学習字J(教育出版)

社 会 科 「新編新しL、社会地理的分野J(東京書籍〉

「中学士会J(日本書籍)

1.小学校

国 垣間

社 メ』
コ=ζ

算

理

数 科

科

科

楽
3主二
日

図画工作科

家庭科

2. 中学校

国 革
問

日野市立小。中学校使用教科書

科 「小学校国語J(学校図書)

「小学校書きかたJ(学校図書)

「新編新しい社会J(東京書籍)

「新編新しい社会科地図J(東京書籍)

「新版算数J(教育出版)

「新編新しい理科J(東京書籍)

「精選小学生の音楽J(音楽の友社)

「図画工作J(開隆堂)

「新編新しい家庭J(東京書籍)

科

科

「新編新しL、社会公民的分野J(東京書籍)

「中学校社会科地図J(帝国書院〕

数 学 科 「中学校数学J(学校図書)

理 科 「新訂理科J(啓林館)

音 楽 科 「新版中学音楽J(教育出版)

「精選中学生の器楽 1-3 J (音楽の友社)

美 術 科 「美術J(光村図書)

保健体育科 「新訂中学保健体育J(学研)

技術家庭科 「技術・家庭男子向きJ(開隆堂)

「技術・ 家庭女子向きJ(開隆堂)

外国語科 fNEW' EVERYDAY ENGLI SHJ (中教〉
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昭和 53年度 指 導 主 事 分担表

日野市教育委員会

指導主事井沢祐

指導主事渡辺 勝

1 校種男IJ分担

。幼稚園教育……井沢 o小学校教育…・・・井沢

2 教科 e 領域別分担

。国語(含書写)……渡辺

o理 科…・…・…・…・一井沢

。体育・保健体育…・・・渡辺

。道徳…...・ H ・-……渡辺

o学校行事等 ……渡辺

o 心障教育…・・井沢

o学校 給食 ……井沢

o同和教育…一井沢

。幼児教 育…・・井沢

。社 会…・…… H ・H ・-渡辺

o音楽....・H ・....……渡辺

o家庭・技術家庭……井沢

o生活指導…・・・渡辺

o学校経営…・・井沢

o視聴覚教育……井沢

o保健教 育…・・・渡辺

o公害教育・…・・渡辺

o学校事務・…・・井沢

3 施設・行事等分担

。教育相談室……井沢

o教科書センター…・・渡辺

o修学旅行・…・・渡辺

o中学校教育…・・渡辺

o算数・数学…・・・井沢

o図工・美術…・・・井沢

。外国語(英)…・・渡辺

o特別活動…・・渡辺

o教育相談……井沢

o図書館教育・…・・渡辺

o安全教育…・・・渡辺

o進路指導…・・渡辺

o 心障学級…・・・井沢 o科学センター・・…-井沢

o文化行事…・・・渡辺 o体育行事……渡辺
r 

o移動教室…・・・井沢

4 指導事務分担

。指導部・都研…・・・井沢 o研究員・現代化委…井沢

o研究集録・…・・渡辺 ー o学校訪問…・・・井沢

o遠足修学旅行届出…渡辺 o調査資料収集…・・・渡辺

oまどベ編集発行…・・・井沢・渡辺 o月行 事 予定…・・・渡辺

口

o
n
d
 

o教育課程届出…・・・井沢

o教材届出承認…・・渡辺

o指導要領……井沢・渡辺

o教育実習……井沢



o授業研究校… ・・井沢 ・渡辺 o教職員研究委託…・・渡辺 。都 ・研究奨励……井沢

o社会科副読本改訂委・…・・渡辺 ・井沢

5 渉外分担

。校 長 会…・・井沢 ・渡辺 o教 頭 会…・・井沢 ・渡辺 o教務主任会…・・・井沢 ・渡辺

o生活指導連絡協議会…・・・渡辺 ・井沢 o日 野 市 教 研…・・・井沢 ・渡辺

o都 市 指 導主 事 会……井沢 ・渡辺 o第 2地区指導主事会…ー渡辺 ・井沢

6 研修等分 担

。学校経営研… ・・井沢 ・渡辺 o新任教諭兼学級経営研…...渡辺 ・井沢

o学習指導研…...渡辺 ・井沢 o実 技 研・…・・渡辺・井沢 o教育相談研……井沢 ・渡辺

o幼児教育研…・・井沢 ・渡辺 o同和教育研…・・・井沢 ・渡辺 o 心障教育研…・・・井沢 ・渡辺

o教育課程研……井沢 ・渡辺 o学校保健研…・・渡辺 ・井沢 o事務職員研…・・井沢 ・渡辺
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会事務局組織貝日野市教育委

1.教育委員会K関すること。
2.公印，職員の管守に関すること。

3.条例，規員!障の告|定，改廃に衡すること。

4. li繍，訴訟，糊草，異議の申立及ひ滞項に関すること。
5.表彰及び儀式K関すること。

6. 関傍教関との連絡周整K関すること。

7. 教育委員会所国職員の任免その他人事に関すること。

8. 教育委員会庁倍職員併合引て関すること。

9. 教育委員鋭程織員の研修，月腕，献し厚生K関すること。

1 O. 文書わ受発，保散開すること。

1 1.公文書の浄書，校合に関すること。

1 2.公告，方建K関すること。

1 3.歳入，歳出，予算及ひ経理に関すること。

1 4.時 ivc関すること。

1 5.備品，消期制慌に関すること。
1 6.事務局内耳締りに関すること。

1 7. 奨学資脅し関すること。

1 8. 他謀，係に属さないこと。

傑尾

【白庶務係長

(施設係長

手申

人義野

1.教育茄設の営繕，保全の計画汲びその実加と関すること。

2.教育財産的議宏合なもの)げ蔀聖K関すること。

3. 教育施設の目吻慣用K関すること。

4. 教育加設に関する研宛周査及。統計に関すること。

5. 教育関係包債補助d植民び申請K鳴すること。

寿本宮

f学務係長

郎 -j

(教職員係長

L指導係長

l学一長

作 一一一一i

j社会教育課長

(柳

l同長

し市立図書館長

1 1 学技巧設置，馳上及情聴営K関すること。

i ~ 学級η繊，割散開すること。
3.小中学物ゎi群区域の殻定，廃止に関すること。

1 4. 園児の入国，転匿欧び退園K関すること。

1 5.児童・生徒の就学，転学及び退学に関すること。

6.幼児・児童.1:{佳η安全に関すること。

一一--i 7. 移車敢室等Vて関すること。
8 育英会その偏見期制に関すること。

9. 老跡事教具の割蒲に関すること。

I 1 O. 学校教育関蒋融力金に関すること。

I 1 1.学令簿の鰹，盟理，保留て関すること。

I 1 2 戦教育4和耕輔計K関すること。

I_ 1 3. その他他の係K属さないこと。

武山青

日

「庶務課長

治

テル子

夫

教 育委員会

敏

キ日

委 員 長

森久保

職務代理

池尾

員

後

委

肥

虫E昭

員

呂

員

又

委

野

倉

委

イ乍秀

1- 1 校長及び耕哉員(以下「学校鞠絹Je. ¥，、う)叫壬免，s麟，分限，昇給，昇格」一一一樹ること
2.学校物!能員の給与，恩給，退職手当，公閉居補償に関すること。

3 学校教成員の1哉員団本に関すること。

4 学校教H哉員の1副，腰主に関すること。

し5 執行委任による臓の慨に関すること。
6. 学校教隈員の共j鶏喋K関すること。

男敏平

沢長秀

長

又

コ民
同

倉

教

i- 1.教育謝野樹首，改善の指導に時Fること。

2. 学宮指導，出昔時に関すること。

I 3.耕ヰ用図書の慌尺，耕オの取跡、K関すること。

一一一寸 4.校長，教員の研修に関すること。

1 5.学校教育に関する専務的事項併鱒と梅耕敵K関すること。

し-6.教育橘知亡関すること。(合障害教育)

男敏平

r-1.桂会教育の総合計画に関すること。

I 2.胎教育委員，青少勾委員，刃包財専F聖委員，帯年間蹴議会K関すること。

3. 芸術，文化，芸能K関すること。

4.各種学級，講座叫補受，運営に関すること。

一一斗 5. 文イ附(古文書を除く)の調査及び保護K関すること。

6. 対じ団体の殿前て関すること。
l_ 7. 帯ヨの府務K関すること。

美
[一 長

斉藤

j家一味)

好

家庭教育の総合到面及び立案K関すること。

家庭教育学級，講座，通信，荘厳に関すること。

社会教育鱒者の戴，充実に関すること。

PTAVC関すること。
その他家庭教育K関すること。

車早下

美好藤斉

[慨給食係長

(体育係長

一一1.学校耕職員，児童，':1:1徒及び園児の保健菅理K関すること。

2.学校の環境衛生に関すること。

3 学校安全会に関すること。

4. 学櫛合食Vて騎ずること。

一 5. 課内の府務K関すること。

ii閣のーに駒ること2.体育(スポーツを含む)及びレクリェーションの計画戻施，甥副，既成K関すること。

3 体育指導委員K騎ずること。

4.学校開放(体育施動亡|浪る )VC衡すること。

一一一↓ 5.体育及びレクリェーショオ主体の既成K衡すること。

6.体育及びレクリェーショ汁齢者の蹴K関すること。
L 7 市民総合グランド及び市民フ・ーノレの管理運営K関すること。

男

基

政

西

田

大

山

夫イ変谷大

明光田植

(兼)奉仕係長

一一!業

し庶務整理係長

長係務雄
ー

l
 

E

・』，
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(指導主事の事務分担は本文中に示
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日野市立小。中学校主任(代表)一覧表 5 3年 4月

ーー~、、担~‘~当』~~~~~竺校 四小 五 小 六小 潤 徳 小 平山小 ! 七小 八 百草台小 滝 合 小

教 務 主 任 古屋光男 松井慶 本憲康高倉敬行 生田 彰 曾我哲 小竹 章 関 恒夫小板橋五佐男内藤 永悦郎伊藤恵

生活指導主任 木玄吾 田村利樹 板谷 敏 白石俊二 五十嵐ー 小口清一 大上琢磨秋山憲一西田 陽萩沢モト子岩尾照

研究 研 修 主 泉徹郎 屋富夫 森 甫色川和代 長沢佳者仔 山添 邦 男 村 大 岩井豊子市川恭 石川 耀子永井一郎村越

人権尊重の教育担 田中降夫 中川金作 福地 保 飯 田 竹 大竹三郎 五十嵐一郎 古 谷 孝 太 関 恒夫市川恭子西田 陽萩沢モト子橋本

国 三ロ五ロ 主 任 馬場延子 紺屋冨 和田淑子 田森 イ帝詮 西川朝子 来問志信 高井 くめ子 岩井豊子 堀 内 美 恵 子 西 田 陽大羽かほる 川上
ート

社 会 科 主 任 佐々木玄吾 中川金作 清成純子 岡島政吉 大竹三郎 長田正夫 大森ツノレ子 安達美武 嶋貫 博 波多野 担石 黒 芳子宮川
L一一

算数・数学主任 塩川憲子 岡信 篠原正人 小山富子 岩尾ふき 老沼義時 高橋茂子 高石道子 竹下サエ和田 常雄油井朝子大 森 信
一一

理 科 主 任 小 幡 建 倉石 桂 宇留野勝幸佐野静江 高田真澄鹿島田恭江後藤楚子坂本 守秋山憲一 :間 瀬 静夫千台 健治 村越 正

音 楽 主 任 保坂たか子 大場とみ 森 甫 林 いずみ 高野 紘嶋 真理子内山美知子立花せつ子池田宏子北原 恒雄飯島睦子岡田あつ子

図工美術主任 酒井栄一 鶴田久美子 岩永 ヒラ 渡辺 芳郎 戸塚春男岸本 和 子 小 口 清 一 沢 田 末 古 河 合 香 子 高 山 政喜
+一一←

体育保健体育主任 増 田 実 沢本年人 梅原秀明尾関博文 小倉 勇 i 山添 邦男 佐藤 栄久 雄川 上昇 一小 野正 俊比 企 通男草刈喜一井上善夫

技術・家庭(男)
6 

家庭・技術家庭主任 赤石 享 茅 野 とめ子 天野正枝 日下部芳子林 茂子清水しずか石川成子月 成カズ子市川恭子長浜 幸 子萩原章子

外国語(英)主任
τ 一←

道 徳 主 任 守屋ふみ小村満紀子 平山 毅j杉本瑛之内藤まつ代五十嵐一郎古谷孝太 関 恒夫市川恭子末継 耕 一 山 口 智 恵 子

特別活動主任 小笠原久雄島田美代子 赤池正人吉村正二山田恵子弥延潤太小竹 上琢磨成井朝雄渡辺 和子江口耕一田中 健

学校行事主任 古屋光男 松井慶 子 赤池正人 生田 彰 清 水 二与三巴主 関 恒夫小板橋五佐男 内藤しずか l小竹
ドー←

伊藤 三恵重E 造
悦郎 (井上 夫)

進路指導主任

視聴覚・ 増田 実島由美代子 美 広 色 川 和 代 高 野 紘林 克己岡上和子すi坂本 守小室 恒 大 倉

学校図書館、主任 守屋ふみ高島和子 関 根 敦 子 渡 辺 世 津 子 大 島 美 知 子 立 川弥生植松久美子月成カズ子堀内美恵子中川

利 草刈 喜 一橋本 清

元美 騰 尾 富貴江 渡 辺かほ

給 食 主 任 赤石 亨 i塚本喜美子 村川敬子日下部芳子林 茂子鹿島田恭江石川成子 !塩津孝子斉藤イク今野 みち子石黒芳子 鈴

安全 教育主任 尻武子茅野とめ子 藤本憲康渡辺芳郎岡 田 充 生 山 崎充子 青 木 良 子 川上昇一 小 林 弘 子 波多野

保 健 主 任 清雲よ志子 J川崎照子 伊佐弘江古越富子武内千尋子長田正夫 松井 f玉江 安達美武舞回章子 佐藤

養 護 主 任 清水妙子 ;菊地直子 伊佐弘江古越富子小島 典 子上山美智子 ;松井玉江 小林さと子 島雪江 佐藤

管 材 主 任 上田博文倉石 桂 関根敦子渡辺芳郎工藤 トシコ伊東淳司高井 くめ子知花 豊 嶋貫 i専 郷原
寸 τ…

事 務 !上田博文小村絹子下城正二大淵隆夫牧野 誠 !伊東 淳 司 橘田 最知花 豊藤井悦子郷原 敦 ;石川
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5 3年 4月

-___ 担1当 --___ 学~校~ 高幡台小 南 平 程久保小 旭が丘小 平山台小 一 .中 一 中 七生中 中 四 中 三沢中一 一
ー一一一一一一一一一回

教 務 勝俣友子 進 真 郎 野森 山洋一郎 和田文雄 長谷川忠男 渡辺 勉 小松文木 大塚長栄 高木宏文 明石敏
一一一一一一 一一』一一ー一一一一一一一一 一一 一

生 活 指 導 子 森 清晃 河野千秋 渡辺馨 幸 次 立川 泰 司 川正義 本城裕彬 志茂知之 鈴木良身 鈴 木清
-..--...・ーー一一一-_--

研 究 研 口 |鶴子 山中義 越満枝 泉 芳夫 古山 郁 夫 福島良樹 飯島利= 石文秋 加 藤 常 光 赤木清福 大宅
-…ー一一ーー，一一一一 ー

人権尊重の教育 友子 片岡 野千秋 上山洋一郎 八 木 文 夫 市塚 正 央 武藤光哉 辺文男 志 茂 知之久保田俊司 田 能
-ー・ーーー • -一一一ー

国 日三五ロ 赤 井光子 阿部 畑智恵子 場富 男 溝江 恵美子 能瀬典子 我妻 要 高 橋 定 吉 羽生幸一 堀江富男 原宏
一一

社 会 村越裕子 越村清治 河野千秋 泉 芳夫 古山 郁 夫 天野義雄 森 紀子 釣 晃敏 小林 広 樋口供武 中村 勝
』一回 申ー ー』

算 数 数 田 洋 士 藤 井 香 代子 渡辺み 菅野君江 飯田 幸 次 古厩 清 夫 崎 博 山川昭子 高見沢文男 鎌須賀 正克 新井 教
一一一一-一一一一 -ーーーー

理 科 長沼正幸 森 上卓ー 渡辺健一 川 郁 子 宮田 和 子 渡辺欣哉 久村敏明 長 島寿平 工藤満春原沢和

一
音 楽 桂子 村上悦子 小堀こう子 伊東春子 村田 那智子 青 木 保 村上敏雄 天野敏明 新井 幹 大 野 淳 子 大宅

一一‘←一一一一司ー+
図 工 美 冨リ 枝 関 賀穂留 松本真知子 藤田 富治郎北 野義 昭 逸見 敏 小林初子 阿部晃一 佐藤 J恒 小畑 亮 乙黒静

体育・保健体育 森田芳 真郎 井浦 弘 渡 辺 馨 鴻 信 夫 清 彦 阿藤貞夫 山崎智子 山 本 和 夫 泉 歌代 藤原和代 磯 岡邦
一一一軒圃--←一一一 一，一一一一ー一一一ーーー

技術 ・家庭(男)

奈良悦子1橋 本允子

松岡史記 飯島利三 :三浦 義 次 加島俊 博 鈴木良身 佐藤至

家庭・技術家庭(女〉 安西利江 当間糸子 塚本純子 蓑輪博美 西村 敦子 高見 登志 子 佐藤寿枝 萩原典子 河田公

外 国 三ロロ五 (英) 吉田 忠 夫 西川良三 本田貞子 西山恒子久保田俊司 猪 井 詔
一一一一

徳 丹羽亮典 山中義男 野森良 石原八重子 尚樹利子 島 倉昭 藤光哉 小林敏朗加藤常光 柳沢美澄 松田 健

特 別 活 動 中村笠子 丸茂 邦男佐藤慎一小 島義 範 天野 義 雄 我妻 要吉田太郎加藤常光 中村勝 t

モ必以r- 校 行 事 勝俣友子 進 真郎 川上卓ー 石井和子 和田文雄 長谷川忠男 渡 辺 勉 小松文木大塚長栄 高木宏文 明石 敏

進 路 指 導 岩 村 武 武 藤光哉須貝光一東郷隆盛 吉見光 橋本 貴

視聴覚・教育機器 丹羽亮典 堀竹 充 川井矩子 泉 芳夫 吉川 郁 子 大 山正昭 西川良三 高野徐-長島寿平藤原和代 橋本貴

伊藤 務阿部晃一よ長島寿平
一一一一

学校 図 書 官官 小口澄代 当間糸子 間瀬悦子 中村麗子 l古賀 陣 子 能瀬典子 田中栄一 樽川和

給 食 須藤貞雄 片岡千 寿子 浜野育子 奈良悦子長尾 節 子 安食久子 藤 光 子 i安藤ゆき江大室郁夫 門脇年子 河田公
“ ーー 一一ーー←・』一

女併ムー・ 全 教 育 福田令子 森 清晃 佐々木千鶴子 金畑昭正 飯田 幸 次 森田与一郎 矢崎 博 本 城 裕 彬 北 原 景 昭 黒沢 原宏

保 健 橋和代 藤田孝彦 松田英明 !石原八重子 尚樹 利 子 小谷 澄 江 須藤節子 箭田 真由美伊佐節子 樫昭
γ 一一ー一一 ー一一 一一一ー一一一ー-ー一一ーー

護 金野峰子 土屋良 子 細井聖子 倉林紀子 田島 佳 子 小谷澄 須藤節子 箭 田 真由美 伊佐節子 高橋 恵 子 富 樫昭

'一一一一一一
材 石田義一 横山謙二 伊藤 功 谷津 誠 一 古塚淳夫 佐藤博助 吉岡興村 大 室 郁 夫 八木

地 通 夫 i黒 木利武 馨 !八木事 務 石田義 一 辺正志 横山謙二伊藤 功 佐藤博助 吉岡興村大 室 郁夫大野

唱-一 一一一一一一一一一 一‘一一…

寛

江 !

民E

旦 1

江

恵

一
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一
江

一
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子
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園長氏名 江角正子

園 名 日野市立第一幼稚園

所在 地 日野市多摩平 4-3 

電話 0425-81-4124

11買 路 豊田駅より北へ約 10分

主任氏名 平向邦江

L 沿革の概要 2. 歴代園長

昭 40. 4. 1 日野市立第一幼稚園として設置 | 氏 名 年月 ~ 年月

さるロ学級7、定員 280名、 | 江角正子 昭 40.4. 1-現 在

職員教諭8名、用務員1名

園敷地 2.70 0 m2、関舎 777m2 

プレハプ 1棟。

4. 10 開園 園児280名

5. 25 創立記念日とす

5. 30 園章制定

昭 4L 3. 19 第 一回修 了児 119名

昭 42.12. 20 鳥小屋完成

昭 43. 9. 6 プーノレ第一次計画完成

(中庭)

12.20 ホーノレ増築完成

昭 44. 2. 10 プール第二次計画完成

(プーノνサイト;シャワー)

昭 45. 6. 1 プμ ハプ園舎、ベランダ増設工

事完成

7. 15 運動場拡張完成

7. 15 園塀ブロック金網陀改装完成

昭 48. 2. 5 本館下水工事完成

3.14 東京都交通安全教育実験学校

研究発表会(第一年次)

10. 23 東京都交通安全教育実験学校

研究発表会(第二年次)

昭 50. 3.、 10 1 0周年記念研究発表会開催

園歌制定

12.25 園舎増築完成

保育室 3、プレイコーナー、 図

書 コーナー各1、保健室 1、資

料室 1、屋上、 トイレ、 物置 1

昭 52. 8.31 ホーノレ府茨装完成

3.地域の環境

市の一大集団住宅地域である多摩平団地およ

び周辺住宅の中心にある。近く陀は公園 もあ り、

比較的関静な環口氏あったが、甲州街道と平行

してそのバイパス的役割をなす道路に面してい

るため近年は交通量も多 くなり 危険陀なってき

ロた

4. 教育目標

(1) 明るく元気 陀がんばる こど も

(2) よく見、よく聞き、よく考えるこども

(3) やさ しい心をもつこ とも

5. 本年度指導の重点

教育 目標の具現化を図るために学級経営を充

実させる口

(1 ) 教育 目標の内容分析と具体化をすすめ、目

標達成の場面や方法を明確陀する口

(2) 括導内容の精選、集約を区iり、指導方法の

改善陀努める口

(3) 幼児理解を深め、ひとりひ とりの幼児の発

達課題をおさえ た指導を くふうする u

6. 幼児数

l5才児 三性i-u
| 男児 | 136

| [三:互上一日三J
! 計 i 248 1 
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7. 教職員

一 一 一一一一一一 一一一一 ー一一一一ーー ーーィーー一一一一一

8. 本校研究主題の推移

「意欲的陀よく遊べる子J (1) ひとりひとりの幼児の理解を中心に

(2) 指導過程における指導の方法を中心κ

4 4年度研究「意欲的陀遊べ る子」について継続研究

教育課程 と指導計画の実践 にもとづいた再編成

l:zl母ーの一三二一三二三二:定 母と子のための交 通量 作成

高茅丘百三長n 幼児と地域の実態を生かした教育議若万有成 一 一一一 一一一一一一一一-

i昭和50年度 |教育課程陀もとづいた望 ましい経験や活動の選択

ie言語E-f年度 ! i幼児理解了初志E175E7福 豆 白の指導広一一 一 一一一一一

9. 本校の特色

心身とも陀 健康な幼児の育成と幼児の幸せ を

願い、教師、父母が協力して内容の充実深化に

力を入れ努力している口

11.保護者の職員一覧

j その他 9 1 3.5 
I-一一一一ー+一一一一一吋ーーー一ー」ー一一一ーー一一一一一一一一ー'-ーーー一 一ーー』 ー l 

i 合 計 248 roo 

-50一

10. 者|激 育研究員、研究生歴

!沼赤日49年度 i研究員平向邦江

12.闘 に至 るまでの地図

一一 11、J甲竺J13 抗 |

ー il2-:JJJ; 
二一|戸了一: 昔

J二竺 I!習F-
一一一一一一一II~一一一一一一一

平二叫盟11:二勝 二閣 に

‘ ・



国 名 日 野 市立第 二幼椎園

所 在地 日野市平山 4-8-4

電 話 0425-91-4125

JI目 路 京王線平山扮北公園下車徒歩 1.0分

園長氏名 深津 真 人 主任氏名 樋 山 欣子

1.沿革の大要

昭 40. 4. 1 日野市立第二幼稚園として平山

小学校内陀設置ロ

昭40. 5. 10 

昭 40. 5. 30 

昭41. 2. 23 

昭 46. 3. 10 

昭46. 3. 10 

昭47. 3. 15 

昭47. 6. 15 

昭48. 2. 21 

昭49.10. 22 

昭51. 8. 

園児 131名

開校記念 日と定める口

圏章制定

放送施設完成

日野 市研究協力園として研究発

表を行なう

第二幼稚園の歌制定

雨天時の泥粘土コーナー完成

園舎園塀完成

東京都交通安全教育推進学校研

究発表会(第一年次)

東京都交通安全教育推進学校研

究発表会本発表(第二年次 )

全園舎床木造陀張替完成

2.歴代園長氏名

氏 名 年月 '‘、， 年月

後藤正太 昭 40.4 .._昭 42.3 

安 積 利 治 昭 42.4 ......昭47.3 

小野 晃 昭47.4......昭50.3 

深津 真 人 昭 50.4 .....説在

3. 地域 の環境

市の南西部陀あ り、 南に多摩丘陵がつらなり、

自然陀恵ま れ景観の よい環境である。

近年は宅地や住宅団地造成により住宅地と化し、

都内比勤務する人の子弟が多 くなっているO

4. 教育目 標

( 1) あそび陀よろこんで参加し、活発陀からだを

動かしてあそベる子 ども

-51-

(2) 自分の意見をはっきり言L、、 友だちの意見

も聞き ながらあそべる子とも

(3) 自分で考え て行動しようと する子ども

5 本年度の指導の重点

(1) 野外活動陀重点をおき、特 陀体力づ くり、

情操面の育成に力を、庄く二

(2) 野外活動を とお し、 特陀一年保育児の遊び

の発展経過を観察記録し、 正しL、集団生活陀

必要な自主性、協調性を養 う。

(3) 交通安全教育と対策

父母の協力のも と活発に行ない、 地域の交

通安全の向上につ とめたL、。

6. 幼児 数

学 年 I5才児

学級数 L 陶 3

男児 ! 6 1 

女児 1 51
-ーーーーー円ーー ー一一一ーーー一一ァー・ーーーー一一

言十 112 

7. 教職

lF一一戸 一一 |玄示叫ん ;
I ...!-，;!_氏 名 Î  I知任 |就任i
号令 I年月日i教 科 ;

[JEZF司戸F7日 程ムI 

i21樋山 欣子 1541主 任 147.4. 1 :社会

(子エ忌同下心イL.7757Jij言語

巴[主主iE7!日j111iwι 

5 1ザ竺fj??)??j531--1j雪之 i
i6 i鵜沼万里子 ;3!豪語 誌It--3i:健康|



8. 本校研究主題の推移

1J亙邑~l~盃亙EJ二二一一二-------二二三二7二 :三一]

9. 

百和 42年度 | 子どもの健康状態と体力の向上陀ついて

召和 43年度 | 粘土あそび どろ粘土コーナーの利用

召和 44年度 | 遊具を使用した幼児の体育指導

百五175孟瓦日融玩hEた野外指長孟扇面ζ議 一一一一一

昭和 46年度 1 45年度の研究継続

自和 47年度| 自然を生かした野外指導(考える目を養う)

言一一一一一

、安全対策の推進一正しい踏切の渡り方

、安全対策の推進一踏切の正しい渡り方

保護者職業一覧 10.都教育研究員、研究生歴

。会 社 員 7 3 

。公 務 員 2 1 

-公 社 4 

-自 営 業 5 語 i研究員

。国鉄職員 3 

11.国陀至るまでの地図

← 52← 



日野市立第三幼後 園名園

日野市日野 2800 所在地

o 4 2 5 -8 1'-7 1 2 7 

日野駅下車 徒歩 7分

第三幼稚園前

意
}
ス

国

パ

話電

!願 路

園長氏名 溝呂木桂次 主任氏名 鷲 見照子

イ 自分を表現できる子

ワ いろいろなこと K興味や関心をもっ子

(2) 友達と遊べる子

(，'3) 情操豊かな子

5. 本年度指導の重点

(1) 自分をありのままに出すよう 陀しむけて、

その子どもの実態、を把握 して能力を伸ばし欠

けているものを 補 う指導を工夫する口

(2) 日目、 教材。遊具等を工夫して準備し、し

ぜんに幼児が働きかけて考えたり行動をおこ

したりするよう比しむける。

開園

( 4学級、園児数 143名)

閤舎東側ブロック塀工事

裏門両袖ブロック 塀工事完了

花壇完成

コークス小屋完成

観察池完成

砂場用足洗場(手洗場 )新設

市研究協力園

屋外飼育舎新設

区画整理のため正門を東側K移

動

1 0周年記念研究発表

1. 沿革の概要

昭 41. 4. 11 

3 

2 

9 

昭 42.

昭 42.

昭 42.10 

昭 42.11 

昭 42.11 

昭44.

昭 46

昭 47.

昭51.

5 

2 

数

l-1三二71~i1îk t!z I 3 J 

I 5 芳 --'--r-"4---5 i 

j才 (一一安一一 54 -， 

:児 a干-7-79-!

児幼6. 

年月

41. 5 

._ 44. 3 

._ 5 O. 3 

~現在

3 42. 

年月

41. 4 ._ 

6 ._ 

4 

44. 4 

41. 

42. 

歴代園長

氏 名

古 田辰次

永野林弘

吉田辰次

下回 忍

溝呂木桂次

2. 

4 

地域の環境 第三幼稚園

国道 20号 より約 200仇程はいった住宅

50. 

3. 

衝 にあり 、小学校校庭に隣接す る。国近 くK

は小公|刻、神社など もあるので多少の遊び場

は残っている。
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多摩川へ幼児で徒歩約 20分位であるO

4. 教育目 標

(1) 意欲をも って活動できる子

ア じよう ぶで元気な子



8. 本間研究主題の推移

I _~__ . -~~ I自然の領域陀おける評価の
昭和 45年度|

観点陀ついて

科学的思考力の芽生えをつ
昭和 46年度|

ちかう指導法

昭和 47年度|野外の自然環境

|昭和 50年度|子 どもの行動をどう理解し

| |てL つ…カ(幼児理

|解)

j昭和 51年度 |幼児と小動物とのかかわり

胃

12.園陀至るまでの地図

L.:__一二Z
J 

教務・庶務・会計

凶函iz--一一一

康|

司
9. 本園の特色

特K 自然とのかかわり合いの中での教育を考え、圏

外へ出で河原や野外で遊ぶことを多 くし ている。また

幼児と劉市が一緒陀土を運んだり、 ほぐしたり、 玉石

やブロック で花壇を作ることから栽培を始めるo 子ど

も遥が種まきや種集めなどを自然なかたちでできる よ

うな環境作りをして L、る。比較的大きい飼育舎を用意

し、 子クサギが生れて育つ様子を県せ、子ども達が自

分で餌をやったり 抱いたりしてその生態や習性を知り、

かわL、L、と L、う気持が育つようにしているリ

11.保護者-の職業一覧
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園名 日野市立第四幼稚園

所在所 日野市石田 431-6 

園長名 釜池 博

1. 沿草の概要

昭 47. 8. 11 園舎新築工事起工

昭48. 1. 31 園舎完成

昭48. 4. 1 日野市 立第四幼稚園として開園

学級数 2級

園 児 数

教 諭

用務 員

平屋圏舎

閣敷 地

昭 48. 4. 10 入園式挙行

昭 48.10. 29 落成式挙行

6 0名

3名

1名

4 95m2 

2008nf 

昭48.11. 1 開国記念日と定める

昭 48.11. 7 園庭の植樹完了

昭 48.12. 1 鉄骨製藤棚工事完了

昭 49. 3. 20 第 1回修了証書授与式挙行

修 了者 46名

昭5O. 1. 13 うさぎ小屋 (鉄骨製)工事完了

昭51. 8. 30 各保育室前、テラス王事完了

2. 歴代園長

内 藤達 夫 48. 4. 1-- 52. 3 

釜 池 博 52.4. 1 ._現在

3. 地域の環境

本園は、日野橋から 東へ通 1Km、多摩川の土

手近くに あり、小学校に隣接してL、る。農業中

心のこの地域は、近年急激に宅地化が進み、園

舎前陀は、中央高速道路が東西氏走り、西側の

都道 も交通がひんぱんである。桑園や梨畑が続

く小道陀は緑が豊富陀あり、四季を通じて野外

活動の場陀な っているロ 園児たちの過半数は四

電話 0425-8 3-3903 

!願 路 立川ーー高幡不動 京王パス

日野四小前下車徒歩5分

王任氏名 沖山英代

小学区から通園している。

4.教育目標

(1) 丈夫なからだで仲良く遊べる子とも

(2) 意欲的陀活雷Jずる子ども

(3) ゆたかな心を待つ子とも

5. 指導の重点

① 健康な生活に必要な習慣や態度を身 Kつけ

明るくのびのびと泣くる子ども Kする。

② 野外活動に重点をおき、 自然に親 しませな

がら、 ゆたかな感受性とやさしい心を育てる

よう陀する。

③ 望ま しい経験や活動を精選し段階を追った

活動内容を選択配列化す るU

6 幼児数
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1 教職員

8. 研究主題の推移

|昭和 48 !!_~坦竺竺竺-竺よ 1 vcn1よ竺竺どか~自然持切坦と?
昭和 49年度 ! 上 記 と 同じ

昭和 50年度 |

昭和 51年度 |

;昭和52年度 |

9. 本閣の特色

上 記 と 同 じ

上 記 と 同じ

上 記 と 同じ

川原遊び、草摘み、 梨もぎなと四季折々の 自然に親しむ経験や活動を多くして、 幼児の体力づくりや

協調性の芽ばえが大切陀育つよう指導 している。

10.保護者の職業一覧

i7- 業 |家庭実ty_下 ーム ー
|会社員 41 8 0 

1公務員 4 8 

jel子 1一蚕釦1一一一 7
!その他 2 4 

11.園に至るまでの略図
ー__J
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園 名 目野市立第五幼稚園

所在地 日野市三沢 17 5番地

電 話 0425-92 -0432 

順 路 京王線高幡不動駅より東へ約13分

園長氏名 古谷洋太 主任氏名 坂口 嘉津子

1. 沿草の概要

昭 49. 4. 1 日野市立第五幼稚園として設置

される

日召 49. 4. 15 

昭 49.11. 1 

昭 49.11. 1 

昭50. 1. 20 

昭50. 3. 20 

昭51. 3. 31 

昭52.12. 

昭 53. 2. 1 

昭 53. 2. 7 

昭55. 3. 31 

2. 歴代園長

学級数 2、 定員 80名

教諭 3名、 用務員 1名

園敷地面積 3.4 79m2 

園舎面積 4，2 88m2 

開園、園児数62名

落成式

開園記念日とする

園庭拡張される

第 1回修了児 7 0名

鳥小屋完成

昭和 53年度 1学級増築決定

プレハプ教室増築工事開始

掲示板完成

プレハプ教室完成

氏名

岡 本 省吾

古谷洋太

年月~年月

昭 49. 4. 1 ..... 5 3. 3. 3 1 

1沼53.4.1 .....現在

3. 地域の環境

o京王線高幡不動駅と 百草駅のほぼ中間の位置陀

あり、周囲陀は 田んぼ、畑が多く自然陀恵まれ

となりに小学校、前には中学校があるu 近く陀

は高l幡不動、多摩動物公園、百草園がある口

4. 教育目標

。友だちと仲良く 元気陀遊べる子

0豊かな心を持ち、 自分を素直陀表現できる子

0望 ましい生活習慣を身陀つけた子

-57ー

5. 本年度指導 の重点

。幼児が自ら選んで行う活動を大切陀し、ゆと

りひとりの幼児が充実した気持がもてるo

0友だちとかかわる中で、 1人の人間として必

要な社会的生活態度を身κつけていくよう陀

する口

6. 幼児数

「----__i 5才児 「五
|学級数 1 3 3

J jJ:f 



:7-j 

8. 研究主題

|昭和 50年度 |創造性を高めるための環境設定をどうしたらよL、か

|昭和 51年度 I H 

同52年引 … 同 心出哩布り方
昭和 53年度 ! H 

9. 本圏の特色

。恵まれた自然環境を利用し、 思 う存分活動する中で最組物に対する思いやり、いたわ りが育つよう指

導.している。

o広い圏庭をいかして、 こどもたちの運動能力を高める遊びを多くとりいれている。

o菜園をつくり、幼児が自らの手で育て、収穫する喜びを味あわせている。

10.都教育研究員、研究生歴

|昭和 45年度 |研究員 |坂口 嘉津子| 桝 領域 |言 語 |

!昭和 51年度 !現代化委員 ! H !総合的指導とは ! ! 

11.保護者の職業一覧 12.圏陀至るまでの地図
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園 名 日野市立第六幼稚園

所 在地 日野市程久保876-2

電話 0425-92-6330

J順 路 京王線高幡不車駅より百草団地行きパス陀

て高幡台団地下車、徒歩5分

園長氏名 手代木 和 夫 主任氏名 田中澄子

1. 沿革の概要

昭 50. 9. 6 園舎新築工事起工

昭 51. 3. 19 園舎完成

昭 51. 4. 1 日野市立第六幼稚園として開園

鉄筋平家建園舎

学級数 2、 定員 80名

教諭 3名、 用務員 1名

敷地面積 1，408.259m2 

園舎面積 473.386m2 

昭51. 4. 10 入園式挙行

園児数 7 3名

昭52. 3. 19 第 1回修了児 8 0名

昭53. 3. 20 第 2回修了児 7 5名

昭53. 4. 1 1学級増設

2. 歴代園長

氏 名 年月~年月

手代木和夫 昭 51. 4.1 --現在

3.地域の環境

日野市の南東部陀ある多摩丘陵陀造成された

高幡台団地との分岐点陀位置し、園舎は緑の森

林陀囲まれた美しい眺めの場所にある。近く陀

は多摩動物公園、百草圏、高幡不動などがあり、

野あそびを楽しむ場所も多く、自然を満喫でき

る。

4. 教育目標

(1 ) 明るくはつらつとしたことも

(2) やさしい心で助け合うこども

(3) 最後までがんばるこども

5. 本年度指導の重点

(1) 学級経営の充実をはかり、ひとりひとりの

こどもを大切にし、幼児理解κつとめ指導を

行うロ

(2) 幼児の活動をよく見つめ、日々の積み重ね

を大切にし、ひとりつとりの個性をのばす指

導につとめる口

6.幼児数
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7 教職 員

番号| 氏

園長

主任

一年保育
きくら組
一年保育
すみれ組l
二車育寸
あやめ組

昭 51. 4. 1 

昭51. 4. 1 

昭 51. 4. 1 

昭51. 4. 1 

昭 53. 4. 1 

名 担 任|本園就任年月日

712-C 
ltxiご

8. 本菌研究主題の推移

昭和 51年度| 環境の整備とその活用

日吉和 52年度 ! 

i昭附 53年度 l F 一日発的な働きかけの観察ー

9. 本園の特色

(1)在園する園児の約 85婦が、高幡台団地、百草団地の公団住宅から通園している団地幼稚園であるo

ム園前J!'U工、ーするの峰」こ北告がマイ苛号かの施設で保育の経験をして入園しているため、友だちも多く集

団陀慣れている口

(2) 園舎内外の、環境の整備と、その効果的な活用法陀ついて力を注ぎ、家庭とも協力しながら圏づく

り陀努力している口

10.都教育研究員、研究生歴

ー!?84!田中澄子 !学校経営 !

11.保護者の職業一覧
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12.圏陀至るまでの地圏

N 

百

草

団

地



学校名 目野市立日野第一小学校

所在地 日野市日野 2800番地

電話 0425-81-0073・0061

!願 路 中央線日野駅下車徒歩6分

校長氏名 溝巨木桂次 教頭氏名 大島昭子

1 治革の大要

明 6. 5. 5士淵山普門寺の本堂をあて開校

第一大学区第八中学区第五十四

番小学日野学校と称す。(現在

の中央公民館のとなり 当時神

奈川県〉

明 45.2.11 校歌、校章制定、校舎改増築、

校地拡張(現中央公民館の所)

昭 11.4.29 校旗寄贈(古谷剛次郎氏)

昭 15 日野 28 0 0番地(現在地〉

陀土地 90 0余坪、新校舎建築

開始。(戦時中軍徴用)

昭 23.4.25新校舎に移転完了

昭 25.4. 1 東京都指定実験学校となり、教

育課程の研究発足 27年 3月5

日発表

昭 28.8.22 80周年記念プーノレ竣工

昭 38.11. 3 日野市制施行Kより日野市立日

野第一小学校と校名を変更

昭 40.4 防音校舎三期をもって完成

昭 43 4. 1 日野市研究協力校として

「教育環境の整備」を主題とし

て研究発足。

4 4年 2月 21日K研究発表

昭 43.8. 1 日野市集会場を屋内運動場兼講

堂として移管

昭 44. 2.21 日野市研究協力校として「教育

環境の整備について」発表

昭 44 5. 1東京都学校花壇協力校となる

昭 46 4. 1 日野市小学校訪問学級(肢体不

自由学級〉設置、 5月 17日開級

昭 47 2 都市計画神明上区画整理事業開始

校庭南側一部縮少遊具移動
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昭 47. 5 

昭 48. 4 

昭 48.11 

昭 49. 4 

昭 50. 4 

昭 51. 3 

昭 51. 4 

昭 51. 8 

昭 51. 8 

昭 52. 1 

昭 52. 7 

昭 53. 2 

昭 53. 3 

2. 歴代校長

氏名

ビデオ一式購入(ビデオコー

ダー、ビデオカメラ、ビデオ

モニター等)

授業研究校

創立百周年記念祭

授業研究校

授業研究校

非常階段設置

教室黒板スチーノレ化 10教室

授業研究校

給食配膳室の塗装、ステーノレ棚

設置、

理科室の整備(排水、机、床

タイルの固定)

黒板のスチーノレ化

体育館屋根塗装

理科室ガス配管、電気配線、

体育館暗幕とりつけ

家庭科室改修(教室陀変更〉

年月~年月

1 日野義順明 6. 5--明 9. 7 

2 国 府 田 学 明 9. 7--明 11. 3 

3 小川員Ij要明 11. 4--明 15. 3 

4 鈴 木 宗 也 明 15. 4--明 16. 8 

5 上野謙松明 16. 9--明 18. 3 

6 二見友三郎明 18. 4--明 19. 4 

7 八木岡寛制明 19. 5--明21.1 0 

8 佐野鶴松明 21.11--大 5. 3 

9 古谷剛次郎大 5. 4--大 12. 1 

10 河合平作大 12. 2--大 15. 3 

11 古谷剛次郎大 15. 4--昭 11. 1 



12 宮 川 海 三 昭 11. 2-昭 18. 3 17 木村 清昭 38. 4-昭 41. 3 

13 貫井半蔵昭 18. 4--昭 23. 8 18 吉田辰次昭 41. 4--昭 44. 3 

14 小池嘉一昭 23. 9--昭 34. 3 19 下回 忍 昭 44. 4--昭 5O. 3 

15 尾崎半次郎昭 34. 4-昭 37. 3 20 溝呂木桂次昭 50. 4--現 在

16 五十嵐光昭 37. 4--昭 38. 3 

3.地域の環境

本校は中央線日野駅の南方陀位置し、農地、工場、商庖、住宅により構成される地域を校区としてい

るo 駅より近く交通の便はよいが、甲州九川崎の両街道をかかえ、交通禍の危険をはらんでいるo 校区

内は区画、地番の整理も十分でなく、近代都市への脱皮の途上Kあるようであるo 最近田畑は宅地造成、

区画整理などKより宅地化しつつあるo しかし今のところは公害におそわれることもほとんどなく、自

然、の緑 の美しい心やすまる環境も残されている。

4. 教育目標

本校の教育は、自主的陀人格の完成陀つとめる児童の育成をめざし、つぎのことがらを中心として展

開する 0・

(1)'科学性を身Kつける子ども (2) 豊かな心情をもっ子ども

(3) つよい意志をそだてる子ども (4) じようぶな体をつくる子ども

年度の重点 「おちつきのある生活をつくり出していく意欲を高める」

ーよく聞き、よく見る力を養うー

5. 本年度の指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動の揚幕の重点

ア各教科 授業研究を通して教材性の吟味と指導の適正陀全力を注ぐこと。

指導要領改訂K伴う 移行の趣旨、内容を着実陀実践、指導すること白

イ 道 徳 人格を尊重し、協力し合える集団づくりを実践的活動陀よって培う。

ウ 特別活動 集団的な実践活動を通して、児童の所属する集団の一員として の役割を自覚し、

集団の運営陀進んで参加するように指導する。

(2) 生活指導の重点

集団の秩序と安全保持の立場から指導の徹底をはかる、特K次の五つのやくそくを重点とするo

①整理整頓 ②時聞を守る ③あいさつをする ④正しL、歩行 ⑤人の話をよく 聞 く

6. 児 童数

二学 三級男三数 11 年 I2 年
3 年 4 年 I5 年 16 年 特殊学級訪問学級

5 I 4 4 1 

94 I 98 89 100 I 83 I 63 5 

女 91 69 82 | 89 1 1 

言十 6 I 982 
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7. 教 職 員

番号 | 氏 名 戸Ei 教科 |その他 !

1 溝呂木桂次 58 校長 I 5 O. 4. 1 理 科 I
2 大島昭子 51 I 教頭 53 4. 1 国

3 広沢ふさ子 39 I 1の 1 I 53 4. 1 国

4 久保田由子 35 I 1の 2 I 5 O. 4. 1 国語

5 野 口 すみ子 37 I 1の 3 I 5 O. 4. 1 算数

6 塩川憲子 28 I 1の 4 I 54. 4. 1 算数

7 I馬場延子 42 I 1の 5 I 53. 4. 1 国語

8 高木映子 43 I 2の 1 I 47.4. 1 社会

9 I田中隆夫 26 I 2の 2 I 5 O. 4. 1 算数

10 斎木 昭朗 44 I 2の 3 I 41. 1 O. 1 社会 |

11 I吉成千津子 28 I 2の 4 I 49. 4. 1 算 数

12 佐々木玄吾 48!3の 1 '1 5 1. 4. 1 社会

13 I広嶋とし子 I25! 3の 2 53. 4. 1 図工

14 西 山 由美子 28 I 3の 3 I 51. 4. 1 音楽

15 I 落合茂子 L~~L__~ の 4 I 5 O. 4. 1 社会

16 清雲よ志子 57 I 4の 1 44 4 1 |理 科

1 7 森 秀伸 28 I 4の 2 I 5 O. 4. 1 国語

18 I 岡本朋子 25 I 4の 3 I 5 O. 4. 1 図工

19 I赤 石 享 I53 I 4の 4 I 52. 4. 1 家庭

20 増 田 実 29 I 4の 5 I 48. 4. 1 体育

21 I小笠原久雄 36 I 5の 1 I 5 1. 4. 1 体育 一一

I 33 I 5の 2 I 53. 4. 1 社会

23 井尻武子 48 I 5の 3 I ~:. ~ . __;__J家 庭 l
24 武内忠雄 31 I 5の 4 I 53. 4. 1 体育 |

25 守屋ふみ 6の 1 I 46. 4. 1 道徳 |

26 有泉徹郎 I44 I 6の 2 15241 国 語 | ー

27 小幡 建 42 I 6の 3 I 52. 4. 1 i 理 科 |

28 古屋光男 I48 理科 I49. 4. 1 ¥ 理科 L__l
29 保坂たか 子 I28 音楽 I52. 4. 1 音楽

[30 酒井栄一 65 図工 42. 4. 1 図工 |

I 31 岡 野三郎 56 訪問 53. 4. 1 算 数

32 中村由美子 2 6 I " I 5 O. 9. 1 6 図工

33 清水妙子 36 養護 !4941 体育

34 上 田博文 42 事務 47. 4・ 1

36 I井沢祐一 44 指導主事 52. 4. 1 

37 I渡辺 勝 I4 0 I 11 I 5 3. 4. 1 
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8. 本校研究主題の推移

教材の系統制Kついて

4 2年度 |学校運営の能率化

4 3年度 |学校運営の能率化、教育環境の整備

-
昭和 44年度 教育環境の整備と活用

昭和 45年度 ひとりひとりを生かす生活指導

昭和 46年度 考える子どもの育成(教科、道徳、特別活動を通して〉

昭和 47年度 考える子どもの育成(学年経営、学級経営、指導の重点、重点研究の 3本柱)

昭和 48年度 「考える力をのばす J

昭和 49年度 「考える力をのばす」

昭和 50年度 「考える力をのばす」

昭和 51年度 「考える力をのばす J(特に事実をきちんと見つめること、表現力を高める〉

昭和 52年度 「おちつきのある生活をつくり出していく意欲を高めるJ(よく聞き、よく見る〉

昭和 53年度 積極的K学習する児童の育成とその指導法 一児童の変容を目指してー

9. 本校の特色

。全職員で授業研究K取 り組む

。教育環境の整備

学校花壇‘教材園自然圏等の充実

10. 都教育研究員、研究生歴

昭和 37年度 古屋光男

昭和 40年度 大島昭子

昭和 49年度 小笠原久雄

昭和 50年度 高木映子

昭和 51年度 佐々木玄吾

| 昭和 52年度 広沢 フサ子

昭和 53年度 小幡 建

理 科 研究員

給食 11 

特 活 11 

11 

社 会 11 

研 究 生

理 科 |研究員
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11. 保護者の職業一覧

職種 [ 家庭実数 ヨ6 li 職種 |家庭実数 % 

会社 員 421 55.4 運諭通信 2 2 2.9 

公務員 9 3 1 2.3 11農業 9 1.2 

自 宅 商 3 5 4.6 l自営業| 75 9.9 

自宅 工 4 3 5. 7 2 1 2.8 

サーピス業 2 2 3.0 無職 7 0.9 

自 由業 1 0 1.3 758 100 

12. 学校K至るまでの地図
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学校名 目野市立日野第二小学校

所在地 日野市東豊田 2-14-1

電話 0425-81-0070・0851

!願 路 中央線豊田駅下車徒歩 10分

京王線南平駅下車徒歩 17分

校長名 鈴木英 夫 教頭氏名 大熊喜一

1. 治革の大要

明 7. 3神奈川県 9大区小4区豊田村尋常小

学校として創設、戸長山口平太夫氏

長屋を仮校舎KするO

年月不詳 善生寺本堂を校舎とし、上下 2等級

K分け、下等小学校は満 6才より 9

才、上等小学校は満 10才より 13 

才までとする。

明 12. 2豊田 1320番地善生寺の西隣に新

校舎建築

明 26. 4東京府に編入されるo

明 41. 3 日野小学校豊田分教場となる。

昭 17 豊田 218番地陀新校舎建築

昭 21. 6南多摩郡豊田国民学校として再び独立

昭 27"12第一次増築 2階建8教室

2 7 6坪拡張校地 36 6坪

昭 3O. 4 日野町日野第二小学校と校名変更

昭 31. 4 第 2次増築 2階建 6教室

1'6 8坪拡張校地36 6坪

昭 38.11 日野市立日野第二小学校と校名変更

昭 43. 6防音改築第 1期工事完成

昭 44. 3防音改築第 2期工事完成

昭 45. 2 日野市指定研究「教材教具の整備と

活用」研究発表をおこなれ

昭 46. 2体育館工事落成

昭 46. 4 プレハプ教室 1教室設置

昭 46. 5 全教室テレビ配置

昭 46.12体育倉庫新設

昭 48. 3安全のために西側に通用門設置

昭 49. 3新校舎増築 C8教室〉

昭 49.11 創立 10 0周年記念式典

昭 51. 8放送設備大改善、校内テレピ放送開

始。

昭 52. 7 7:_ルの底上げ工事完了。(0.8---1.2m) 
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2. 歴代校長

年月

小山茂平|昭 21 6-27. 

増島光一|昭 27.10 ....... 

小 池 嘉 |昭 34 4.......38. 

森久保惣次|昭 38 4--42. 

後藤正太|昭 42 4--47. 

安積利治 昭 47. 4.......5 O. 3 

永井雅夫 昭 5O. 4--53. 3 

鈴木英夫 昭 53. 4.......現在

3. 地域の環境

(1) 本校の学区は、かつては、 "豊田の皇 H

と呼ばれ、静かな農村であった。ところが、

近年陀なって急激K宅地造成が進み、住宅が

急増し、農家の割合が 4%VCも激減している。

それでも、浅川を中心として田畑が散在

し、屋上から見る景観はすぐれて美しL、。

(2) また、ローラースクートのできる駒形公園

市民プール、市立中央図書館など、公共施設

にも恵まれている。

(3) さらに、父母は、学校教育陀対する関心が

深い口登校時の交通指導を積極的に進めるな

ど、きわめて建設的であり、また、協力的で

あるD

(4)、一方、学校前の都道をはじめとして、学区

内の道路は、どこも道幅がせまく、そのほと

んどに歩道がなL、.しかも、交通量がしだい

に増加し、登下校の安全が憂慮される状況に



なってきているo

4. 教育目標

(1) からだも心も強く明るい子

(均 みんなと仲よく力をあわせられる子(重点目標)

(3) よく考え進んで行動する子

(喝責任をもって最後までやりぬく子

5. 本年度指導の重点

(1) 各教科・道徳・特別活動の指導の重点

ア各教科

(7) 指導内容を精選し、到達目標を改善し、指導の効果をたかめる。

げ) 移行措置の研究、指導法の研究を深めるo

イ道 徳

fア) 愛情豊かな情操を育てる指導を行う 。

げ) 教育目標と道徳、の関連をはかり、効果的な指導を行う。

ウ特 別 活 動

(ア)'集団行動をとおして、心身の調和的発達をはかるD

げ) 児童会・学級会・委員会活動・クラブ活動をとおして、自主的な実践態度を育てる。

(2) 生活指導・進路指導の重点

ア 集団生活をとおして基本的生活習慣の育成をはかるo

イ 校内・校外生活Kついて、安全教育の徹底をはかるO

(3) その他の配慮、事項

ア 移行措置の研究を深める。

イ 避難訓練をとおして、防災指導の徹底をはかるo

ワ 教育機器、資料の積極的な活用と整備をはかるo

エ ゆとりある、しかも、充実した学校生活をめざして研開的Kとりくむo

6. 児童数

同す
1 年 2 年 3 年 4 年 5 年

4 4 4 4 4 

男 81 -95 96 65 75 

女 81 71 80 75 69 

計 162 166 176 140 144 
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6 年

3 

67 

53 

140 

計

23 

429 

J 90，8 .__I 



他任 i欄僻月日 i問教科| のそ

1 ! 営経53・4
持ι
邑経

竺」人権尊重の教融当主任、開機員長

育|

o社52・4. 1 

体49・4. 1 

47・4. 1 

夫 56.71

- i50.6 

作 153.1仰の l

zj274 

子

貝職

年齢 l士口名氏

英木

5 1・.(. 1 喜育長

金

口 静

)11 

7. 

巴ZJ
I 1 1鈴

|三」竺
3 中

教

1の 2

数

数

算

…)川一
29.5 

斤胃

廿本5 I宮

算53.4. 1 35.5 子都) 11 6 1吉

、・町
五一山国

社

42. 4. O2の 15 1.9 サヨ岸

会

工
一
徳
一
数

52.4. 1 

図

1 戸逼
49.4. 1 

32.4 洋藤

坂

林 5 1 • 4 • 

o算45.4. 1 

国51.4. 1 

育 |生活指導主任

科|保健主任理47.4. 1 

江戸

:[:::;院|

2の 4子紀
一

満
一
信 03の 1行岡

3の 2利

淑 図

体44.4. 1 

49. 4. 

3の 4利

照
一
冨 語1重点研究委員長

語|学校教育相談係

語|給食主任

0国

閣

50.4. 1 

51. 4. 

国

社

49. 4. 

会|図書館・視聴覚主任、評価委員長

科|科学センター指導員

庭|安全教育主任

学校

会 |教務副主任、卒

活|

育i体育委員長

科|科学センター指

楽

工 l l 

理

。家

道

社

~ 1宮

lZ2 
!13!高橋

I 14 r田村

i 15 川崎

1
16 

1紺 屋

1-171玉沢 佐久子 I46.101 4の 31 

五 「塚本 喜 美 子 134111 4の 4 1 

11 1 05の 1I 
61 I 5の 2153.4.1

39 I 5の 3I 52.4・ 1

4 判 5 の 41 46 • 4 • J 

出剖::;:::::二;::1
i一

号とみ 1 46.41 

45.4. 1 

~一一一一三一
50 • 4. 

-40. 4 • 

音楽

「必
H
P

一

↓
占
，，

工 |

養記
事 務 |

図52.4.16 

1 52. 4. 

! 29 長田 よし子 !24.31音・図 |

ヨ反主旦三j29.21 養登j

i 31 小 林絹子!2川事務l

※担任欄の o印は、学年主任等、研究教科欄の 0印は教科主任等。
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8. 本校研究主題の推移

昭和 40年度 生活指導の研究

昭和 41年度 道徳の指導計画の作製

昭和 42年度 道徳の指導計画の作製

昭和 43年度 国語科における読解教材の効果的な指導法

昭和 44年度 教材教具の効果的な整備と活用

昭和 45年度 学級会活動陀おける児童の自主性の育成

昭和 46年度 学級会の話し合いの指導、国語科における読速力の指導

昭和 47年度 側幸運動の段階的指導、数と計算領域の指導

昭和 48年度 数と計算領域の指導、器械運動の段階的指導

昭和 49年度 国語科Kおける説明的文章の読解指導の研究

昭和 50年度 国語科医おける説明白奴章の読解指導の研究

昭和 51年度 主体的陀学習し活動する子どもを育てる研究

昭和 52年度 各教科の学年別学習到達目標の設定陀関する研究

昭和 53年度 各教科の学年別学習到達目標の実践と改善
時

9. 本校の特色

(1) 本校は、開校百四年の伝統を誇る由緒ある学校であるO 充実した百年祭も終わり、父母の協力のも

と、これまでの歴史をだL、じ K しながら新たな伝統づくり陀励んでいるo

(2) 児童の体位は標準程度であるが、体力はすぐれている。これは、学区内が自然環境K恵まれている

ことが大きな要因と考えられる。

(3) 児童の心情は、すなおであり、態度もまじめである。

10. 都教育研究員、研究生歴

年 度 氏 名 教科領域 研究員、研究生別

昭和 39年度 大熊喜 生活指導 研究生(東京大学〉

昭和48年度 高橋立身 教育方法 研 究 員

昭和 51年度 菊地直子 学校保健 研究員
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11.学校陀至るまでの地図
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学校名

所在地

電話

j直路

日野市立日野第三小学校

日野市日野台 2丁目 1番地 1号

0425-81-0101・0850

中央線 日野駅下車徒歩 15分

校長氏名 平松健太郎 教頭氏名 津野田昭一

1. お革の大要

昭 23. 4. 1 日野小学校日野台分校として設

置される。児童 1-....3年 340

名、教室4、全学年 2部授業

昭 25.6. 10 日野台小学校として独立するD

児童数 69 6名、教室 9、 4年

生迄 2部授業

昭 25. 7. 18 校章制定

昭 25. 9. 19 4教室増築、教室数 13、 3年

まで2部授業

昭 27. 4. 1 5 4教室増築、教室数 17、 2年

まで2部授業

昭 27. 6. 10 校歌制定

昭 28. 5. 10 校地 85 0坪拡張、 6教室増築

教室数23、 2部授業解消され

る。

昭 30. 4. 1 日野第三小学校と校名を変更

昭 32. 3. 4 旧教室 4を取除き 6教室を増築

教室数25、児童数 86 9名

昭 33.8. 3 給食調理室完成

昭 33. 8. 3 大小プーノレ落成

昭 34. 3. 校地 11 0 0坪拡張

昭 34.5. 11 3 4年度東京者則、学校理科教育

研究協力学校に指定される。

昭 35. 4. 1 日野町特殊学級が併置される。

昭 35. 6. 1 0 開校 10周年記念回全迎え記念

式、祝賀会を催す。

昭 37. 4. 5 校門完成

昭 38.11. 3 日野市制施行に伴い日野市立日

野第三小学校と校名を変更。

昭 39. 6. 2 放送室、用務員室完成

昭 42. 4. 7 防音校舎新築起工式
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昭 42.9. 1 3年ιL上新校舎使用開始、

順次に木造旧校舎解体

昭 43.11. 15 校地地番変更、日野市日野

台 2丁目 1番地 1号

昭 44.12. 20 学校北側の外柵落成

昭 45. 6. プレハブ 2教室落成

昭 46. 2. 1 6 体育館落成式、校章制定

昭 46. 4. 20 プレハプ 2教室増設

昭 47. 4. 1 プレハプ 2教室増設

昭 48. 4. 1 鉄筋新校舎 9教室増築落成

プレハプ4教室撤去

昭 5O. 2. 25 鉄筋新校舎(5教室、職員

室、校長室、事務室、放送

室など〉竣工

昭 5O. 6. 1 校旗制定

2. 歴代校長



3. 地域の環境

東京都の南西多摩川の南岸、甲州街道治いに位置し、海抜800mの日野台地及び多摩川治いに平地

を含む地域であるo

日野自動車工場とともに発展した地域であり、台地のため公害も少なL、。

日野台地(学区域〉の北部は多摩川をへだて立川市、南は多摩丘陵、西部は八王子が眺望できるすぐ

れた環境陀恵まれている。

4. 教育目標

本校の教育目標は、憲法及び教育基本法の精神陀基づいて、民主的社会人としての人間形成の基礎作

りにあるo

0健康で明るい子ども 0 よく考える子ども o責任を果たす子ども

5. 本年度指導の重点

主体的K学習するこどもの育成をめざし基礎学力の充実をはかる。

(1) 各教科・道徳、・特別活動の指導の重点

ア各教科

移行措置要領Kもとづき、指導内容の精選と指導計画を作成し、研究により、指導法のくふうを

し、次の重点を行なう。

@主体的K学習陀とりくむこどもの育成

0友だちと協力して学習をすすめることができる。

o自分の意見を積極的K述べたり、質問したりするととができるO

o自分から課題をみつけて解決のため努力することができる。

。話をよく聞き、自分の考えをもつことができるo

イ道 徳

人間尊重の教育を基本とし、次の重点を実践する。

。道徳的判断が行動化されるこどもの育成

o相手の立場忙なって考え、行動できる。

o先生や友だち陀対してきちんと挨拶できる。

o公共物の後始末をきちんとすることができるO

。心身障害児学級と仲よく協力して学校生活ができる。

ワ 特別活動

。主体的K活動Kとりくむこどもの育成

。係活動や清掃活動K積極的Kとりくむことができる。

0児童活動を主体的Kすすめ、特K集会活動の企画や運営ができるo

0低・中・高学年相互に協力助け合いができる。

(2) 生活指導・進路指導の重点

。相手の立場を考え、主体的に実践できるこどもの育成

0物を大切K扱い、後始末がきちんとできる。

0 廊下や道路での正しい歩行ができるO

o先生や友だちの話を静かに聞くことができるO
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(司 その他の配慮事項

o心身障害児学級と一般学級との教師相互、児童相互の交流の場を積極的陀設け、障害をもっ児童

K対して正しい認識と理解を深める。

0交通安全日、避難訓練を月 1回実施し、安全教育の推進をはかるとともに安全対策陀万全を期す。

o校舎内外の環境整備と美化に努めるO

。学校の教育目 標を地域、学校及び児童 の実態K総合するよう再検討するo

6. 児童 数

(ケ¥J 1

l学級 数[

男 i

年 !2 年 I3 

7 I 6I 5 

127 I 125 I 106 

1 教職員 ※年令は昭和 54年 3月現在

i番号 i 氏 名 !年令 |担 任 |本械任年月日 (研究教科 i そ 他

11平 松 健太郎 541校 長 |昭 50. 4. 1 学校経営

2 津田野昭二 |52i教 頭 52. 4. 1 学校経営

3 浜野 美広 29 1 の 1I 48. 4. 1 特 活 視聴覚、庶務

4 山口 和子 5 O. 4. 1 道 徳、 保健、庶務

~市川純子 29 1 の 3 51. 4. 1 音 楽 児童文化、 管理

6 !長沼 良子 I30 1 の 4 48. 4. 1 家 庭

7 有馬由紀子 34 1 の 5 48. 4. 1 国 三ロ五ロ 教育相談、管理

30 1 の 6 53. 4. 1 算 数 清掃、管理

9 金子 直 子 53. 4. 1 図 工 図書館、教務

27 2 の 2 49. 4. 1 音 楽|給食、教務

1 1 清成純子 25 2 の 3 52. 4. 1 社 会 保健、管理

12 I福地 保 51. 4. 1 理 科 教務

13 渡辺 静校 29 2 の 5i 48. 4. 1 図 工|図書館

14 中原正子 49. 4. 1 I図 工 !生活指導、教務

15 藤本憲康 49 3 の 1 47. 4. 1 体 育 生活指導 、教務

16 愛甲喜恵子 27 3 の 2 53. 4. 1 社 会 保健、教務

17 矢野:百合子 33 3 の 3 49. 4. 1 国 三ロロ五 生活指導、教務

5 O. 4. 1 I算18 篠原 正人 28 3 の 4 数 清掃、教務

191橋 本 美千代 50! 3 の 5| 42. 4. 1 家 庭|教育相談、庶務

120 高野 ちひろ I;; i ~の 1 49. 4. 1 I図 工 |児童文化、教務「21(井上明子 I29 4 の 2I 47. 4. 1 I音 楽 i保健
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ト三E
名 i年令 i担 任 i欄僻月日 |研究教科 ! ι-竺

「盃十沢
礼子 I44 I 4 の 3I昭 5O. 4. 1 I国 語 |生活指導、教務

真弓 25 I 4 の 4 I 52. 4. 1 1 国 語市玄否雇
53. 4. 1 I理 科 教務

3 松村静 子 |35 I 5 の 1 53. 4. 1 1特 活 |生活指導、巨

I 26 橋本和加子 23 I 5 の 2I 52. 4. 1 道 徳、 給食、管理

27 I JII原田和子 |355 の 3I 三日五Iコ 保健、教務

28 平 山 毅 44 I 5 の 41 52. 4. 1 道 徳 視聴覚、教務

5 O. 4. 1 体 育 視聴覚、管理

30 山田一夫 30 I 6 の 1 47. 4. 1 特 活 生活指導、管理

~和田淑 52. 4. 11国 語|保健、教務

51. 4. 1 特 活清掃、教務

33 関根敦 51. 4. 1 

48. 

5 O. 4. 1 21昌弘24 1 
53. 4. 1 

29 I理 科 | 51. 4. 1 

楽 | 43. 4. 1 

工 | 5 1. 4. 1 I図

正枝 28 I家 庭 | 46. 4. 1 I家

佐 弘 江 43I養護 [ 51. 4. 1 I体

城正二 27 事務 52. 4. 1 I事

房子 I31 I栄養士 49. 4. 1 

回 ふ

川征矢 I33 48. 

8. 本校研究主題の推移

[雨戸両副 主体的に勉強や仕事陀とり くむこどもの育成をはかる。

'主体的な学習態度や生活態度の育成をはかるo そのための適切な指導内容 ・指
導方法等Kついて研究を深める O

主体的に考え行動するこどもの育成をめざす授業のすすめ方。

主体的K考え行動するこどもの育成をめざす授業のすすめ方。

主体的陀学習にとりくむ子どもの育成

主体的に考え行動するこどもの育成

主体的陀学習するこどもの育成をめざし基礎学力の充実をはかるo
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9. 本校の特色

。児童は明るくすなおで、決まったことや言われたことはよくするが、やや主体性を欠き、ねばり強

くやりぬこうとするたくましさがなL、。

o 校内研修で、市教委の委託研究を受け、児童の主体性を高める授業研究を実施しているo また心障

学級があり 、教育相談の研修K力を入れているo

0 多摩川をのぞみ、たんぽ、はたけ、丘陵などの緑陀かこまれた自 然環境K恵まれているO

0 父母は、教育K対する関心が深く、 PTAは自主的陀活発に活動しているo 住宅は個人住宅が約 7

割を占め、近年、団地などが建設され、児童数も増加しつつあるO

10.都教育研究員、研究生歴

年

昭和 52年度

11.保護者の職業一覧

氏名

伊佐弘江

職 種 家庭実数 | 必

会 社 員 612 

公 務 員 94 10 

白 宅 商 56 6 

自 エr""-じ， 工 28 3 

運輸交通業 24 2 

12.学校に至るまでの地図

教科領域

保健

研究員、研究生別 | 

現代化委員 ! 

職種 |家庭実数 i 必 1 
一 一

教 職 員 23 

農 業 12 

無 職

そ の 他

言十
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学校名

所在地

電話

順路

日野市立日野第四小学校
日野市石田 43 0番地

0425-81-0038・3076

日町駅がら立川パス南詰下車徒歩 7分

立川駅北口から多摩動物公園行バス 四小

前下車徒歩 2分

京王線高I幡不動から立川|北口行バス 四小

前下車徒歩 2分

校長氏名 釜池 博 教頭氏名 上辻敏雄

1. 治革の大要

明 6. 5. 5 

21.11 

41. 3 

昭29. 8.18 

30. 4. 4 

30.12.22 

30.12.25 

31. 3. 5 

32.11.20 

35.7.20 

36. 3.26 

下回学舎

下田小学校

日野小学校下回分校場

校地決定 4259.14坪

落成式並開校式 この日を開

校記念日とする

校章制定

第三期校舎竣工

校旗完成

学校給食開始

プール落成式並祝賀会

第三期校舎落成式

36.11. 1 校歌発表会、以後この日を開

校記念日とする

39. 6.10 校地拡張及防音校舎K改築が

決定

40. 3.31 防音校舎9教室完成

41. 3.31 防音校舎第 2期工事完了

1 4教室完成

41. 7. 9 防音校舎落成、独立 11周年

下回学舎創立92周年記念式典

43.11.27 統計教育研究指定枝として研

究発表会をする。(都、市指

定校)

45. 3.31 

46. 7. 5 

46. 8.31 

47. 6.30 

47. 9.30 

体育館落成

防音校舎 7教室増築完成

遊び開放用物置、便所設置

理科室給排水、配電設備設置

裏庭花だん新設

体育倉庫新設、校長室、保健

室移転、印刷室新設
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昭 49. 2. 7 事務室設置、飼育舎新設

49. 9.15 新校舎と体育館の渡り廊下改

イ彦、危険物倉庫新設

50. 7.20 給食室、用務員室改修

2. 歴代校長

氏 名 年月~年月

浦上増太郎昭 30.3.29~ 36.3.31 

田 中善次 36.4. 1 ~ 44.3.31 

森 巌 44.4. 1 ~ 47.3.31 

内藤達夫 47.4. 1 ~ 52.3.31 

釜池 博 52.4. 1 ，._，現在

3.地域の環境

市の東端、多摩川と浅川のおちあう三角地帯

9地区 1900戸である。甲州街道から約 1km南

にへだたった多摩川あたりに位 置 L、 田畑K

囲まれ、前面に中央高速道路が走っているo 米

どころ日野の田園地帯と 多摩川梨の産出地域で

ある。

万願荘の集団住宅を始め近年宅地化が進められ

田園地域より住宅地化しつつあるo

4. 教育目標

(1) 学校の教育目標

地域社会の特性を生かし、児童の実態を把

握し、個性と能力 K即し、児童の日常生活を

基盤として次の事項を目標とする。

1.丈夫な身体で 健康安全教育

2. いつも元気に 明朗で活動的な人間

の育成

3. 何事も自分で考え 真実を求め科学する

心の育成



4. 仲よく 人間尊重と協力奉仕する民主的社会人の育成

5. 学びましょう 自主的学習態度の養成と基礎学力の充実

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

ア 学年会を研究的K進め、教師聞の共通理解を深めながら指導性を高め目標の達成を図るo

イ あらゆる生活場面で、教師と児童との心の交流を図りながら児童の自主的な学習欲を高めると

共 K計画的な体力作りを推し進める口

5. 本年度指導の重点

(1) 各教科・道徳・特別活動の指導の重点

ア各教科

o自主的学習態度を重視して学力の向上をはかるo

。個々の児童の学力をのばす指導法をくふうするO

イ道 徳

(ア) 生命を尊重し健康の増進と安全の保持Kつとめることができるようにするo

げ) ょいと思ったことは進んで実行し、強い意志と責任感をもって最後までやり通すようにする。

ウ特別活動

各種の活動計画と実践のくふうをはかり、連帯感、所属感を育てるo

o児童活動...…・・児童の自主的実践的な態度を育て、個性の伸長をはかる。

0学級指導・・…・・統一ある指導計画に基づき、学級の実態陀即した指導を徹底させる。

0学校行事...・ H ・行事内容の精選と効果的な運営Kより集団への連帯感や規緯ある集団行動の実践

をはかる。特K体育的行事のねらいを明確にし、計画的指導と児童の主体的な参

加を伸ばすようにするo

(勾生活指導の重点

集団生活をとおして個々の児童の生活態度の向上を図りながら教育課程が能率的、効果的K実施さ

れるように努めるo

〔具体目標〕 学校生活を楽しくするためK、学級、学校のきまりをたいせつ陀考え行動する子ども

を育てる。

ア 個々の児童の能力、特性に応じた個別指導K力を入れるD

イ 学級、学校集団の質を高めるための集団指導陀力を入れるO

(3) その他の配慮、事項

o移行措置に基づく教育計画を立て、新指導要領のねらいを生かす実践を研究的K進める。

o地域社会の維識と協力して校外生活指導を充実するD

6. 児童数

i -~.------------ ¥ 1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年

学級数 3 3 3 4 3 3 

男 86 64 62 

女 87 63 67 

計 173 127 129 
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1 教職員

氏 名 年令担任 1本校就任年月日研究教科 そ の他

1 釜池 博 56 校長 52. 4. 1 学校経営

2 上辻敏雄 52 教頭 53. 4. 1 学校経営

3 小山富子 28 1の 1 51. 4. 1 算 数 保 健

4 杉本瑛之 51 1の 2 44." 4. 1 理 科 道 徳

5 菊( 地敬子
秋山テツ子〉

28 1の 3 5 O. 4. 1 国 語 保 健

6 渡辺世津 子 55 1の4 49. 4. 1 体 育 図 書

7 貫井春子 49 2の 1 52. 4. 1 社 会 生活指導

8 飯田 竹 34 2の2 48. 4. 1 図 工 教育相談

9 佐藤 操 29 2の 3 52. 4. 1 社 会 給 食

10 会田 尚子 41 3の 1 53. 4. 1 社 会 生活指導

11 田 森諦 詮 49 3の 2 52. 4. 1 国 三ロ五ロ 図 書

1 2 越村あや子 29 3の 3 49. 4. 1 体 育 教育相談

13 遠藤 綾 52 4の 1 48. 4. 1 算 数 学級経営

14 吉村正三 27 4の 2 52. 4. 1 体 育 特別活動

15 窪田正子 32 4の 3 43. 4. 1 算 数 図 書

16 岡島政吉 28 51. 4. 1 社 会 視聴覚

17 日下部芳子 57 5の 2 43. 4. 1 家 庭 給食主任

18 板 谷 敏 49 5の 3 46. 4. 1 図 工 生活指導主任

19 色川和代 31 5の4 47. 4. 1 官 楽 研究主任

20 笹 岡佐和子 41 6の 1 50. 4. 1 家 庭 給 食

21 尾関博文 39 6の 2 51. 4. 1 体 育 道 徳

22 高倉教行 49 6の3 45. 4. 1 国 三ロ五ロ 教務主任

23 林 いづみ 23 音楽 53. 4. 1 音 楽

24 I渡辺芳郎 55 図 工 39. 4. 1 図 コ:管財主任

25 佐野静江 24 理科 51. 4. 1 理 科 視聴覚

26 古越富子 22 養護 51. 4. 1 保 健 保健主任

L:2_1大洲隆夫 32 48. 4. 1 事 務 庶務会計主任
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8. 本校研究主題の推移

|昭和 40年度 |教育技術の研究(研究授業年8回実施)

昭和41年度 研究授業の励行、指導案作成の研究

昭和 42年度 都、市研究協力校、統計教育

昭和 43年度 同 上

昭和 44年度 国語科を中心とした読解力指導の充実をはかる。

昭和 45年度 読み、解く力をつけるための基礎的指導をどのよう K進めたらよ L、か

昭和 46年度 |児童の自主性を生かした学習鱒

昭和 47年度 子どもが生き生きとした学習をするくふう→算数(計算、文章題)

昭和48年度 子どもが生き生きと学習に参加できる授業α肝究→国語(かん字の指導〉

昭和 49年度 11 (園、算、社 指導計画の作成.指導法の工夫〉

昭和50年度 " " " " 

昭和 51年度 11 (国語科 11 11 

昭和 52年度 11 (国語における主体学習をとおして)

昭和53年度 子どもカ注.き生きと学習に参加できる授業の研究(特別活動の学習をとおして)

9 本校の特色

本校は過去数年、統計教育に取組んできた。その成果を更に深化拡充するため、昭和 46年より子ど

もの自主性を生かす授業の研究を進めている。児童の実態Kついていえば、まじめKこつこつと努力す

る面はみられるが、自らの力で思考し、自らの力で解決しようとする力が十分育っていないようである。

今年度は特K特別活動における児童の自主性を伸ばすこと K力を入れると共に、体育的行事や日常生活

における体力作りももり上げ、身心両面Kおける児童の主体性の伸長をめざして研究K取り組んでいる。

10.都教育研究員、研究生歴

し年 度 |氏 研究員、研究生別

研究員

11 
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11.保護者の職業

::;i:;j 
U1111:ヲL43 I 5 

出:

12.学校 K至るまでの地図

至新宿~九判 宝南詰

E 至青梅
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名

地

話

路

校

在

学

所

電

順

日野市立日野第五小学校
日野市多摩平 6ー21-1

o 4 25 -8 1-0 4 07 (代)・ 0445

豊田駅北口より京王パス 日野駅行き
五小前Kて下車
甲州街道を通るパス(京王・都)に乗
り日野自動車工場前下車

校長氏名 多昌直之 教頭氏名 近内信輝

1. 沿革の大要

昭34. 4. 1 日野市立日野第五小学校開校

昭 34. 4. 6 日野第二小学校、 日野第三小

学校の校舎を借用し授業開始

昭 34. 6. 8 第 1期工事完成新校舎にて

授業開始(現在地)

昭35. 9.1 3 第 2期工挙完成 2部授業解消

昭 36. 5.3 1 第3期工事完成

昭 36. '8.2 8 大プーノレ、小プール竣工

昭38. 2.20 校章制定

昭 39. 3.1 1 校歌発表会

昭 39. 3.25 校旗制定(卒業記念寄贈品)

昭4O. 4. 1 芝山分校日野六小として独立

昭 42. 2.2 3 都、市研究協力校発表会

昭 43. 5.2 0 体育館竣工

昭 44. 3. 3 創立 10周年記念式典 "

昭 5O. 4. 1 訪問学級設置

昭 51. 3.3 1 校舎全面的改修着手

昭 51. 3.3 1 校舎全面的改修継続

2. 歴代校長

氏名

増島光一昭34. 4. 1-昭36. 3.31 

浦上増太郎昭36. 4. 1 -llB 3 9. 3.3 1 

福寿文雄昭39. 4. 1-昭42. 3.3 1 

星野正男昭42. 4. 1-昭47. 3.3 1 

-81ー

荒井 男昭47. 4. 1-昭49. 3.3 1 

一井知夫昭49. 4. 1-s召52. 3.3 1 

多昌直之昭52.4. 1-現 在

3. 地域の概況

昭和 33年日本住宅公固により日野台地が開

発され、多摩平団地治漣設された。この一角 K

日野第五小学校が設置された。南は中央線、北

は国道 20号線(甲州街道)にはさまれ、パス

網カ溌達しあ亘は便利である。

団地の住宅以外に住宅街、商居街をかかえ、

付近Kは日野自動車など 4つの大会社があり近

代工業地域忙接している。

団地内は公園、緑地、広場などが整備され立

木、芝生K囲まれた空間は静かな住宅地として

よい教育環境となっている。

4. 教育目標

心身ともに
強 健 で

児童の育成
を期する ‘



5. 指導の重点

(1 ) 各教科・道徳・特別活動の指導の重点

ア各教科

児童の思考過程を重視しながら、 「学習意欲を高める指導法」の研究を通して、基礎学力の伸長

を期する。

イ道徳

新学習指導要領の趣旨K沿 L計画を改善し指導する。 教育目標の具現化を図るため特K本校児童

の実態K即して@激の整理、金銭の活用、⑤責任感、⑨思慮節度、⑬信頼友情の 4項目を強調し、

道徳的心情を深化して、実践力のある児童の育成K努める。

ワ特別活動

年間指導計画の改善をはかり、集団の一員としての自覚を深め、その実践を通して自主性、協力

的態度をもった個'性豊かな人間形成に努める。

エ生活指導

口学校および社会生活における基本的行動様式や望ましい生活習慣を実践指導を通して身 Kつけさ

せる。

。教育目標の具現化を図るため、具体的計画的な目標を設定し、徹底を図る。

。「五小の子どもの一日」の指導徹底を図る。

6. 児童数

!\~1 1 年 2 年 l3 年 I4 年 I6 
年 1

計 |訪問学級 |

学級数 5 5 4 3 

男 104 90 85 85 73 

女 109 91 85 80 77 61 

| 計 181 170 

7. 教 職 員

L空三jl 氏 名 |年令 i担 任 |本校就任年月日 i研究教科 j

I 1i多昌直之 I5 1 I校長|昭52. 4. 1 I経営 1

I 21近内信輝 I5 4 1教 頭|昭 5上 4. 1 I経営|

25 I 1 

2 

503 3 

5 

そ の

I 3伊山節雄 14811-11昭51. 4. 1 1算 数|視聴覚、一年主任

I 4 本保 陽 子 14911- 2 1昭51. 4. 1 1道 徳|生活鱒

i 5 I吉村洋子 12811- 3 1昭 51. 4

1 6!武内千尋子 5211-4 1昭 5
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番号 氏 名 年令 担 任 '本校就任年月日 研究教科 そ 、'_" II.l.:l 

7 番場春枝 129 1 - 5 昭 51 4. 

8 久保田邦子
2621昭 52 

4. 茎ロロ互 図書館

9 生田 彰ヨ包ノ 5312- 2 昭 50 4. 1 社 会|教務主任

1 0 逸見 察 子 3512-3 昭 47. 4. 1 図 工 保健、 2年主任

1 1 大島美 知 子 2 7 2 - 4 昭 52. 4. 1 コ日乞 楽 |図書館

1 2 岡 田充生 昭 43. 4. 1 理

1 3 I山内春 美 5 2 3 - 1 昭 5O. 4. 1 算 数 教育相談

1 4 針田和 子 3 1 3 - 2 昭 5O. 4. 1 図 工 教育相談

1 5 I大竹三 郎 5 2 3 - 3 昭 45. 4. 1 社 会 教育環境、 3年主任 コ
3 - 4 昭 53. 4. 1 家 庭|生活指導

7 長 沢佳都子 43 4 ，.._ 1 昭 49. 4. メZ三L 研究主任

1 8 渋江美雪 I2 9 4 - 2 昭 51 4. 1 理 科 教育環境

1 9 西 川 朝 子 32 4 - 3 昭 46. 4. さロl五コ 給食、 4年主任

2 0 山 田 恵 子 2 8 4 - 4 昭5O. 4. 1 国 三ロ五ロ 特別活動主任

2 1 岩 尾 ふき 5 0 5 - 1 昭 51 4. 1 算 数|生活指導

まつ代 5 0 5 - 2 昭 45. 4. 1 道 徳 特別活動、 5年主任

2 3 高田 真 澄 昭 49. 4. 1 理 科 視聴覚

2 4 白石 俊 二 3 7 5 - 4 昭 5O. 4. 1 体 育 生活指導主任

2 5 I藤 本大策 昭 51 4. 1 こま臼E 楽 特活、 6年主任

2 6 佐々木律子 125 6 - 2 昭 52. 4. 1 体 育 生活指導

2 7 小倉 勇 2616- 3 昭 52. 4. 1 体 育 体育主任

数 保 健

2 9 佐藤正身 35 訪問 昭52. 9. 1 体 育 l教育相談、訪問主任

3 0 高野 紘 38 音楽 |昭 52. 4. 1 音

3 1 戸 塚 春 男 ~図 工 昭 51. 4. 1 図 工 教育環境

3 2 林 茂子 33 家庭|昭43. 4. 1 家 庭 給食主任

典子 11 43!l養 I 
3 4 牧野誠 29 卓務(昭 52. 4. 1 I (事務

135l伊 藤 多摩子 I5 21栄養 士 |昭44. 4 1 I !給 食 」
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8. 本校研究主題の推移

自主的生活態度の完成と実践化(市)教材教具の収集と活用、基礎学力の充実

昭和 41年度 学校と家庭の教育上の協力〈都、市)、花壇の整備(都)

昭和42年度 道徳の指導計画の作成、指導内容の精選

昭和 43年度 道徳の指導法のくふうと資料整備、基本的行動様式、体力増強のための計画と実践

昭和 44年度 生活指導忙おける基本的行動様式の実践指導。(特K特別活動との関連)

昭和 45年度 学力の定着をめざした指導・法のくふうと指導の実践

昭和 47年度 特別活動の年間指導計画 K基づき望ましい集団生活を通して実践的態度の育成

昭和48年度 思考力を伸長するための教材教具の活用法の研究

昭和 49年度 思考力を伸長するための指導法の研究

昭50-昭51 思考力の伸長と自主協力学習の指導法の研究

昭和 52年度 学習意欲を高める福導法の研究

!昭和 53年度 学習意欲を高める指導法の研究(継続)

一

9. 本校の特色

住宅公団の進出K伴い、新しい建築様式採用Kより建設された。当時は少ない児童数と広く静かな校

地の中で理想的教育活動をめざしていた。爾来児童数の急増 Kより、 8回K亘る増改築を行ない様相は

一変した。しかし、校地内Kは手入れの行届いた樹木が多く、静かな環境の中で学習ができるよう環境

の整備ができてL、る。児童は身長が高く胸囲が狭いとし、う都市型の体位のものが多く、肥満児は最近減

少している。

学校では地域や児童の実態K即し、創意をもって日々の教育実践をし、成果をあげてL泊。

10.都教育研究員、研究生歴

研研究究生別員 | | 

t 

教領 科域 I研研究究生員別年 度 氏 名 領教 域科 年 度 氏 名

昭和 50年度 大竹三 郎 書写 研 究 員 昭和52年度 戸塚春男 図 工 研究員

昭和51年度 " 内藤まつ代 道徳 " 
昭和5峨|内藤ま引1子徳 H !昭和 52年度戸塚春男図工現何じ委員
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11.保護者の職業一覧

職 種 家庭数 % 職 種 家庭数! % 

メZ三L 社 貝 531 68.1 交 通運輸業 20 2.6 

0. 、 務 員 54 7.0 自 由 業 27 3.4 

教 職 員 28 3.6 そ の 他 2 4 3.1 

自 宅 商 76 9. 7 無 職 7 1.0 

宅 工 1.5 計 779 1 00 

12.学校に至るまでの地図
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1 

学校名 日野市立 日野第六小学校

所在地 日野市多摩平 3丁目 21番地

電話 0425 -8 1 -468 6・0366

j順 路 中央線豊田駅北口下車徒歩 12分

京王パス 小西六裏門下車 3分

校長氏名 光永久夫 教頭氏名 白井岩吉

沿革の概要 昭 48. 3.1 0 小鳥小屋、自転車置場設置

昭39.1 1 日野第五小学校芝山分校として 昭48. 4. 1 日野市科学センター校 3年目

設置児童 1年.......3年 昭49. 4. 南校舎 3階増築(普通教室 5、

7学級 263名 音楽室・管理室 4) 

昭 4O. 4. 1 日野第六小学校として院散 昭49. 4. 日野市科学センター北部センタ

1 4学級児童数515名 一校

教職員 21名 昭49. 5. 南門完成

昭4O. 9. 6 プール完成(6コース 25m) 昭49. 8.3 1 北校舎黒板塗替 1 9教室

昭42. 2.21 校歌の発表会 昭49. 10.2 6 給食調理室増改築完成

昭 43. 2.2 2 児童の体力づくりの研究発表会 昭 5O. 3.1 8 4 9年度都愛鳥モデ、ノレ校K指定

昭43. 6.1 9 南校舎(普通教室 11、職員室、 昭5O. 4. 4 プレハプ教室使用開始 3の4、

校長室)完成 第2理科室

昭43.11. 6 第 13回学研教育賞を受ける。 昭5O. 6.2 8 開校十周年を祝う会

昭44. 3. 校地の土どめ工事完成 昭5O. 9.2 2 南校舎花壇のフェンス完成

昭 45. 2.28 屋内体育館完成 昭50.12.22 東京都選挙管理委員会より感謝

昭45. 3.1 6 落成式挙行(学校、 PTA共催〉 状を受ける。永年選挙ポスター

昭46. 4. 1 日野市科学センタ ー校 コンク ーノレ忙協力したため。

昭47. 2.28 正門前舗装、北西門取付 昭52. 1.1 0 体育倉庫完成

昭47. 3. 「児童の社会性育成の実践指導」 昭52. 2. 1 小野寺東雄教頭、日野市立旭が

発表(市研究協力校) 丘d校長として栄進される。

昭47. 3.25 プレハブ教室増設 昭52. 3.2 2 野外学習センター完成

昭47. 4. 「考えさせる授業への手だて」 昭52. 4. 1 日野市立旭が丘IJ、学校分離

発足 プレハブ撤去

昭47. 5. 6 日野市科学センター校 2年目 昭52. 6.15 校庭西側花壇フェンス完成

昭 47. 6.1 0 校庭東隅に自然林造成
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2. 歴代校長氏名

氏 名 年月 年月

i加々美良英

峰 岸 敬 次 郎 昭 43. 4. 1 昭 46. 

新海圭三 昭 46. 4. 1 --昭 5O. 

|安 積 利 治 昭 5O. 4. 1 昭 53. 

光永久夫 昭 53. 4. 1 --現在

3.地域の環境

多摩平の台地に位置し、公団住宅と分譲住宅よりなり、近くに小西六、 富士電機、帝人、千代田自動

車等の工場がある。飛行機の騒音はあるが教育的環境は比較的よL、。

4. 学校の教育目標

(1 ) 学校の教育目標

本校の教育は法規に基づき、地域社会の特性をふまえ、児童の個性と能力 K即して次のことを目指

して行なう。

uたくましい身体と心をきたえる

口みんなと仲ょくする

口しっかり働く

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

。考えながら学ぶ

臼がんばりぬく心を養 う

u生きものを育てる

ア学級・学年での「こどもが創る学校」のとりくみをさらにすすめ、日常的な学校生活へとそのと

りくみを広げて、主体的・実践的な集団づくりをめざす。

イ 「こどもを知る」とりくみをさら K強めて、ひとりひとりに適した指導に心がけ、 「やる気のあ

る子JVL育て:てし、く。

ウ 「ふれあう授業方式」をさら忙すすめ、教育活動全体に広げるなかで集団指導体制をつくりあげ

ていく。

エ楽しい学校生活・ゆとりある指導をめざして自主・協力・創造を基盤K効果的な学校運営をすす

める。

5. 指導の重点

(1) 各教科・道徳・特別活動の指導の重点

ア各教科
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。「考えさせる授業への手だて」の研究は、これまでの研究成果を日 常実践で検証し、 "手おし車

特集号"として手だて別忙まとめ整理する。また、そのさい、こどもの認識過程の追求に力を入

れる。

。自主学習の機会・方法をさら忙深め、学年忙そくした学習ができるよう指導する。

。つまずきをなくすために学年・教科音f~会の研第活動を充実させ、さらに学年でのおくれた子K対

するとりくみを積極的にすすめる。

イ道徳

ロ児童の感動を尊重し、心豊かな入閣の育成をめざす。

。進んで働き責任もって最後までやりぬく態度の育成をめざす。

ワ特別活動

。「こどもが創る学校」の具体化活動の中核として代表委員会、各委員会活動を軸とし、主体的・

実践的な集団づくりをすすめるロ

。自主的・倉u造的な活動を通して所属感・連帯感を育成する。

(2) 生活指導・進路指導の重点

・0学校生活のきまりをたいせつにし、自ら実践できる子を育てる。

口たくまし¥，'母体の発達をはかり、安全生活のできる子を育てる。

そのため、指導の推進機関として機能がはたせる新組織をつくり、実践的な計画、運営による多面

的集中指導を行う。

(3) その他の配慮事項

。新教育課程の学習をすすめ、ゆとりある学校生活づくりにむけて試行するo

o委員会・学年 ・係は計画的、有機的なとりくみで運営の合理化をはかる。

。教師、児童、父母相互の信頼感を高めることにつとめ、地域社会とのむすびつきを→冒深める。

6. 児童数

ト"---， 年 I4 年 I5 年 !6 年

3 4 4 3 

74 73 87 65 

女 69 I 76 59 73 57 69 403 

133 146 144 134 
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7. 教職員一覧

一
永
一
井

氏

一

一
一
光
一
自

国
守
一

1
一

2

一
番

一

一

1

1

1

1
1
 

名 |年令i担任 l本校就任年月日 |研究教科 |

15 31校 長|昭 53. 4. 1 1国語|

(年令は 53年度末現在)

その他

τEとコ 5 2 教頭 昭 52. 2. 1 体 育 経
P邑Aι， 

ト 3l高 橋 孝子 135I 1の昭 4. 1 I図 工|研究委員

41広林節子 1321 1の2I昭48 4. 1 算 数 つどい委員

5 来間志信 371 1の 3 昭 43. 4. 1 国 室ロ五c 国語主任、 くらし委員

6 斉藤八重子 4 9 1の4 昭 43. 4. 1 体 =円b;. 学年主任、からだ委員長

7 阪 本 緑 3 9 2の 1 昭 45. 4. 1 図 工 学年主任、研究委員

8l佐 藤 和 子 129 2の2 昭 47. 4. 1 算 数 かちだ委員

9 I河 原百合子 2 4 2の3 昭 5O. 9. 1 Z日主二 楽!くらし委員

1 0 立川|弥生 2 6 4. 1 Z日乞 楽 図書主任、つどL委員

111清水 L利益 147 3の 1 昭 4O. 4. 1 家 庭 学家庭年主科任主任、学校行事主任
、つど L、委員長

1 2 山崎充子 3 7 3の2 昭 5O. 4. 1 家 庭 安全教育主任よくらし委員

1 3 上 条浩 子 昭 44. 4. 工 からだ委員

2 8 4. 1 算 数 視聴覚主任、つどい委員

1 5 白 井克 己 2 9 4の2 昭 52. 9. 1 国 三ロ五ロ からだ委員

1 6 岡 茂美 2 8 4の3 昭 49. 4. 1 算 数 くらし委員

1 7 I小 野博子 151 4の4 昭44. 4. 1 理 手ヰ 学年主任、研究委員

1 81山添邦 男 3 5 5の 1 昭47. 4. 1 体 育|研究主低体融研究委巌

5の2 昭 42. 4. 1 算 数 学年主任、つどい委員

2 0 落合 貴美江 132
一 一

5の3 昭 49. 4. 1 算 数 くらし委員

29 5の 4 昭 47. 4. 1 算 数 算数主任、からだ委員

2 2 長 '田正夫 3 8 6の 1 昭 45. 4. 1 社 会保健封王.かちだ委具社会科主任
-----・e ・・ 一 一一一

2 3 弥延潤太 2 8 6の2 昭 51. 4. 1 算 数 特活主任、つどい委員

241五 十 嵐一郎 5 1 6の3 昭 53. 4. 1 道 徳 学年主任、徳生主活H.. 指導教主育任相、談くらし
委員長、道

2 5 曾我哲夫 4 7 音理 科楽 昭 43. 4. 1 算 数 教務主任、研究委員

工 |図工主任、くらし委員

2 71鹿島田恭江 41 理科昭 5O. 4. 1 理 科 任理科、教主科任、書か，使ら用だ教委材員、 給食主

2 8 嶋 真理子 27 音楽 [昭 5O. 4. -1-'音

29!上山美智子 1421保 健 昭 4O. 4. 1 保 健 養護主任、からだ委員
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氏 名

伊東淳

入沢悦

同担任1ri月llrtl事務ょ;主任他ーイ

研究

くらし

研究しあう会

正しいくらしの会

からだ

つどい

強い身体作り会

楽しい集いの会

8. 本校 Uておける研究主題の推移

h 

昭和 40年度 児童と父母を対象とした実態調査

昭和 41年度 児童の「た くまし L母体をきたえる」ための実践Kついて

児童の「たくましい身体をきたえる」ための指導の具体化と実践について市指定

昭和 43年度 各樹ヰ道徳の教材配列及び教科内容の充実

昭和44年度 自ら考える意欲を高める思考力を伸す学習指導 Kついて

昭和 45年度 児童の社会性育成の実践指導 学級指導と関連 して

児童の社会性の育成 学校教育目標の達成をめざして(市研究協力校 )

考えさせる授業への手だて 、

昭和 48年度 l 11 (継続研究)

11 (継続研究〉

|昭和 50年度 l 1/ (継続研究)

昭和51年度 | 11 (継続研究)

11 (継続研究〉

l昭和 53年度 | 1/ (継続研究)

9. 本校の特色

(1 )多摩平団地の造成K伴って新設された団地校である。

(2) 児童は細長型、都会型の体位を示し、ねばり強さに欠け、父母への依頼心が強L、。

(3) 父母'の教育的関心は高く、父母会の出席状況はよい。

'‘ 

(4) 児童、教職員一体となって、花だん、自然林、情操池を作成し、学校緑化と環境整備に効果をあげ

てL、る。都の愛鳥モデλ校 となり野鳥¢愛護にも努めて L、る。

(5) I考えさせる授業への手だて」を主題に、校内研修活動 K力を入れている。授業研究を 7年間継続

-90ー



している。

「ふれあう授業」として、全校で協力授業をしている。(6) 

自主的K学習するよう学年の発達 K応じて計画的K指導している。

研究生別 」

引っ

昭和 .42~護 白井岩吉 体 育|教育研究員

昭和 43年度 上山 美智子 養 護 H

昭和 50年度 " 
昭和50年度 白井岩吉|体

昭和 52年度 長田正夫社 全 H

|研究員i教科領域名

児童が主体的、

10.都教育研究員、研究生歴

「年度二 氏

(7) 

了一一戸一|

11保護者の一覧

職 業 家庭実数 可。 職 業 家庭実数

エ 業| 1 7 2.6 団体職員 36 

商 業 46 6.9 会 社 員 447 66.9 

運輸交通業 1 3 1.9 医 師 1 0.1 

国家公務員 1 7 2.6 そ の イ也 41 6.1 

5 0 7.5 計 668 1 00.0 

至立川l

|1 

-1RFL| 
11官l b=~j\~1II 1
一二コ|

~{;1..~ ir :亡I~二

三J亡11~1
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12.学校に至るまでの地図



学校名 目封市立潤徳小学校

所在地 日野市高幡402番地

電話 o4 2 5 -9 1 -0 4 0 9 • 04 1 0 

j順 路 京王線高幡不動駅下車北へ徒歩 5分

校長氏名 村 田安正 教頭氏名 鈴木敏郎

1. 沿革の大要

明 6. 5 三沢医王寺本堂を仮校舎として

開校、潤徳学舎と称す。

明11. 1 1 三沢 70 1番地に移転し、潤徳

学校と称し校舎を新築する。

明2O. 4 校名を潤徳尋常高等小学校と変

更。

明26.. 4 校名を潤徳尋常小学校と変更

明34. 4 校名を潤徳尋常高等小学校と変

更

明42. 5 昭栄尋常小学校を廃止し、落川

分校とする。

昭16. 4 校名をj閏徳国民学校と変更

昭22. 4 校名を七生村立潤徳小学校と変

更

昭27. 5 倉|泣 80周年記念として、白鳥

省吾作詩、信時潔作曲の校歌を

作成す。

昭 3O. 10 学校保健委員会が都教委及び都

学校保健会 より表彰さる。

昭33. 2 校名を日野町立潤徳小学校と変

更

昭34. 4 給食調理室完成

昭37. 10 大・小プーノレならびに更衣室完

成

昭38. 1 1 校名を日野市立潤徳小学校と変

更 (9 0周年記念式典挙行、記

念事業として水棲動物園、河川

模型完成〉

昭4O. 1 2 安全教育優良校として都教委及

び都学校保健会より表彰さる。

昭41. 3 現在地に鉄筋コンクリ ート三階

建防音校舎完成、落川分校廃止

昭44. 2 屋内体育館落成
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昭44.

昭44.

昭45.

9 日野市立第八小学校分離

1 0 百草台分校併設

4 百草台分校独立日野市立百草台

小学校となる。

昭46. 2 日野市研究協力校として「学級

指導の計画と実践」の主題のも

とに研究発表協議会を開催

昭 46. 4 普通教室 9教室、学校図書館

昭47. 

昭48.

昭48. 

( 2教室分〉増築'

4 プレハプ教室増築

4 プレハブ教室増築(4教室)

5 開校百年記念式典挙行記念碑植

樹完成

昭49. 

昭52. 

昭52. 

4 日野市立南平小学校分離

4 日野市立程久保小学校分離

4 プレハプ 6教室撤去

2. 歴代校長

氏 名 年月~年月

初 大塚四郎右衛門 倉リ 立

2 覚井諦暁明 19.1 2......明11.1 1 

3 和田作想E 明 11.11-明15.11 

4 土方 喜久太郎明 15.11-明 17. 2 

5 宮倉保五郎明 17. 2-明 19.10 

6 小宮太之助明 19.10-明20.10 

7 須崎和蔵明20.1 0-明 31 2 

8 小宮弥一部明31. 2-明34. 4 

9 加藤菊畑日明34. 4--l!月36. 1 

10 佐 藤 良 輔 明36. 1-明42. 4 

11 沖倉与一明 42. 4-明43. 4 

12 荒木田大夫明43. 5-明45. 3 

13 小宮弥一郎明 45. 4-大 12. 3 

14 平 杉蔵大12. 4-大 13. 3 

15 矢沢久司大13. 3-大14. 9 



3 

3 

3 

3 

年月~年月

昭 37. 4-昭41.

昭41. 4-昭43.

昭43. 4-.sB 4 7. 

昭47. 4-昭51.

昭51. 4-現在

名

半次郎

正

次

男

正

桂

正

安

氏

尾崎

塚本

溝呂木

星 野

村田

22 

23 

26 

24 

25 

3 

9 

9 

7 

2 

年月~年月

大 14.10-昭 3.

昭 3. 4-昭 7.

昭 7. 9-昭14.

昭 14. 7-昭22. 

昭22. 2-昭27.

昭27.10-昭37. 

名

栄

博

顕

蔵

春

正

正

慶

元

氏

小泉

広井

重 松

鈴木

赤坂

塚本

16 

17 

8

9

0

 

1

1

2

 
3 21 

地域の環境3. 

自然環境問主恵まれてL、たが、最

近急激に団地や住宅がふえ、ベッドタウンとしての様相を呈するにいたった。

東西に定る川崎街道の交通量も激増し、交通事故もふえている。休日忙は、高幡不動尊、多摩動物公

南 K多摩丘陵が連なり、北には浅川治統れ、東西 K田園が広がり、

園、多摩テック等に行楽客も多L、。

教育目標4. 

。わかるまで考える子愛敬

はたちく子。すすんで由自

。思いやりのある子労動

かちだをきたえる子

学校の教育目標を達成するための基本方針

学校教育目標を達成するため、 学校信者活動において目標を具体化し、計画実践する。

教育目標を具現化するため学年、学級経営の充実をはかり教育活動の各分野において、組織運営

① 

② 

をくふうする。

学習の効果を高めるため組織的に校内研修を推進し、授業研究をとおして指導法のくふうをする。③ 

本年度指導の重点

教科

児童の思考力を高め、基礎学力の充実をはかる。

各教科・道徳・特別活動の指導の重点

各ア

-4as--(
 

5. 

。新教育課程の移行Kともない教材研究を十分忙し児童K適した内容を精選する。

。指導法をくふうし、教材教具の整備活用 Kつとめる。

〆宙
"'"、道イ

児童の実態K適した道徳性を高め、情操を豊かにする。

-公共心を培L、、協力し合う心ぜ情を高める。

。勤労を尊び進んで物事をやりぬく態度を育成する。

特別活動

児童の自主的・実践的態度を育てるためK集団生-活への積極的参加の意欲を高める。
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。学校生活K関する諸問題K気 づき、自ら正しく考え主体的同平決しようとする態度を養 う。

。児童集会をとおして、個性伸長をはかるとともに連帯意識や所属感を高める。

生活指導・進路指導の重点(2¥ 

児童の実態を把握し、生活指導の充実と徹底をはかる。

。生活の基本的行動様式を身につけさぜるo

。児童の意欲をほりおこし、進んで働ける子の育成をめざす。

。安全指導を計画的 K行う。

その他の配慮事項(3) 

4 0分授業を考慮し児童Kゆとりある学核生活をさせるため有効忙活用するためのくふうをする。

視聴覚教材教具や学校図書館を計画的 K利用できるよう忙し、特托生活時程の中 Kテレビ活用の

授業が十分実施できるよう忙配慮 する。

① 

② 

計

勾誌 i 4 4 寸1 3 3 21 
一一

ー男 8 0 7 1 63 62 423 

女 72 69 74 50 5 7 62 384 

1 つ'7 1 A に 1 つハ tつ A Q ハゥ

年年 I6 

児童への周知の徹底をはかり、家庭との協力を推進する。

5 年 ii 4 年年 |3

6. 児 童 数 (4月1日現在〉

[三L1一三j2

③ 

1
1
1
1J
i
--
-
1h1
1
1Jel
li--寸
1
1
11
一

校長 |昭 51 
1t;目安正

5 5 

2 木敏 郎 4. 1 学校経営

3 古谷孝太 4. 1 道 徳環境整備主任道徳主任

4 植松久美子 4. 1 特 活 図書主任

5 上村悦子 4. 1 社 メZミL 教務事務

青 木良 子

島

藤

橋

他の

給食事務

そ

数l教務事務

庭 |2学年主任

会 |社会科主任

数 i算数主任

任 [本校就任年月日 (研究教科 |

員(4月1日現在)

4. 

4. 

4. 
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4. 

|1-41 

ちょ子 |271 2 -1 |昭 48 

子 148I 2ー 2I昭 45 

ツル子 129I 2ー 3i昭 51 

子 (3412-4i昭 49

i年令 |担名

清

茂

氏

l~主
I 8 I伊

山 森

職

i番号 i

教7. 



8. 本校研究主題の推移

i昭和 40年度 !

l昭和 41年度 i
昭和42年度|

昭和 43年度

昭和 44年度

|昭和45年度

同和46年度1
1昭和47年度 |

団和 48年度 |

学校Kおける望ましい習慣形成のあり方

基礎切3の充実授業研究をとおしての教材研究

徒手体操の系統的指導法の剛院

体育の効果的な指導法 器械運動 Vてついて

系統性を重視したポーノレ運動 社会的態度の育成をめざした集団行動

つ
1
1
Jlll一

学校生活における基本的行動様式の実践 学級指導を通して

学級指導の計画化に基づく指導実践

学習効果をたかめるための教材教具の整備と活用

各教科の指導内容を精選し、指導課程をくふうして思考力を伸ばす。
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学年を中心とした授業研究と併せて普通学級における心身障害児の問題解決 ) 

思考力を高める授業研究 i 

!昭和 49年度 !

!昭和50年度 l
昭和 51年度 l
昭和 52年度 !

思考力を伸ばすための授業研究

思考力を伸ばすための指導法の研究ー授業分析を中心としてー

9. 病変の特色

本校は開校百年余りの輝かしい伝統と歴史 Kはぐくまれ今日にいたっているが、近年地域の宅地造成

による急激な児童数の増加はプレハブ教室の新増築、そして学校分離の繰り返しを余儀なくされ、落ち

着くところのなL悪条件のなかをよく全職員・父母一体となって克服してきた。

しかし昨年度は程久保小学校分離とともK以来プレハブ校舎もようやく撤去され大規模校としてのさ

まざまな困難な条件も解消され理想的な規模のもとK新しく生れ変わろうとしている。

したがって教育目標を達成するため施設設備等教育諸条件の整備と教育内容の充実をめざし努力を傾

注している。

10.都教育研究員、研究生歴

i年度 ! 氏名

|昭和 44年度| 古谷孝

司 和 47年度|小竹

昭和49年度|伊藤清

11.保護者の職業一覧

| 教科領域 ! 

太|特活|研

章 |特活(学級会〉

子 |学校給食

研究員、研究生別 i 

究員

11 

" 

職 業 家庭実数 職 業 |家庭実数 % 

会 社 員 3 31 教 員 1 3 2.2 

自
介凸主4与 業 86 1 4.5 医 師 2 0.3 

ノdι~、 務 員 3 5 5.9 無 職 7 1.2 

交通運輸 28 そ の 他 68 1 1. 5 

一 計 594 100 nu 
A
吐

高品\~

日野保健所

12.学校に至るまでの地図
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学校名 日野市立平山小学校

所 在地 日野市平山 4-8-6 

電話 0425-91-4123・0512

j順 路 京王線平山城止公園下車徒歩 10分

マ19 1 

校長氏名 深沢真人 教頭氏名 石川保徳

1. 沿革の概要

明 6. 5 宗印寺を仮校舎として開校(真

心学舎とL、L修業年限は 8カ年)

明17. 平山 59 8番地K新築移転

校名を平山尋常小学校と改める。

明35. 5 校名を平山尋常高等小学校と改

める。

明41 尋常科を 6カ年、高等科を 2カ

年とする。

昭16. 4 国民学校令の施行陀より七生村

立平山国民学校と改める。

昭22. 4 新学校教育制度の実施Kより七

生村立平山小学校と改める。

昭32. 2 日野町、七生村合併Kより日野

町立平山小学校と改める。

昭37. 2 東京都給食研究協力校として研

究発表。

昭38. 11 市制施行により日野市立平山小

学校と改める。

昭42. 5 鉄筋防音校舎および屋内体育館

の落成忙より、平山 4-8-6

K移転する。

昭44. 日野市研究協力校として「児童

の体力の向上Jvてついて研究発

表

昭45. 3 防音鉄筋校舎 9教室および機械

室工事完成

昭46. 3 滝合小の新設忙伴なう学区変更、

平山小学区は浅川の南側の地区
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となる。

昭53. 4 平山台小の新設K伴う学区変更、

平山苑と京王住宅地区を分離す

る。

2. 歴代校長

氏 名 年月~年月

梁 義伯明 6. 5-明 12. 1 

大沢教之助明 12. 1-明 2O. 3 

石井芳丸明 2O. 4-明 3O. 5 

吉永信丸明 3O. 6-明 35. 5 

小宮弥一郎明 35. 6-明 45. 3 

古屋障司明 45. 4-大 2. 5 

勝又房太郎大 2. 5-大 4. 5 

平 杉蔵大 4. 6-大 9. 3 

上田富大大 9. 4-大 15. 3 

杉山喜知太郎大 15. 4-昭 6. 3 

石川 雄丸昭 6. 4-昭 11. 2 

鳥羽照司昭 11. 2-昭 13. 3 

石谷倉太郎昭 13. 4-昭 21 3 

飯塚節三昭 21 3-昭22. 3 

田宮五即応衛門 昭22. 4-昭 28. 3 

森久保惣治昭28. 4-昭 34. 3 

高橋本義昭 34. 4-昭 37. 3 

加々美良英昭 37. 4-昭 4O. 3 

後藤正太昭 4O. 4-昭 42. 3 

安積利治昭42. 4-昭 4'7. 3 

小野 晃昭47. 4-昭 51. 3 

深沢真人昭 51. 4-現 在



3. 地域の環境

(1) 浅川と多摩丘陵K狭まれた西は八王子市に接する平地、田んぼ、畑等の農地も残っており、自然に

恵まれた環境である。

(2) 近年、団地、都営住宅、造成地住宅等市街化されつつあり、他地域からの転入者治多く、児童数も

急激に増加している。

4. 教育目標

①健康で明弘子ども(1) 健康安全教育目標

(2) 学力の充実

(3) 自主性の育成

② よく考えて さいどまでやりぬく子

③ 進んでよいことをする子ども

④ 力を合わせて働く子ども

5. 指導の重点

(1)各教科・道徳・特別活動の指導の重点

ア各教科

。指導の効率を高めるために指導内容の精選はもちろん教材教具のくふう、機器の活用に重点をお

き、学年会、校内研修活動を中心にすすめる。

イ道徳

口日常生活ののぞましい行動様式を育成する。

。教材教具の整備、機器の活用をさら Kすすめ、実態に即した徳目を精選して指導する。

ワ特別活動

。行事、学級指導をとおし、安全教育の指導をすすめていく。

。児童会活動、委員会活動をとおし、自主性や協力のしかたを学ばせる。

(2) 生活指導・進路指導の重点

。 日々の学校生活をとおし、教師対児童、児童対児童がひとりひとりを理解し、尊重し合っていく

ようにつとめる。

。 安全教育Kは特忙留意い児童ひとりひとりがよく考えて行動するように指導する。

(3) その他の配慮事項

。 児童陀ゆとりある学校生活を送ちせ、教師対児童、児童対児童の心の交流をはかる。

放課後の時間をくふうし、教材研究、研修会、学年会にあて、いっそう指導の効率化をはかる。

さらに年間 3回以上の授業研究を実施し、研究を深める。

6. 児童数

;「て二ご:ご-
←←竺竺理笠一JI 4 Iし一一一土」
i男 87 I 75 I 
I -y; I69 79 I 

i計 ! 156 154 I 

6日
司

年 1 5 

3 I 

7 1 I 

5 1 

122 

.....98ー

4 

74 

6 6 

140 



7. 教職員
(年令は 54年3月末現在)

1l深沢真人 学校経営 |5 4 校長昭 51 4. 1 

2 石川保 徳 4 8 教頭 昭 53. 4. 

J34 3 藤岡和子 1
441 ~の 1 昭51 4. 1 I理 学年主任教務

4 高石道子 2 9 1の2 昭52. 4. 1 算 給創旨導 教務

47iz - 科 1- 務
6 赤松紀子 37 I 1の4 |昭44 

7 安 達 美武 33 I 2の1 昭44 4. 1|社 会保健主任生活t鴇

8 1田 美枝子 33 I 2の2 昭50 4. 1 I国 語生活t時

4. 1 算 数 給食指導

1 0 大 鳥 ルミ子 4112の4 昭48 4. 1 理 科 学年主任生活指導

1 1 I小林和子 3 5 3の1 昭49. 4. 1 算 数 教育相談生活指導

1 2 岩井豊子 5 8 3の2 昭41. 4. 1 国

13 |綿 貫 清 江 2 7 3の3 昭49. 4. 1 家 庭 給食指導

1 4 加 藤 千恵子 2 9 4の1 昭 49. 4.1 6 音 楽 教 務

5 0 4の2 I昭45 4. 1 図 工 教務主任学年主任

1 6 渡部由紀子 2 7 4の3 昭51. 4.1 6 算 数|生活指導

1 7 大上琢磨 4 7 5の1 昭5O. 4. 育 |生活指導主任 学年主任

1 8 畑野元一 3 8 5の2 昭53. 4. 1 社 企τE三h 生活指導

1 9 甘利信子 昭49. 4. 1 社 会 教 務

子 2 3 5の4 昭53. 4. 1 Z臼乞 楽 生活指導 教 務

2 1 諏 訪 英樹 135 6の1 昭53. 4. 育 学年主任視聴覚

2 2 塩津孝 子 31 I 6の2 昭51 4. 1 図 工 生活指導給食指導

2 3 月成カズ子 12916の3 1昭47 4. 庭 図書館教務

2 4 立花せつ子 32 音 楽 昭5O. 4. 1 コ日乞

楽 視- j 
2 5 津田末吉 32 図工昭52. 4. 1 図 工 教 務

2 6 I川上昇一 34 理科昭45 4. 科 |生活指導

2 7 j坂本 守 29 理 科 i昭51 4. 

4. 1 I体 育保健

od 
Q
U
 



8. 本校研究主題の推移

l ßB~4 0年度 ! 理科(すじ道をたてて考える学習)

向上

徳(道徳指導計画の改訂)

i17-h一品徳一徳崎山崎町間聴覚樹の酌 -_J 
14 4年度 | 体育 (体育活動中M 体力の向上をはかる〉市研究協力校

i-竺竺竺竺L旦竺竺竺竺と竺塑〉
|昭和 46年度 | 生活鱒(自主性を育てる)

昭和 47年度 | 向 上

昭和 48年度| 向 上

昭和 49年度 l交通安全教育・安全対策の推進(地域の実態に即した〉

川和50年度 国語の指導

川百和 51年 度 | 国語の指導

川百和 52年度| 算数の指導

げ召和 53年度 ! 算数の鱒

9. 本校の特色

教育目標第ーの柱「健康安全教育の充実JVL重点をおき、地域の実態 K即しあ重安全教育の推進を

はかつている。環境は約 131m.の大花壇・教材圏、約 10071iの芝生聞があり、児童の心情を暖め

る場を形成している。また、職員の手忙なるタイヤ山・電柱利用の固定平均台等の遊具施設がある。

10. 都教育研究員、研究生歴

昭和 50年度 大上琢磨 体 育 都教育現代化委員

昭和 45年度 i石川保徳 教育方法研 究 員
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11.保護者の職業一覧

職 業 ;家庭実数 | 協 ii 職 業 !?(日7 1 7 

専門 技 術 的職業 6 4 1 1 サーピス従 事 者 60 1 0 

1 3 2 ll農
林 漁 業 8 1 

ムーーー一一ーーー一一ーーー

1 0 4 llそ の 他

職 4;li 2 1 7 

12.学校に至 るまでの地図

京王線...J.--...

滝合橋

N 

KA
l
iT
h
 

川崎 街道
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学校 名 目野市立日野第七小学校

所在 地 日野市神明上区画整理地域内 106街区

電話 0425-83-3907・3908

j順 路 国電中央線日野駅下車徒歩約 10分

マ19 1 

校長氏名 上部正彦 教頭氏名 清 ，水七郎

1. 沿革の大要

4 町 立問叩校とし l 昭48.

昭 48.

昭48.

て開校。日野第一小学校およ

び日野第七小学校の学区域を

定め、児童数38 4名、 1 2 

学級の規模で開校。

。トラックをのぞく運動場全面

Kティフトワーフ(洋芝)の

植付け完了。

6 。校章制定『ひの七小』を、い

ちょうの葉で図案化したもの。

9 D 校旗制定。

昭48. 12 。校歌制定。作詩、作曲、国立

音楽大学教授 岡本敏明先生

昭 49.

昭49.

昭5O. 

3 ・日野市立日野第七小学校「校

舎および体育館の落成記念式J

と「校歌発表』

。3月 1日を開校記念日忙制定。

。第 1回、卒業証書授与式。卒

業生 2学級 4 5名(男

2 4、女 21) 

4 ・開校 2年目、入学児 77名、

児童数 398名、 1 2学級の

土踏襲で始業。

3 。第 2回卒業証書授与式。卒業

生 2学級 6 5名。男子

3 1名、女子 3 4名。

昭51 

昭51 

昭52.

昭52.

の規模で始業。

3 。第 3回、卒業証書授与式。

卒業生 2学級 58名。

男子 29名女子 29名。

4 0 開校4年目、入学児童 67名、

児童総数455名、 1 2学級

の規模で始業。

3 。第 4回、卒業証書授与式。

卒業生 2学級 74名。

男子 38名 女 子 36名。

4 。第 5回、入学式。入学児童

7 9名、児童総数 476名、

1 3学級の規模で始業。

教室不.足のためB棟南側にプ

レハプ 2教室増設。

昭52. 10 。校舎の増築工事着工

竣工 5 3.5. 31 

昭53. 3 。第5回、卒業証書授与式。

卒業生 3学級 92名。

男子 46名女子 46名。

名 | 年月~年月

野武之 I48.4.1-5 2331-

部正彦 152.4. 1--m tE 

昭 5O. 4 0 開校3年目、入学児童 76名、

児童総数 426名、 1 2学級

3. 地域の環境

本校は中央線日野駅から線路ぞいに徒歩 10 
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分。二つの坂を登りつめた高台に位置している。坂を登りながら眺められる校舎は、周囲忙さえぎられ，

ることなく自然と調和して、環境のよさに心をひかれる。

本校所在地の日野市神明上区画整理地域内の呼称、が示すよう K、校舎の周囲に住宅がたちはじめたが、

南側には、樹木、雑草、畑作物¢緑が広がっている。

屋上K登ると、学区全体をくまなく見渡すことができる。本校児童の90%は、中央線の鉄路でへだ

てられた西側。台地K居住しているo この地域は、こ~ 1 0余年の間vcl日甲州街道ぞい陀発達した新興

住宅地帯である。都営住宅、さらに分譲住宅とL、ぅj踊K急速Kふくちんできた町である。あちこち K林

があり、樹木が散在するこの地域は、児童の成長にとってすこぶる好ましい状況Vてあるo

現在、本校の南側 0.51cmのところ K日野消防署と日野市の庁舎がある。

4. 教育目標

生命の尊重を基調とし、仲よく健康で豊かな個性と能力をもった子どもを育成する。

。 みんなと仲よく がんばります。

。 深く考えて学びます。

。 心とからだを きたえます。

。 いきものを だいじにそだてます。

5. 本年度の指導の重長

(J) 各教科

。 児童の活動をとおして思考力を高める。

(学習過程の改善をくふう)

(2)道 徳

指導法にくふうを加えながら、児童の道徳的実践態度の指導を徹底する。

。 特に、本校児童の実態かち、自主、目律の心、動植物愛護の心、向上心、努力心の向上忙重点を

おく。

(3) 特別活動

。 児童の自主的、自発的活動の場を設定し、自主、自発のむを育てる。

。 集団活動K、積極的K参加する態度を育てる。

(4) 生活指導

。 安全指導の徹底をはかる。 。 望ましい生活習慣の育成に努める。

望ましい友だち関係の育成K努める。 。 生活指導の年間計画を検討する。

6. 児童数(昭和 53年 4月 10現在)

向子
1 年 6

21 21 
3 

53 I 45 I 37 I 38 4 7 

女 43 I 39 I 36 49 4 5 

計

-103-



7. 教職員一覧

-・.

12 

1211藤井悦子 131 I事務 i昭53. 4. 1!学校事務i事務
L一一一一一」一一一一 ー一一一 一一一_i_

8. 研究主題の推移

i昭和48互E 学習環境の整備 ~学級経営併憶くふう~

「昭和 49年度 i学習環境の整備 ~効率を高めるためのむだむない授業~

|昭和 50年度 | 学習環境の整備 ~効率を高めるためのむりむだのない授業~

|昭和 51年度 | 学習環境の整備 ~効率を高めるためのむりむだのない授業~

i町 52年度| 学習環境の整備 ~効率を高めるためのむりむだのない授業~ 国語、算数 J 
i昭和53年度 ( 児童の活動をとおして、思考力を高める。"学習過程の改善とくふう" I 

9. 本校の特色

111123一日i出小: 室 恒 331
5
-1 昭 48 

語会育 !はμ視主E聴聴覚覚活

4. 1 国

野正俊 27 Iト 2 昭 53 4. 1 社

林弘子 4415-3 昭 53. 4. 

4. 1 理 科 生活

~上田美知子 2816-2 昭 4 8 4. 1 家 庭 特活

1 7 I池田宏子 33 音楽|昭 48 4. 1 音 楽 |教務

8 河合香子 31 図工昭 51 4. 1 図 工|教務

9 市川 ラf'i 子 49 家庭昭 52. 4. 1 家 庭|教務

0 福島雪 江 1481養護|昭 52 4. 1 保 健 保健

i

コ
」」

(1) 小規模校の特性を生かした学校づくりを進めている。

。 調和のある教育過程編成と実施のため全職員の協力体制のもと忙組織的 K取り組んでいる。

(2) 自然環境に恵まれている

。 報周辺問、畑地が点在し、海木も見ちれ緑が多L、。校庭Kは野鳥が見ら仇る。南忙は多摩丘

陵、西忙は奥多摩の山並、また、 富士山なども眺められる自然環境である。
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(3) 校庭緑化の一環として、校庭に芝が植えられている。(ティフトワーク洋芝)

芝でさか立ちする子、寝ころんで天を仰ぐ子、読書する子、とき忙は緑のマットとなり、緑のじゅ

ゆたんとなって、子どもたちの心をはぐくんでくれる。体育面ではもちろんのこと、情操面でのす

iT
I
l
l-
J
l
i
l
-
-J
11
1
1
1
1
1
11
J
i
l
1
1
1
寸
!

l
l

可。

会 社 66.6 

|農

一 ピ ス 業 2.6 

自 介邑主よ 商 1 2.0 由 業 1.5 

ム0. 務 員 1 17 業 。
公社・公団職員 1.9 無 職 。
教 員 3.7 ぷ口入 計 100% 

L_一 ー一一一一一

河 苓領域 !研究員・研究生仁i

l理科!研究員

研 員数

業

究

ぐれた環境となっている。

職

F
h
d
 

ハU'E-品

12.学校に至るまでの地図



学校名 日野市立日野第八小学校

所在地 日野市三沢200

電話 0425-91-24 11・2412

順 路 京王線高幡不動駅より東へ徒歩 15分

校長氏名 古谷洋太 教頭氏名 和田国平

1. 沿革の大要

昭和44年度

4 4. 1. 2 潤徳小学校の児童激増 K伴い第

八小学校開設が決定し、工事忙

着手した。

44. 4. 1 第八小学校の開設を 9月 1日と

予定し、潤徳小学校において八

小関係の教員並忙児童を分離し

て編成し授業を開始した。

44. 8.1 6 日野第八小学校が開設され金子

武夫初代校長と長井新次郎教頭

の二名カ潜任した。

44. 8. 16 教員 16名と事務職員 1名が八

小教諭ならびに事務主事K補せ

られた。

44. 9. 1 日野第八小学校が開校となり、

八小関係児童K入学通知が出さ

れ、 41 5名の児童が潤徳小よ

り転入した。しかし校舎未完成

のため移転できず、そのまま潤

徳小で授業を行う。

4 4.1 1. 1 開校式挙行 11月 1日開校記念

日と決定。

44.1 1. 2 5 第八小学校落成式祝賀式挙行。

45. 1.1 5 公募により八小の校章決定

45. 3.25 第一回卒業式挙行

5 6名の卒業生を送る。

昭和 45年度

45. 4. 1 学級増の 14学級となりプレハ

プ2教室増築

一 106-

45. 4. 6 第 1回入学式を挙行し、 94名

の一年生を迎えた。

4 5. 6.1 5 今年度の校内研究の重点教科を

体育と定め、毎月研究授業並び

に研究会を行った。

4 5. 7.15 日野第八小学校の校旗ができた0

4 5. 7.1 6 25m 6コース Cプーノレが完成

し、落成式並びKプーノレ開きを行う0

45. 9. 7 校歌が完成し秋の大運動会で

披露した。なお作詩は米津千之、

作曲は渡辺浦人Kよるものであ

る。

46. 3.25 第2回卒業式挙行 6 7名の卒

業生を送る。

昭和 46年度

4 6. 4. 6 第2回入学式を挙行し、 109 

名の一年生が入学した。

学校全体では 1学級増の 15学

級となり、教師は 1名増員とな

った。教室不足のため校舎東側

Kプレハプの教室を増築した0

46. 4.1 0 本年度より水、木の 2日聞を

4 0分授業とし、業問κ体育並

びに集会を行うこと忙した。

46. 6. 4 本年度中に校舎施設、体育研究

等に関する他県より本校数見は

7件 Kのぼった。

市の社会教育のための校庭開放

が本年度より実施されること K

なった。



46. 9.15 体育館工事カ溝手され、 47年 1月 31日K完成した。

46.12. 3 日野市教育委員会研究協力校として「授業の効率を高める体育指導」というテーマで練

習カードの活用を中心に体育研究発表会を行う。市及び市外の参江渚約 100名で盛会

裡 K終了した。

4 7. 2.15 体育館落成式並びに祝賀会を挙行した。

47. 3. 6 来年度の学級増K伴なうフ。レハブ2教室が完成した。

4 7. 3.2 5 第 3回卒業式を新体育館Vておいて挙行し、 5学年以上が参加した。 59名の卒業生を送

る。

昭和 47年度

47. 4. 6 第 3回入学式を行い、 159名の一年生が入学した。 1学級増の 4学級となる。全校児

童数は 681名で、昨年より 3学級増の 18学級となった。プレハプ5教室使用。

4 7. 5. 9 今年度の研究テーマVCI教材教具の活用」と「体育の練習カードの利用」をとりあげ年

間 15回の研究会をもった。

4 7. 6.2 0 南側丘陵VC600世帯の西武百草園団地ができたため、児童数が急増、年間約 250名

の転入者があった。

4 7. 9. 1 本校舎 8教室の増築工事が開始され48年3月忙完成した。

4 7.10.2 0 本校南側の程久保川(4 m )の改修工事がはじまり、 48年 5月K完成した。

(巾 13.5 m ) 

48. 3.24 第 4回卒業式を新ラし、 94名の卒業生を送る。

昭和 48年度

48. 4. 6 第 4回入学式を行い 14 6名入学、学級数21 

48. 6.20 日野市教育委員会の授業研究委託研究校となり、本年度の研究の中心を「授業の記録と

分析Jvcおき、研究校参観や校内断究等を実施する。

48.1 1.1 9 創立後はじめての学芸会を体育館で開催した。

49. 3. 1 人、車道をわけたモダンな校門治涜成した。

49. 3.25 第 5回卒業式を挙行し、 1 0 5名の卒業生を送る。

昭和 49年度

49. 4. 6 

49. 5.1 5 

49. 6.2 9 

4 9. 8.1 5 

49. 8.3 1 

49. 9.1 0 

5 O. 1.2 0 

第 5回入学式を挙行し 19 1名が入学した。学級数 25。昨年度より学級増 となりプレ

ハプ5教室を使用する。

市教委の授業研究委託校となり、研究の中心を「授業記録をもとに分析する能力を 高め、

毎日の授業K生かす」におき研究を進める。

VTR一式を購入し、視聴覚教育の充実を図る。

仮設2教室が増設され、図書室及び会議室兼教材室として使用する。

放送機を取り替える。

さく井より都市水道忙切替える。

校地拡張及びさくの移動。西門通学路の整備完了。
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5 O. 2.20 第 3期増築工事(普通教室 6、教材室 2、配膳室3、非常階段)及び付帯工事 として職

員更衣室、自転車置場、危険物貯蔵庫、投てき板等が設置された。

昭和 50年度

5 O. 4. 7 第六回入学式を挙行 し、 228名が入学した。学級数 27。昨年度より、 2学級増とな

り、プレハブ教室を図書館、第二音楽室、児童会室とする。

5 O. 4. 9 市教委の授業研究委託絞となり、研究の中心を「子どもが主体的K学習する授業のくふ

うJ(tLおき、研究を進めた。

5 O. 5.14 都立教育助究所三鷹分室より竹の子文庫の図書を前・後期計 2000余冊を借用い図

書館教育の充実を図る 。

5 O. 6.24 桜建設より校樹の「たちばなJ3本が寄贈され、玄関前忙植える。

5 O. 7.1 5 プーノレ市水切替工事完了ロ

50.10.25 体育館床、塗装工事をする。

50.1 2.20 砂場 (10x8m)完成する。

5 O. 3.25 第七回卒業式を挙行 し、 133名の卒業生を送った。

昭和 51年度

5 1. 4. 6 第七回入学式を挙行し、 215名が入学。学級数 29。

51. 4.30 都立研究所三鷹分室より竹の子文庫の図書、前後期 2000余冊を借用し、図書館教育

の充実を図る。

52. 2.1 6 流感のため臨時休校 (16--19の4日間 〉

5 2. 3.20 プレハプ教室、給食調理室の増改築開始。

52. 3.25 第八回卒業式を挙行。卒業生 164名。

昭和 52年度

5 2. 4. 6 第八回入学式を挙行し、 259名が入私学級数310 

52. 4.1 6 プレハプ及び調理室工事完了。

5 3. 1.23 流感による学級閉鎖始まる (--2月 10日まで)

53. 2.1 3 プレハブ改築工事着工(普通教室 8、図書館 1) 

5年生 4学級を特別教室K収容

5 3. 3.2 5 第九回卒業式を挙行。卒業生 19 0名。

昭和 53年凌

53. 4. 6 第九回入学式を挙行し、 24 4名が入学。学級数 330 

53. 4.1 5 プレハフ改築工事完了 。
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2. 歴代校長

氏 名 年月~年月

金子武夫 昭和44.8.-昭和 48.3 

岡本省吾 昭和 48.4-昭和53.3 

古谷洋太 昭和 53.4-現在

3. 地域の環境

・本校は京王線の高幡不動駅と百草駅のほぼ中聞 の北側にある。校舎は田園の真中Kあり、大自然の中

で子どもたちは自由Kはばたいている。通学区の最も遠いとえろは学校まで40分以上もかかる。

。4カ所の京王線踏切、年々交通量の増す川崎街道をかかえ、交通禍の危険Uてさらされているため、特

に交通指導K力を入れ、地域でも事故防止に全力をあげている。

。父母の 70%がサラリーマンで学校 K協力的である。

4. 教育目標

個性カ豊かで調和と統一のとれた人間形成をめざして、つぎのような子どもを育成する。

。健康でたくましい子 。美しく、ゆたかな心の子

。深く考え、やりぬく子 。力を合わせ、はげみあう子

5. 本年度指導の重点

(1 ) 各教科・道徳・特別活動の指導の重点

ア各教科

1.児童の発達段階・能力に応じた学習形態を工夫し、一人ひとり忙目標をもたせ、意欲的K活動

させ、基礎学力の充実を図る。

2. 考えさせるための媛県的な発問を工夫する。

3. 教材研究を深め、教具の活用を工夫する。

イ道 徳

1.低学年は学校のきまりや礼儀作法を身につけさせる。

2. 中学年は協力や忍耐について内面的K深める。

3. 高学年は責任感を養い親切を実践させる。

ワ特別活動

学校生活を豊かUてするために児童の意欲的な活動をする力を育てる。特に学級指導は月JjljVL指導

内容を明確Kし、学級忙おける好ましい人間関係と鮭全な生活態度をつくる。

(2) 生活指導・進路指導の重点

1. 職員が協力して全児童の生活指導に関心をもち、生活目標の徹底を図る。

2. 安全指導を徹底し、無事故を目標として努力するo 特K大規模校のかかえる諸問題解決忙全力を

尽す。
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3 非常災害 K備え、児童の安全確保に努力する。

6. 児 童数

7. 教職員

そ の ι一一一|

1 社

1 算数 !

4. 1 国語!

41|理科 |
411[算数

4. 1 図工

4. 1|社会

4. 1 I国
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名 1年令i担任 |本校就任年月日i教

馬場令子 2 γ 5 1昭 51 4. 1 国

2 6 井尻真理子 /22/4-6/昭 53 4. 1 I図

271末継 逸夫 53/5 -1 I昭 53 4. 徳 学年主任

2 81原島 光 2 5 5-2 昭 52. 9. 1 体 育

3215-3 昭5o. 4. 1 体 育

3 0 秋山 照子 昭46. 4. 工

3 1 I名輪 登美子 261 5ー5I昭52 6. 1 6 算 数|

3 2/水谷辰夫 l126|!6-1 昭 49 4. 1 国 主ロ五ロ

3 3 安室 清 治 29/6-2/昭46 4. 1 I体

康 143 / 6 ー~昭 4 4 ~体
3 51柳沼敏男 5 2 8. 1 6 理 科学年主任

3 6 間瀬静夫 3 0 理科 昭48. 4. 1 理 科

3 7/北原恒雄 28/音楽 昭49. 9. 1 コ臼乞 楽

3 8 桜川 順子 2 5 音 楽 昭 52. 4. 楽

3 9 高山時子~ 図 工 昭 5 1 4. 工|専科主任

4 0 長浜和子 35 I家庭昭44 

4 1 I佐藤ヒサ子 35 養護 昭50 従4. 1 保

8. 1 6 I事
務務||事務主任

4 3/ 高 橋 和男f22事務主事昭 53 4. 1 事

口 美 枝 127 主 事 |昭 51 1. 1 I給 食

;番号!氏

-1
1
1
1
1
1
1
1寸
l
i
l
寸
|
l
i
寸
l
ll
寸
l
1
1
4

8. 本校研究主題の推移

p .t 

体育科の効果的指導法の研究

授業の効率を高める体育指導

日野市研究協力校をうけ、 45年度の研究のまとめを行う。

研究テーマ「授業の効率を高める体育指導」

"機械運動を中心にカードの作成と活用 "

。 教材 教具の効果的な活用

昭和 47年度 。 授業の効率を高める体育指導

練習カードの作成と活用

昭和48年度 。 教材教具を効果的 K活用する 授業日1-究

昭和 44年度

昭和 45年度

昭和 46年度

昭和49年度 。 こどもがよろこ必で楽 しく学習 するように指導するにはどうしたらよL、か

(授業分析)

昭和 50年度 。 こども が主体的K学習できる授業のくふう

噌

E
A
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昭和 51年度 。 こどもが主体的K学ぶ学酎縛

昭和 52年度 。 こどもが主体的K学ぶ学習指導

9. 本校の特色

(J) Iきれいな学校」これが本校の努力目標である。 I環境は人をつくる」といわれるカL特K環境づ

くり K力をいれている。校章をかたどった花壇、顔が写るくらい磨きあげられた床など自慢できる特

色である。

(2¥ みどりに包まれたすばらしい環境の中Kありながら、体位体力は全国平均より劣ってL、る。そこで

創立以来、 「たくましL、からだづくり」をめざしてきた。業関K業間体育をすすめてきたが、現在は

その幅を拡げ、業間活動としている。これは、体力づくりだけでなく、遊びを通しこどもの創造性を

併わせて伸ばすねらいである。

(3) 宅地化が進み、児童数は増加の一途である。したがって、普通教室 6、図書館、第二音楽室をプレ

ハブで過ごしている。 55年度 Kは、学校分離の予定である。

10.都教育研究員・研究生歴

づ生丹j
年 度 氏 名 教 科領域

昭和 45年度 古谷洋太 図 工

11 内藤 康 「授業の効率を高める体酎旨導J I 1/ 

昭和 49年度 内藤 康 「体育」

昭和 52年度 石川耀子| 「幼児体育」

西国 陽| 「国語」

11.学校K至るまでの地図

高幡不動駅 | 

寸戸山叶←

汽

1 I 、 高附幡向碕訓 駅恥よ…り引川I日5i 至 多摩2寄劃担訪j物公圏 ( 
i 百草園駅 より14升
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学校名 日野市立百草台小学校

所在地 日野市百草 99 9 

電話 o42 5 -9 1 -09 9 8 

j順 路 京王線高幡不勘駅より百草団地行きバス

Kて5分百草センター下車

校長氏名 田中春男 教頭氏名 松日楽敬治

1 沿革の大要

昭44. 校舎新築起工

44.12. 1 日野市立潤徳小学校百草台分校

として潤徳4学校内で授業開始

45. 4. 1 日野市立百草台小学校として新

校舎に移転開校する。

学級数 8、児童数 11 8、教職

員 16、市職員 3

45. 6. 1 fj骸式挙行、 6月1日を開校記

念日とする。

45. 9. 1 高幡台団地の入居により児童数

増加 296名となり、学級数

1 1、教職員 17となる。

46. 3. 8 校旗、校歌発表会を聞き 3月8

日を制定記念日とする。

46. 3.25 第一団卒業式挙行

卒業生 3 4名

46. 4. 1 社会増忙よる教室不足のためプ

レハブ6教室増設

46. 4. 6 児童数 60 4、学級数 16、教

職員 23、市職員 3となるロ

46. 4.3 0 校地北側の埋立工事完了

4 6. 7.3 1 プーノレ工事完了、大プーノレ、小

プーノレ、シャワ一、更衣室、機

械室等竣工

46.1 2.1 5 体育館新築工事着工

4 7. 1.31 給食調理室および周辺の舗装工

事竣工

47. 2.1 2 調理室火入れ式挙行、調理蹴台

昭47. 3.2 5 第二回卒業式挙行

卒業生 4 4名

47. 3.3 1 高幡台小学校の新設忙ともなう

学区変更により高幡台団地およ

び周辺の児童は高幡台小学校へ

転校

47. 4. 1 高幡台4母校の新設により、児

童数 41 6、学級数 12、教職

員 18となる。

47. 6.1 7 体育館落成式挙行

4 8. 1.3 1 図工室南側と北側に花だん竣工

48. 2. 1 投てき板が完成

48. 3.1 7 校庭南の土手Kつつじ園が完成

48. 3.2 4 第三回卒業式挙行

卒業生 4 3名

48. 4. 6 児童数 463、学級数 13 

48. 9.26 校舎造築工事開始

49. 3.2 5 第四回卒業式挙行卒業生

3 9名

4 9. 3.3 1 増築 7教室竣工

49. 4. 6 児童数 54 1、学級数 16、

教職員数 24名

5 O. 3.25 第五回卒巣式挙行

卒業生 48名

5 O. 4. 7 児童数 61 3名学級数 17 

職員数 25名

51 3.25 第六回卒業式挙行

卒業生 5 6名

5 1 4. 1 増築校舎完成(普通教室 7、図

qu 
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書室 1) 

昭51. 4. 6 児童数 700、学級数 17 

52. 3-25 第七回卒業式挙行 卒業生 7 7名

52. 4. 6 児童数 73 8名、 18学級 (新入生 177名 )、教職員 26名

53- 3_25 第八回卒業式挙行 卒業生 7 9名

53-4. 6 児童数 779名 2 0学級 (新入生 153名)、教職員 28名

2. 歴代校長

「 l-~-- 名 | 手五工亙瓦一一 i
i初代|岡村 省吾 |4541~483-31 I 
I 2代|村田安正 I4 8. 4.1 -5 1. 3_ 31 I 
|3代 l田中春 男 I5 1 4.1-現在 ! 

3- 地域の環境

日野市の南東部Kあって、多摩丘陵に造成された百草団地がおもな学区域である。団地の内外 とも起

伏が多く、まわり Kはま犬線も多く、静かで変化K富んだ高台である。

眼下Vては浅川がゆっくりと流れ、その向う忙は日野市街K続いて立川まで一望K見渡すことができる。

近くには多摩動物公園や百草園等があり、日曜日などは都塵をさけたリクレーションの人々でにぎわう。

自然忙いだかれたよい環境 といえよう。

4. 教育目標

。 元気で じようぶなこども

。 進んで働くこども

。 ょく考え 正しいことをやりぬくこども

。 思いやりがあり 助け合 っていくこども

5. 指導の重点

各教科

体験や行動を通じ、児童が主体的忙とりくむ学習をめざして

。創意ある発問や課題の提示をはかる

。教材， 教具や資料を活用する。

。授業研究の充実をはかる。

。道徳

身近な生活の中かち問題をほりおこし、ひとりひとりの心情 Kはたらきかけ、実践化 Kつながる

指導をすすめる

。特別活動
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1・

-児童が自発的K参加する学校行事をめざして創意工夫をもった活動の展開をはかる

。代表委員会、学級会活動、各種委員会のつながりを深めること Kよって全校K浸透した活動を

めざす

。生活指導

。集団生活のきまりを身につけさせ、秩序ある生活と協力の心を育てる

・学校美化、清掃活動への積極的参加を通じて公共物愛護と勤労の精神を養う。

3 年 4 年!

1計三l

F
h
d
 

唱

'a



8. 本校研究主題の推移

1一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

i昭和46年度 i作文憎の系統 i 

EE7年度 i日可可豆正二二二一一二二二二二二二j
i昭和48年度 | 考える力をつけるための授業 1 

1昭和 49年度 ! 授業を通 して思考力を 高める l 

L四三0年度 | 思考力を養 うため盟竺明監 理竺あり方 一 一一一一 一一一二--J
l昭和 51年度 | 思考力を養うための教材の精選と授業のあり方 ! 

|昭和 52年度 | 発問、課題のあたえ方や教材教具の創意ある活用を通 じて思考力を高める授業 i 
のあり方 ! 

!昭和 53鞭 | 思考力を高めるための授業のあり方(国語)

9. 本校の特色

在学児童のおよそ 95パーセントが住宅公団百草区出2から通学する児童であり、いわゆる団地学校で

ある。そのため通学路は整備され、専用の遊歩道治ミ通学路となり、安全性は極めて市'j¥， 、。しかし反面学

区域がせまく、変化をもとめ、土のKおいに無限の魅力を感じているのが本校児童の実態である。

開校以来 8年を経過したが、児童数の増加がはげしく、すでに高幡台小を分離 し、 さちに毎年 2学級

増の見込みで、数年先Kは、 22学級からの規模となる見通 しである。 激変する本校では教育上の内容

環境ともに数年先を見こした教育計画(長期計画とよんでいる 〉の充実が急務 となっている。
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10.都教育研究員・研究生歴

氏名 j場所 i

永井一郎 |学 大 i
佐々木加津子 |都教委 |

松田楽
! | 一一一一一一」一一一一一一「究 員 1

52年度 i図工 |佐藤

研究員(53年度 l特活 |江口

12.学校 K至るまでの地図

N
i
ι
ー
ー
十
l

高幡不動駅
京王線 至

汁刊+-t+l十+十1-+-府

中

至
人
王
子
駅
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学校名 目野市立滝合小学校

所在地 日野市西平山 2の 3の 1.

電話 0425-83ー5172・5173

順 路 京王線平山城杜公園駅下車徒歩 10分

校長氏名 梅田 茂 教頭氏名 深 '尾 真

1. 沿革の大要

昭46. 4. 1 平山 2720番地忙開校

(学校長峰岸敬次郎

児童 728人 20学級)

46. 6. 1 開校記念日

4 6.1 2. 1 校章、校歌制定

47. 2.25 落成式挙行

5 O. 4. 校地緑化用植樹(桜・柳・梅等)

52. 3. 旭が丘小に 20 1人分離

2. 歴代の校長

1.峰岸敬次郎昭 46.4-昭50.3 

2. 鈴木英夫昭 50.4-昭 53.3 

3.梅田 茂昭 53.4-現在

3. 地域の環境

農地の聞に点在する屋敷森をはさんでL 浅川

よりに平山団地、中央線より K鉄道宿舎がなら

び、それ等の間忙近代風の住宅が建ちはじめて、

新旧入りまじった景観の中Kも、緑が多く、野

鳥のさえずりの聞える自然環境には恵まれた地

域である。

4. 教育目標

(1)健康でたくましい子ども

(2) 勉強忙努力する子ども

(3) 進んで協力し実行する子ども

(4) 生きものをたいせつにする子ども

-118ー

5. 本年度指導の重点

(1)各教科

ア 各種の教育機器の活用をはじめ、教材教

具を効果的に使用して指導法の研究をする。

イ 「子どもの主体性をのばす」指導法の研

究を重点的Kとりあげ、児童ひとりひとり

K理解と愛情のゆきとどいた質の高L、授業

をめざす。

(2¥ 道徳

ア 人命はもちろん、動植物の生命を尊重し、

それに基づく健康の増進と安全教育K努力

する。

イ たがL、に信頼し、協力し合い、実践活動

を重視する。

ワ やさしL、心をもって、動物や植物を愛護

する。

(3) 特別活動

ア 生活指導、保健、給食指導と密接な連絡

のもと、職員共通涯解の上K立って活動を

進める。

イ 教育目標を達成するためK、個々の児童

の自主性、倉|障性を尊重しながら連帯意識

の昂揚をはかる。

ウ 学級指導の充実をはかる。

(4) 生活指導の重点

ア 「学級のきまり」を日々の教育活動 K結

びつけたり、家庭との密接な連絡をとった

りして日常生活における基本的な行動様式

の育成をはかる。

ゐ



交通、避難の訓練行事や、学校の全教育活動をとおして、安全に対する意識や理解を深め、自他

の生命を尊重する実践的な態度を養う。
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の 他番号| 氏 名 i年令 |担任 i本校就任年月日 |研究捌| そ

251北脇春樹 13115-41昭 53. 4. 1 I理科|保健

26 I小林桂子 I2 7 ; 6 -1 I昭47. 4. 1 I家 庭|教育調査[4F11日 140 1 6ー 21昭51. 4 川社会|補教

一 一 渡 辺かほ 14216ー 3 I昭 46. 4. 1 I国 語|図書館

三 9|伊藤恵造 I5 2 I 6 -4 I昭46. 4. '1 I社 会|教務主任

3 0|鳥飼政喜 1541専科 |昭 46. 4. 1 1図 工|職員研修

3 11村越 正 |42ト |昭46. 4. 1 I理 科 | 教 務

3 21萩原章 子 I32ト |昭 5O. 4. 1 I家 庭|補教

三日一旦あつ 子 I2 81 11 I flB 4 7. 4. 1 LE! 楽|図書館

34 1内田陽子 123 I養 護 | 昭 53. 4. 1 1保 健!日々出欠

l_~~ 横田昭子 l 3 5 I事 務 |昭 53. 4. 1 I事務|事務

1 
A 参

コ寸
8. 研究主題の推移

昭和 46年度

教材教具を授業Kもっとも有効適切に生かすには、その整備及び活用をどうしたらよいか。

昭和 47年度

特別教室、資料室等の利用を有効K、教材教具を有効的忙使用するよう指導法の研究をする。

昭和48年度

授業研究を自主的におし進め、児童ひとりひとりに理解と愛情のゆきとどいた質の高い授業をめざす。

昭和 49年度

授業研究を自主的忙おし進め、特に体育の授業を重点的にとりあげ、児童ひとりひとりに理解と愛情

のゆきとど L、た質の高い授業をめざす。

昭和 50年度

児童の創造性、思考力の発展をめざし、各教科Kおける系統的、効果的な指導法の研究を深め、授業

研究をとおして児童ひとりひとりが主体的に学習を進められるような授業をめざす。

昭和 51年度

児童の創造性、思考力の発展をめざし、前年度陀引き続き国語・社会・算数を中心 K、児童の実態を

基忙授業研究を深め、質の高い授業をめざす。

昭和 52年度

前年度に引き続き国語、社会、算数を中心Kより質の高L、授業をめざす。

昭和53年度

「児童の主体性をのばす指導法の研究」を生活指導、体力向上、教科指導(移行措置のねちいと指導

法〉の三つの分野かち指導法Kついて、実践指導も行ないながら研究を深めていく。

9. 本校の特色

校地面積 21391m"と L、う中学校なみの広さの中K、二の字型VCA棟、 B棟と並んだ校舎は、市のモ
司.

nu 
ワ
ハ回
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デノレ校的存在忙なっている。校庭K作られた、児童教職員の労作 Kなる古材利用の遊具は本校を象徴す

るものであり、児童が体力向上には不可欠のものである。

児童は全般的K素朴、純情、素直等の美点を持ち活発忙行動する元気のみなぎった者が多 L、。

10.都教育研究員・研究生歴

|昭和48年度|岩尾照夫 i算 数|都研究生〈学芸大-)-1 

11保護者の職業一覧

職業 |家庭数 | 可E 職業 家庭数 | % 職業 家庭数 % 

商業(自営) 3 4 4.2 国家公務員 9 1.1 サービス業 8 1.0 

工業(自営) 10 1.2 市役所 16 2.0 無 職 5 0.6 
.1-ー一一ーー

会社員 4 49 56.4 教員 21 その他 15 1.8 

農 業| 2 0.2 その他 35 4.4 

国鉄職員 139 17.4 土 木 建 設 18 2.2 

運輸通信 31 3.8 自 由業 4 計

12.学校K至るまでの地図

至八王子
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学校名 目野市立高幡台小学校

所在地 日野市程久保55 0 

電話 0425-91ー 7011・7012

j闇 路 京王線高幡不動駅より百草団地行きパス

Kて5分高幡台団地下車

校長氏名 手代木和夫 教頭氏名 古田歌介

1. 沿革の大要

昭 46. 8. 7 校舎新築工事起工

4 7. 3.1 0 校舎完成

47. 4. 1 日野市立高幡台小学校として開

校

鉄筋三階建校舎普通教室 12、

特別教室 4、特別室 9、学級数

1 2、児童数 402名、教職員

18名、市職員 2名

47. 5.27 高幡台小学校 PTA設立総会

47. 6.24 ~椴式

本日を開校記念日とする

47. 8. 1 プーノレ完成、 プーノレ開き挙行

48. 2.2 4 校旗、校歌制定

48. 3.2 4 第一回卒業式

卒業 生 男 18、女 15 

計 33 

48.10. 6 体育館落成式、体育選手模範演

技

49. 3.25 第二回卒業式

卒業生男 18、女 28

計 46 

49. 4. 1 第一期増築工事完成

普通教室 9、図書室 1、職員室

改造工事

5 O. 3.25 第三回卒業式

卒業生男29、女 26 

計 55 

51. 3.25 第四回卒業式

-122-

卒業生男 32、女31 

計 63 

昭52. 3.25 第五回卒業式

卒業生男 51、女 46 

計 97 

昭53. 3.25 第六回卒業式

2. 歴代校長

卒業生男 40、女 38 

計 78 

氏 名 年月~年月

平松健太郎昭47. 4. 1 --5 0.3. 3 1 

手代木和夫 5 0.4.1-現在

3. 地域の環境

日野市の南東部の多摩丘陵K造成された高幡

台団地がおもな学区域である。高幡台団地は 5

階-11階の高層鉄筋住宅で、歩行者通路 と車

道が分けられていたり、郵便局、ショッピング

センターが住宅内 Uてあるなど住み良く作ちれて

いる。団地のまわり忙は緑の森林をめぐちし、

西方Kは丹沢、関東山地の山々を越えて富士が

望まれ、北西方Kは日野市街、日野台、八王子

市街から遠く秩父の山々が連っている。学校か

ら眺める景観はまことに美しくかっ壮大であるo

近くには、多摩動物園、百草園、高幡不動が

あり、都民に親しまれている。住宅街の近くに

は田畑も残っていて、農耕にいそしむ農家の人

々もあり、静かなよい環境である。



‘ .. 

4. 教育目標

(1) 学校の教育目標

個生豊かで調和と統一のとれた人間形成をめざしてつeぎのような子どもを育成する。

。あたたかい心で、 助け合うこども

。ょく考え、自分からやりぬくこども

・働くこども

・明るく健康なこども

@すけあう子

@ん が える子

⑬たらく 子

@ くましい子

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

学校教育目標の具体化を図る。学年、学期始めに計画をたて、学期、学年末K反省を行ない、つぎ

に生かす。

教科指導の重点を国語におき、授業研究を通し、教育目標を徹底する。

教員研修を充実し、教材、指導法の研究をし、指導力を高める。

-E
 

e
 

5. 指導の重点

(1 ) 各教科・道徳・特別活動の指導の重点

ア各教 科

朗読、文意の読みとりがしっかりできる子どもを育てる。

主体的な学習によって創造性を伸ばす。

イ道徳

規則の尊重…・・・廊下の歩行、集合時の態度など、 きまりは学校生活を楽しくするためにあること

を知り、実践化を図り身Kつけさせる。

自主、自立……学級、学校生活、学習の中から進んで、仕事を見つけ、もっている能力を伸ばし、

学習をより深め、学級、学校の生活をより楽しくする心構えを育てる。

ワ特別活動

運動会、音楽会等の学校行事や学校生活の中 K児童の考えを生かし、より楽しい学校生活を築 く。

学校の学級指導の年間計画 K再検討を加え、安全、保健、給食、図書d旨導の充実を図る。また

学級指導の時間設定K工夫をする。

学校行事の中に、子ども達を参加させ、児童活動の活発化をはかる。

(2) 生活指導、進路指導の重点

自他の区別をしっかり身Kつけ、節度ある生活を身 Kつけさせる。

校舎内外の環境を、より清潔で、、より楽しいものとするために、掲示物を工夫し、 清掃を徹底する。

そして情操豊かな子どもを育てる一環とする。
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校内外の生活の中で、た治丸、に助け合う。

(3) その他の配慮事項

月行事予定の中で、学椴担任、専科担任の研修、事務処理の時間確保に努める。

校務分掌の適正配置、配分を心がけ、仕事の内容を成文化する。

児童、父也教員が、たがいに信頼し、協力を高める工夫をする。

6. 児童数(4月10日現)

1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年

学級数 5 4 4 4 3 3 23 

男 108 90 8 1 76 63 57 475 

女 95 79 90 75 65 53 457 

計 203 169 1 7 1 151 128 1 1 0 932 

7. 教職員

番号 氏 名 l年令|担任 本校就任年月日 !研究教科 そ の

1 手千抹和夫 5 9 校長 昭 5O. 4. 1 経
介昌主4、

2 古田歌介 5 2 教頭 昭 52. 2. 1 経 戸凸ふら

3 山田洋士 3 9 1 -1 昭 53. 4. 1 算 数 生活指導

4 勝俣友子 4 1 1 -2 昭 51. 4. 1 算 数 教務

5 福田信子 4 9 1 -3 昭 53. 4. 1 理 科 生活指導

6 小口澄 代 3 2 1 -4 昭 51 4. 1 国 宝ロ五ロ 図 書

7 I児玉令子 3 1 1-5 昭 53. 4. 1 図 工 教務

8 玉置順子 3 2 2-1 昭 5O. 4. 1 家 庭 生活指導

9 本間幸 子 2 9 2-2 昭 48. 4. 1 I図 工 図書

1 0 山口重 雄 2 9 2-3 昭 5O. 4. 1 体 育 環 境

1 1 坂口田鶴子 5 6 2-4 昭 5O. 4. 1 算 数 教務

1 2 村越裕子 4 2 3 -1 昭 47. 4. 1 社 会 庶務

1 3 須藤貞雄 5 3 3-2 昭 49. 4. 1 体 育 給食

1 4 中村笠子 3 6 3-3 昭 47. 4. 1 2日2二 楽 生活指導

1 5 青柳佳子 3 2 3-4 昭 47. 4. 1 社 会 庶 務

1 6 渋谷範子 3 1 4. 1 社 会 生活指導

1 7 高橋和 代 4 4 4-2 昭 53. 4. 1 体 育 保健

1 8 岡江 フミ子 2 9 4-3 昭47. 4. 1 算 数 教務

1 9 丹羽亮典 4 4 4-4 昭 52. 4. 1 I道 徳 視聴覚

2 0 斉藤 正子 3 6 5 -1 昭 52. 4. 1 コ田乞 楽 生活指導

2 1 岩崎英夫 126 5 -2 昭 5O. 4. 1 I体 育 環境
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事可

|番号 | 本校就任年月日 研究教科 i そ

2 2 佐久間久美子 4715-3 昭，49. 4. 1 理 科 教 務

2 3 赤井光子 32 6 -1 昭 47. 4. I 国 主ロ五ロ 視蹴

2 4 安西利江 35 6 -2 昭 47. 4. 1 家 庭 給 食

2 5 増 田静香 2 9 6-3 昭 47. 4. 1 国 三R五1:1 生活指導

2 6 長沼 正幸 3 3 理 科 昭 52. 4. 1 理 科 教務

2 7 河原田桂子 4 6 音楽 昭 47. 4. 1 コ回乞 楽 生活指導

2 8 副田 実枝 3 1 図工 昭 52. 4. 1 図 工 給 食

2 9 森田芳博 3 0 体育 昭 52. 4. 1 体 ニ円白Z 環境

3 0 金 野峰子 3 3 養護 昭 52. 4. 1 養 護 保健

3 1 石田 義一 4 4 事務 昭 47. 4. 1 事 務 事務

3 2 小山田直己 3 3 給食l昭 47. 4 1 特 活|給食

8.研究主題の推移

4 9.5 0.5 1年度研究委託校として授業研究Kとり組み、夫々文書発表を行ったo

5 3年度は、 5 2 年度に引き続き í~売解力を高める指導法の研究」をすすめる。

9. 本校の特色

の 他

団地校であることから、家庭の生活程度カ平均している。児童の知能程度も比較的高い。反面に閉鎖

的で協力的な面が欠けるので「あたたかい心で助け合う子ども」の育成を目ざして研究を進めようとし

ている。

10.都教育研究員・研究生歴

i年 度

昭和46年度

昭和 50年度

11.保護者倒哉業一覧

氏名

勝俣友子

古田秋介

会社員 634

公務員 65 

運 輸 47 

教 員 2 8 

9 

自宅商・自宅工 28 

司。

68% 

7% 

5% 

3 % 

1 % 

3% 

研究員・研究生別

研

li 職
報道

各 種

会社

l そ
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員

他

家庭数 i 可a

1 9 2% 

2 8 3% 

1 9 2% 

1 9 2% 

3 6 4% 

932 1 0 0 % 



12.学校に至るまでの地図

-126ー



学 校名 目野市立南平小学校

所 在 地 日野市南平4-18-1

電話 0425-92ー2021・2022

順 路 京王線南平駅より徒歩 12分

校長氏名 黒沢保雄 教頭氏名 野口昭平

1. 沿革の大要 昭49.11.22 校歌、校旗、校章の制定および

昭48.12.1 7 日野市教育委員会において南平 発表会を潤徳小体育館Kて挙行。

小学校設置を決定 当日を本校開校記念日として制

4 8.12.26 日野市議会Kおいて、南平小学 定

校設置を可決 49.1 1.2 9 本校舎へ移転

49. 3.25 仮設校舎完成。プレハブ教室11 4 9.1 1.3 0 校庭(運動場)整備完了、進入

職員室 1、校長・事務室 1、職 路舗装完了、正門・フェンス取

員室 1、教材室 1。他 K潤徳小 付完了。全児童登校授業開始

新館k4教室。更に保健室、用 49.1 2.31 体育館完成

務員室をクラブハウスK設置 5 O. 2.1 4 校舎、体育館落成式挙行

49. 4. 1 日野市立南平小学校開校 同記念行事、同祝賀会挙行

学級数 15、児童数 53 5名、 5 O. 3.25 第 1回卒業式挙行。

教職員 22名、市職 4名 卒業生 67名

49. 4. 5 仮設校舎校地整理完了 5 O. 3.31 校庭花だんへ植樹

49. 4. 6 第 1学期始業式、第 1回入学式 5 O. 4. 7 第 2回入学式挙行。

挙行。新 1年 122名 入学児童 118名

49. 5. 4 本校舎工事着工。総工費 5 O. 4.3 0 大小プーノレ完成

220，166万円、敷地面積 51. 3.25 第 2回卒業式挙行。

26535rrt、鉄筋コンクリート 卒業生 68名

四 階 建 防 音校舎・4，456m" 52. 3.25 第3回卒業式挙行。

49. 5.22 南平小学校PTA設立総会開催 卒業生 10 1名

49. 7.1 0 校樹として「スズカクの木」を 53. 3.2 5 第 4回卒業式挙行。

決定。校旗・校章図案のもとと 卒業生 10 6名

する。

4 9.1 1.1 5 本校舎完成 普通教室 20、特 2. 歴代校長

別教室 5(理、音、家、図、図 黒沢保雄昭49.4.1-現在

書〉、その他保健室、給食室、

校長室、職員室、事務室、用務 3. 地域の環境

員室等 本校の学区域は、日野市の南部K位置し、前

円

iq
b
 



面に多摩丘陵をきりひら¥，，t.::..南平台(なんぺいだL、)、みなみが丘、鹿島台、川崎街道をはさんだ南平

中(なか)、下(しも)(昔からの唯一の集落)、京王線と浅川ぞいKはさまれた向島の六地区で構成

され、比較的まとまった学区域で、あり地区の把握がしやすL、。南平中、下をのぞき何れも新興の分譲住

宅地であり、父母の社会的、経済的地位は比較的安定している。従って学校教育Kょせる関心も高く、

学校K協力的である。

学区域Kは、自然林あり、田畑、果樹菌等自然条件にめぐまれ.、西方K丹沢連峰から秀麗富士を仰ぎ

見、施設、設備、校庭等の完備と合まって、教育的環境としては最高の条件を具備している。

4. 教育目標

(J) 学校の教育目標

本校の教育は、 憲法、教育基本法の精神 K基づき、地域の特性をふまえ、児童の個性、能力の伸長

と自発性・創造性を重視し、調和と統ーのある教育をめざして行う。

。 心身とも Kたくましい子ども

口考えながら学ぶ子ども

。最後までやりぬく子ども

u おもいやり の あ る 仲 よ い 子 ど も

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

教職員の学校経営への積極的参加をとおして、行事、会議等のむり、むだをはぶき、日々の授業

を充実させ、明るく豊かな学校とよい校風づくり忙はげむ。

新学習指導要領の趣旨をふまえ、移行措置を円滑に行うため、各教科領域の研究をとおして、教

育内容の精選と充実、指導法の改善をはかる。

体力づくりを行うため環境を整備し、体育、特別活動をとおして計画的な指導を行う。

5. 指導の重点

(J) 各教科

「考えさせる授業」の指導法をくふうし、目標、内容、方法の一貫化と教材教具の整備活用をは

力、る。

児童の自発的学習意欲を高めるくふうをする。

(2) 道徳

。 人間尊重の精神を根本Kおき、おもいやりの心をたいせつにする指導を計画的にすすめる。

。 各教科、領域との連けいを深め、内面化、実践化をはかる。

効率的な指導と実装をはかるためK、指導計画の立案をすすめる。

(3) 特別活動

ロ 集団活動をとおして、児童の自発的、自治的な実践活動を促す指導をすすめ、自主性、倉u造性と

豊かな社会性を培い、実践的な態度を身 Kつけさせる。

。 児童カ潜極的に楽しく参加できる特別活動の全体計画を樹立する。

(4¥ 生活指導
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f， 

。 ひとりひとりを大事Kし、互に尊重し合う生活態度を培う。

「学校のきまり」を主体的Kとり組ませ、充実した学校生活をさせる。

。 健康で安全な生活に心がけ、けがのない日、事故のない日をめざし、 くふうする。

。 協力して明るく清潔で活気ある学校をつくるようにさせる。

(5) その他明己慮事項

ロ 教師聞の教育に対する共通理解を深め、児童、 教師、父母との、心の交流をはかり、信頼を高め、

思いやりがあり、 最後までやりぬく子どもの育成をはかる。

。 校舎内外の環境の美化につと め、勤労をよろこび、公共性をもった、情操豊かな子どもの育成を

はかる。

6. 児童数(5 3.4.10現在 〉

下三|1
学級数

男

女

計

7. 教 職 員

主~

M 
1江7

年 I3 年

7-1 1~ 
日5P子十七i

三十::|コ

i番号| 氏

i黒 沢保雄 153l校 長!昭 49 

名 |年令|担任i本校就任年月日 (研究教科 | その他

4. 1 1学校経営 |

2 I野口昭平 52 教 頭昭53 4. 1 学校経営

3 河村令子 3 0 1 -1 昭49. 4. 1 算 数 図書館

4 船橋美奈子 2 5 1-2 昭51 4. 1 国 三ロロ五 財 務

5 古久保蝶子 2 5 1-31昭 51 4. 科 |視聴覚

6 山中 義 男 4 2 1 -4 昭 53. 4. 1 道 徳 教 務

7 藤井香代子 127 2 -1 昭 53. 4. 1 算 数 特活

81進 真郎 51 2 -2 昭 49. 4. 1 体 育 教務主任

9 坂井 和子 5412ー3 昭49. 4. 会 |教務

1 0 I片岡千寿子 I4 3 3 -1 昭 53. 4. 1 道 ノ"詰じ.、1 給食主任

1 1 杉 本順一 2 6 3 -2 昭5O. 4. 1 1体 育 生活指導

1 2 阿部二三子 2 9 3 -3 I昭 53 4. 1 国 至ロ五ロ 図書館

1 3 清 水三津恵 2 8 3 -4 昭 53. 4. 1 三日主二 楽 視聴覚

1 4 前川花子 511 4ー1I昭 51 4. 1 国 三ロロ五 教務

1 5 中 西快枝 2 5 4 -2 昭 52. 4. メ二区L 生活指導

佐々木正典~~ー 3 i 昭 5 2 4. li体育 特 活

間当間糸子 148i5-11白5O. 4. 1 I家 庭 |図書館主任
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j番号i氏 名 i年令|担任 |本校就任年月日 i研究教科 ! そ の 他

11 8 I越 村清治 133I 5ー 21昭 53. 4. 1 I社会|特活

19 I丸茂洋子 I3 61 5ー 31昭53. 4. 1 I家 庭|糊主任

2o 1藤田孝彦 14616-11昭 5O. 4. 1 1図 工|保健主任

2 1 1堀 竹 充 12 41 6ー21昭 52. 4. 1 1体 育|視聴覚主任

221森 清晃 15 21理科 |昭 51. 4. 1 1理 -科|生活指導主任

23 I村上悦子 I4 1 I音楽|昭 49. 4. 1 I音 楽|視聴覚

241関 賀穂留 12 81図 工 |昭 53. 4. 1 1図 工|生活指導

25 1土屋良子I2 51養 護 |昭 49. 4. 1 I保健体育|保健

261田辺正志13 1 1事務|昭 49. 4. 1 1事務|財務

27 I野崎幸子I2 51栄養士l昭 49. 4. 1 I給 食l給食

8. 研究主題の推移

昭和 50年度分研究委託校と して授業研究Kとり組み、昭 51. 3第 1回発表を行う。

5 1， 52年度も引続き「児童の思考力を高める指導法の研究」をすすめている。

5 2年度都研金松所長を迎え市内各校K授業を公開する。

5 3年度も引続き研究をすすめている。

9. 本校の特色

(J) 児童、父母ともに学校を信頼し、協力的である。

(2) 児童、父母の経済的、社会的地位が比較的安定しており、要・準保護家庭がすくなし、。

10.都教育研究員・研究生歴

年 度 氏名 教科領域 研研究究員主ー別 i年 度 氏名
教科領域lE室町

昭和 35年度 黒沢保雄 社 会 研究生 昭和 45年度 村上悦子 王臼宝こ 楽 」

昭和 39年度 黒 沢 保 雄 社 会 研究員 昭和 48年度 藤田孝彦 特 活 11 

昭和 4U年度 野口昭平 道 徳、 11 昭和48年度l越村清治 社 会 " '. 

昭和 42年度 坂井和子
教育方法

11 昭和 51年度 山中義男 道 徳、|(図書館)
H 

昭和 4.4斗渡 山 中 義 男 道 徳、 研究生 |
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t巴

11.保護者の職業一覧(5 3. 4調〉

職 業 家庭数 % 

会 社 員 366 65 

o 、 務 員 41 7 

教 貝 20 4 

運 輸 1 3 2 

工 員 1 

自宅商・工 43 8 

報道関係 11 2 

サービス 業 14 2 

12.学校K至るまでの地図

職 業

各種 技師

会社役員

団体職員

農 業

建 設 業

そ の 他

合計

一

!家庭数

5 

1 3 

1 1 

5 

1 2 

8 

567 

高
l防

不

動

% 

1 

2 

2 

1 

2 

1 

100 

至日野

尊日野市役所

京王繍有平駅下車徒歩12分京王線高幡不動駅下車徒歩15分 七生出
中央線日野駅よりパス南平下車徒歩10分 至多摩動物
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学校名 目野市立程久保小学校

所在地 日野市程久保 504の 1

電話 0425-92-5 014 

J唄 路 京王線高幡不動駅より動物園行きパスKて

5分中程久保下車徒歩2分

校長氏名 渋 谷義 教頭氏名 村松徹一

1. 沿革の大要

昭51. 校舎新築起工

52. 2. 1 初代校長渋谷義一就任

潤徳小学校内忙開設準備室をお

く

52. 2.28 校舎完成

52. 4. 1 日野市立程久保小学校として開

校。学級数 18、児童数 657、

教職員 26、市職8

52.1 0.20 落成式校歌・校章発表会

2. 歴代校長

氏

渋谷義

3. 地域の環境

名 年月~年月

昭 52.2.1--現在

日野市の南東部Kあって八王子市と接してお

り、明星・三井・電建の新興住宅地か主な学区

域である。住宅は多摩動物公園線の両側の起伏

に富んだ傾斜地に建てられている。西側忙は動

物公園の園舎もみちれ遠足時Kは子どもの集団

が遠望できる。東側は高幡台団地K接している

けれど一面緑が目K入る自然環境である。

4. 教育目標

心身ともに健康で互いに協力しあい豊かな情
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操の持ち主を次の三点をとおして育成する。

口本気

冗気

。根気

5. 指導の重点

。各教科

・意欲的な学習態度を育てる

・教材研究を深め実地授業をとおして指導法

の改善をはかる。

・教材教具の整備充実と活用をはかる。

。道徳

。教育目標の本気・元気・根気の実現をめざ

した道徳教育を推し進める。

。教科・特活指導と連けいを持たせて道徳性

の内面化・態度化をはかる。

。 特別活動

・学級会活動、児童会・クラフ活動を充実さ

せ自主f弘社会性の育成をめざす。

・学校の行事忙すすんで参加すること忙よっ

て学校生活を安全で明るくうるおいのある

もの忙する。

。 生活指導

。連帯感のある学校づくりをすすめる。

@学校における基本的行動様式を身につけさ

せる。

-安全教育の徹底をはかる。



6. 児童数

一両
i 1 年 I2 牛 1・ 4 年 I5 年 i 計

3 

男 60 60 49 55 351 

女 5 5 48 73 60 5 1 

計 1 1 5 108 122 136 109 106 696 

7. 教職員

i番号|氏

il渋谷義一f5il校長|昭 52 2. 

2 村松徹二 51 教頭 i昭 52. 4. 1 理 科

3 I堀越満枝 5 2 3の1 昭 52. 4. 1 I体 育 研究主任

4 小畑智恵子 4 9 6の3 昭 52. 4. 1 国 語|学年主任

1 I道5 上野森良 4 8 6の1 昭 52. 4. 徳 教務主任

6 河野千秋 4 2 2の1 昭52. 4. 1 社 会 生活指導主任

7 川井矩子 38 1の3 昭 52. 4. 1 社 会 学年主任

8 井浦 弘 351 4の2 昭 52. 4. 1 図 工 学年主任

9 塚 本純子 341 2の2 昭52. 4. 1 家 庭

科|学年主任1 1 土方邦男|331 5の2 昭52 4. 1 理

4. 1 6 社 メ二EミZ 1 2 佐藤智子 321 4の11昭 53

1 3 川上卓ー 3 1 専 科 昭52. 4. 1 I理

1 4 松 田 英明 30 5の3 昭52. 4. 1 体 育 保健主任

1 5 小 堀 こう子I2 9 専科 昭 52. 4. 1 三臼主ニ
楽|

1 6 浜野育子 昭 52. 4. 宝ロ五ロ 給食主任

1 7 間瀬悦子 29 1の1 昭 52. 4. 1 国

1 8 渡辺 み ち 子 28 4の4 昭52. 4. 1 国 三ロ五ロ

1 9 米川 みえ子 2 7 5の1 昭 52. 4. 1 医| 三口五口

2 0 石川茂子 27 3の2 昭 52. 4. 1 算 数

211松本真知子 26 専 科 | 昭 52. 4 1 図 工

佐々木千鶴子 25 22 4の3 昭 52. .4. 育

2 3 小原 ゆりえ 2 4 6の2 昭52. 4. 1 家 庭|

241糸井 則子I2 4 1の2 昭 52. 4. 1 理

2 5 細井聖子 5 3 養護 昭 52. 4. 1 保 健

26|横山謙二 30 事務 i昭 52. 4 1 事

2 7 宮坂 典 361給食昭 52. 4 1 給

「 一一一寸

名 |年令i担仕|本校就任年月日 |研究教科 i その他
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8. 本校の特色

在学児童の多 くは家庭環境 Kめぐまれており、 いろいろな面でみたされている。しかし、児童は保護

されて育った感じで、たくましさK欠けている。これが今後の課題である。

開校間もないため、校庭など整備されていない面が多いが一つずつ整備忙つとめている。

9. 都教育研究員 ・研究生歴

年 度 氏 名 教科領域 区分
イ

昭和 41年度 渋谷義一 理 科 研究員

昭和41年度 村松徹ご 理 科 研究員

昭和 42年度 渋谷義一 理 科 研究生

昭和 49年度 l上野森良 国 語|研究員

10.保護者の職業一覧

職 業 家庭数| % 職 業 家庭数| 司自

会 社 員 319 64.7 l運 輸 6 1.2 

~ι~、• 務 員 4 7 9.3 報道関係 8 1.7 

教 員 33 6.8 団体職員 15 3.1 

自 pニιじー・ 商 30 6.2 そ の イ也 15 3. 1 

自 宅 工 11 2.3 無 職 4 0.8 

医 師 4 0.8 計 492 100 

11.学校K至るまでの地図

至
府
中

N 

li12 程久保小

8
せ

司

3
唱

i



学 校名

所在地

電話 e

j眼路

日野市立旭が丘小学校

日野市旭が丘 5丁目 21番地 1

0425 -83 -3 733・3748

中央線豊田駅北口下車徒歩 25分

京王ノミス 大和田坂上
都パス(石川入口)下車 10分

校長氏名 小 野寺東雄 教頭氏名 山口武彦

1. 沿革の概要

昭 51. 5.2 1 仮称第 18小学校の開設準備委

員会が発足する。六小8名、滝

合小 8名、市教委8名、計24名。

昭 51. 9. 6 安全祈願祭が、仮称第 18/J学

校の敷地で行われる。

昭51.1 1.29 日野市教育委員会で、仮称第18

小学校の学区域がきまる。

昭51.12.23 日野市議会で仮称第 18小学校

の設置が正式K決定する。

。学校の名称 日野市立旭が丘

小学校

。設置場所 日野市旭が丘5

丁目 21番地の

昭52. 2. 1 初代校長として、日野市立日野

第六小学校教頭小野寺東雄が補

せられる。

昭52. 4. 1 日野市立旭が丘小学校開校する。

昭 52. 4. 6 

昭52. 4.2 0 

昭 52. 4.2 1 

昭 52. 4.27 

昭52. 5.20 

学級数 18、児童数 70 7名、

教耳韻 26名、市職員 8名、計

3 4名

第 1学期始業式、第 1回入学式

挙行する。

授業研究校を受けることを決定

する。

給食を開始する。

教育目標決定

校舎完成

昭52. 7.20 校章決定

昭 52. 8.15 体育館完成

昭52.1 O. 1 開校記念大運動会

昭52.1 0.1 3 市主催落成式

昭52.11.1 2 開校記念展覧会

昭52.1 1. 2 1 校歌制定

昭52.11.2 2 第 1回開校記念日

昭 53. 3.2 4 第 1回修了式

昭 53. 3.25 第 1回卒業式

2. 歴代校長

i l 氏 名 | 年月~年語一一-i
l初代|小野寺東雄 152.2.1 -.現在 | 

3. 地域の環境

本校は、日野市西南部の八王子市との境に位

置している。学区は、浅川の第一河岸段丘と第

二河岸段丘の二段Kまたがっている。東西 2lan、

南北1.5 lanと広く、学校が西忙偏在しているた

め、通学時聞が 30分以上かかる児童もいる。

学区の中心部は、東芝や帝人などの大工場がし

め、その周辺に個人住宅や集団住宅が混在して

いるo 主要道路陀は歩道があるが、通学路の交

通安全施設の整備はおくれている。また、工塚 1 

は多いが、公害問題は少なL、。学校の周辺には、

畑や雑木林も多く公園もあり、自然に恵まれて

いるo 父母は、 66%が会社員で学校教育への

関心は深い。

4. 教育目標
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主

(1 ) よく考える子ども

(2¥ なかよくする子ども

(3) がんばりぬく子ども

(4) かちだをきたえる子ども

5. 本年度指導の重点

(1 )各教科・道徳・特別活動の指導の重点

ア各教科

。 昨年度 K引き続き、授業研究をより深め、ひとりひとりの児童の発言・発表を大切に、児童K

わか羽受業をめざす。

。 子どもに考えさせる授業をめざすために、基本方針の (ア〉を受けて、児童忙物事をよく見、間

く態度を育て、気づかせる指導法をくふうする。

イ道徳

。 自分の言動K責任を持ち、協調し合い、相手に迷惑をかけない子どもの育成をめざす。

。 本校の自然林への愛護の精神を通して、 環境の保全K目を向けさせ、動植物へのやさしい思い

やりの心を育てる。

ロ特別活動

。 学級指導の指導内容を明確にし、学級内のよい人間関係を育てる。

。 委員会・クラブ活動の実践を通して、 最後までやりぬく子どもを育てる。

(2¥ 生活指導・進路指導の重点

。 本校児童の基本自性活習慣の実態の分析と、 「学校生活のきまり」の定着化を推進し、児童のよ

り望ましい習慣形成を図る。

(3) そ倒也舗己慮事項

。 校舎・校庭係者施設設涜成した本年度は、その整備・保全と、児童の教育指導への活用K留意す

る。

。 父母会、授業参観日、地区児童会、家庭訪問などのあらゆる機会をとらえて、父母と学校との交

流を深める。

6. 児 童 数

ト¥ iI 年 2 年 I3 年 I4 年 15年 I6 年 ! 計

学級数 L 4  I 41 3 i 31  3 I 3 I 2 

男 1 87 I 74 [ 57 I 57 I 65 I 39 I 37 

女 I 73 I 74 i 66 I 65 I 46 I 54 I 37 
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7. 教職員

|番号 j 氏

(※ 年令は昭和 54年3月現在)

名 !年令!担任!本校就任年月日 i研究教科 | そ の 他
1
1
1
L
i
l
l
i
 

-

-
I 

1 1岬寺東雄 15 21校 長i昭 52 1 学校経営 |2. 

2 山 口武彦 4 7 教 頭 | 昭 52 4. 

31渡辺健一 3 9 1の1 昭 52. 4. 1 I理 科学年主任、理科主任、校内指導主任

4 柴 順 子 1 算 数|教務部、研究委

5 石原美代 3 1 I 1の3 昭52. 4. 1 国 語教務部

~諏訪喜代子 2 9 1の4 昭52. 4. 1 体 育 庶務部

7 渡辺馨鴻 4 6 2の 1 昭 52. 4. 1 体 育
生活指導主任、学年主任、体育科
主任

8 飯田 国代 3 3 2の2 昭 52. 4. 1 図 工 校外指導主任、庶務部

9 川原由紀 3 0 2の3 昭 52. 4. 1 理 科 産休・育休(5 3.4.1 -. 5 4. 3. 3 1 ) 

1 0 斉藤弥生 昭 52. 4. 1 算 数

己1 1 中村麗子 47 3の 1 昭 52. 4. 1 算 数 学年主任、図書館主任、教務

1 2 金畑昭正 昭52. 4. 1 理 科 安全教育主任

1 3 間島春美 3 0 3の3 昭 52. 4. 1 国 R宝玉ロ 研究委

1 4 田 中和子 昭 52. 4. 1 体 育 教務部、府議部

1 5 馬場富男 4 2 4の2 昭 52. 4. 1 国 至ロ五ロ 国語科主任、研究委

1 6 前川 4の3 昭 52. 4. 1 社 よτE』ζ 学年主任、教育相談主任

芳夫 4 5 5の1 昭 52. 4. 1 社 ~ 玉
学年主任、社会科主任、視聴覚主
任、研究主任

1 8 上山 洋一郎 4 8 5の2 昭 52. 4. 1 理

5の31 昭52 1 9 石原八重子 4 7 4. 1 道 徳 保健主任、道徳主任

2 0 佐藤慎一 2 8 6の1 昭 52. 4. 1 体 育 特活主任、研究委

2 1 石井和子 5 1 6の2 昭52. 4. 1 道 徳 学年主任、行事主任

2 2 菅野君江 2 6 6の3 昭 53司 4. 1 I算 数 算数科主任、特活部

2 3 伊東春子 2 6 音楽 | 昭 52 4. 1 3目主己 楽 音楽科主任、教務部

2 4 藤 田富治郎 133 図工 昭 52. 4. 1 図 工|図工科主任、研究委

2 5 奈 良悦子 4 7 家庭 昭 52. 4. 1 家 庭 給食主任、家庭科主任

2 6 倉 林紀子 3 8 養護 昭 52. 4. 1 保 鎚 保鮭部

27 伊藤 功 3 3 事務 昭 52. 4. 1 事 務 管材主任

2 8 加藤広子 3 5 栄養 昭 52. 4. 11栄 養 給食部

. 、

村治子

川治子

産休育休補助jZ317二;:31ii
楽 |産休育休補助 (53.4.1-工瓦王子1

ヴ
4可。



8. 本校研究主題の悌

度
一
度

年
一
年

2

一3

FD

一
FD

和
一
和

昭

一
昭-

子どもによく考えさせる授業のあり方

向上

9. 本校の特色

本年は、開校 2年目である。教育目標のうちの 1つ「よく考える子どもJvr視点をあて、よき教育環

境づくりをめざして、教育活動を展開している。

(イ) 授業研究の推進

(吋 職員、児童、父母の協働忙よる環境整備と美化

り 敷地内の自然淋の保存と活用

10.都教育研究員・研究生歴

年 度 氏 名 教科糊 |研究員・研究生別

昭和 42年度 4、野寺東雄 理科教育研究員

昭和 42年度 上山洋一郎 道 徳 教 育 研 究 員

昭和 44年度 奈良悦子 家 庭 教育研究員

昭和 46年度 山口武彦 社 会 教育研究員

昭和 47年度 山口武彦 社 会 研究生(都研)

昭和 48年度 |中村麗子 給 食 教育研究員

寸諜中央研修

!昭和 49年度 |奈良悦子 fー 化委 員

1 1.保護者の職業一覧 (昭和 53年 4月 6日現在)

区 分 内 谷r:'-:? % 

会 社 貝 各種会社員、庖員、工員、銀行員 377 6 6.0 

自営商工 商業、工業、建築業、アパート経営 55 9.6 

/]，、、 務 員 地方公務員、国家公務員 47 8.2 

公社・公団職員 国鉄、電信電話、国民金融公車 37 6.5 

教 員 国・公・私立の幼・小・中・高・大の教員 18 3.2 

サーピス業 美容、理容、タクシー運転手、ウェイトレス、看護婦 10 

自 由 業 タレント、デザイナ一、著述業、弁護士、計理士、医師 19 

3 引3引引| 農 業 専業農家 1 o. 

無 職

101 0. 
合計
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1 2. 学校に至るまでの地図
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学校名 日野市立平山台小学校

所在地 日野市平山 2-1 -1 苧 191

電話 0425ー92ー6381・6382

順 路 京王線平山城社公園下車徒歩 15分

校長氏名 小川 格 教頭氏名 石井三士

1. 沿革の大要

昭52. 3.28 学校建設校舎予算市議会議決

52. 6. 3 学校開設準備委員会開催

52. 8.1 6 学校用地買収予算市議会決議

5 2. 8.1 9 学校用地売買契約締結

52. 9. 3 校舎建設工事請負契約締結

53. 1. 7 現在地に建設着工

53. 1.2 6 プーノレ建設工事請負契約締結

53. 3.25 体育館建設工事請負契約締結

53. 4. 1 日野市立平山台小学校として開

校、平山小学校の学区から、新

たK平山 1，2， 3， 6丁目を平

山台小学校の学区域と定める。

児童数男26 8、女 282

計55 0名 1 7学級(内心障

2学級)の規模で開校する。

2. 歴代校長

初代 小川 格 (昭 53.2-現在〉

3. 地域の環境

本校は日野市の南端、多摩丘陵の頂きを開発

して建設、北側は、日野市はもちろん八王子、

立川も一望でき、巨大な鳥撤図を眺めるようで

ある。また、南側は、多摩テックから平山城社

公園K連なる雑木林が四季の移り変わりを物語

る。

このように、景観にすぐれるだけでなく、児

童が学習をすすめる上で生きた教材が得易く恵

まれた学校である。

学区は、京王電鉄が造成し分譲した平山 1丁

目から 3丁目忙加えて、平山 6丁目を含んだま

とまりのある地域である。また、この地忙住む

人々ボ相互に環境の美化、浄化に心している。

したがって、静かでおちつきのある雰囲気か維

持されている。

4. 教育目標

憲法、教育基本法、学校教育法の示す国民の

育成忙つとめることを目ざし、次のように教育

目標を定めるo

本校の教育は、生命の尊重を基底とし、自ち

考え、正しく判断し実践できる力をもっ児童を

育成する。

・よく考え くふうする子

。 力を合わせてやりぬく子

心豊かなやさしい子

明るくたくましい子

5. 本年度の指導の重点

(1 ) 各教科・道徳・特別活動の指導の重点

ア各教科

指導内容の精選、重点化を図り、教材

教具の活用を工夫し、基礎的・基本的な

内容を習得させるc

。 児童自らよく考え工夫し、力を合わせ

て学習を進めることができるように指導

方法を改善する。
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イ 道徳

人や動植物の生命を大切にし、やさしい思いやりのある心を育てる。

・望ましい行動様式を身Uてつけさせるととも崎徳的実践力を育成する。

ワ特別活動

児童の意欲的な荏動を盛りあげ、協力してよい学校生活を築いていこうとする、自主的、実践

的な態度を育てる。

。 勤労奉仕忙かかわる体験的な学習を積極的にすすめる。

エ生活指導

日本の学校生活を通して健康安全K留意し、学校の一員として自己実現を図る態度や能力を身

忙つけさせる。

。 児童に対する理解を深め、教師と児童、児童相互の心の交流を図る。

。 家庭や地域社会との連携を図り、全校的な指導体制を整え、指導の充実を図るo

6. 児童数

1 年 2 年 3 年 14 年 I5 年 I6 年 !心 計

学級数 3 3 2 3 2 2 1 7 

男 50 56 41 4 2 4 1 30 1 1 

女 56 43 42 5 4 40 39 7 281 

計 106 99 83 96 81 69 1 8 552 

7. 教職員

戸l氏 名 !年令 担 任i本杭就任ー年月日|研究教科 | そ の 他

1 小JlI 格 53 校長 昭 53. 2. 1 理 科 経営

2 石井三士 4 7 教頭 昭 53. 4. 1 国 三回五目 経営

3 飯田幸次 5 5 1 -1 昭 53. 4. 1 算 数 生活指導主任

4 大田 喜久子 昭 53. 4. l 理 科 特別活動、研究
一 一

5 西尾京子 30 1-3 昭53. 4. 1 図 工 保健

6 古賀 障子 昭 53. 4. 1 国 宝ロ五ロ 図書館

7 淵 上かおる 30 2-2 昭 53. 4. 1 コ日乞 楽 教務、視聴覚

8 長尾節子 5 8 2-3 昭 53. 4. 1 図 工 給食、生活

9 赤 松 昭 子 34 3-1 昭 53. 4. 1 国 主n五o 教務、給食

1 0 谷津 誠 一 3 8 3 -2 昭 53. 4. 1 道 徳 管財、生活

1 1 溝江恵美子 3 6 4 -1 昭 53. 4. 1 国 歪回五口 教務、生活

1 2 小俣靖江 3 4 4-2 昭 53. 4. 1 算 数 図書

4. 1 社 メ=広h、 研究主任

14 1 尚 樹和子 471 5-1/昭 53 4. 1 1 道 徳|保健主任、研究

-141ー



l番号 | 氏 名 担任|本校就昨月日
5 

年令 研究教科 その他

1 5 小島義 範 2 9 5 -2 昭 53. 4. 1 社 会 特別活動、視聴覚

1 6 橋本允子 3 6 6-1 昭 53. 4. 1 家 庭 教務、給食

1 7 和 田文 雄 4 4 6-2 昭 53. 4. 1 体 =円b;; 教務主任

1 8 吉川郁 子 4 3 理科 昭 53. 4. 1 理 手ヰ 教務、視聴覚

1 9 村田那智子 3 9 音楽 昭 53. 4. 1 2日2二 楽 教務、生活

2 0 北野義昭 3 1 図工 昭 53. 4. 1 図 工 生活指導、視聴覚

2 1 植木雅子 4 4 心 障 昭53. 4. 1 国 ZロロE 図書

2 2 中沢芙美子 4 0 心 障 昭53. 4. 1 図 工 研究、生活

2 3 信夫清彦 3 3 心障 昭 53. 4. 1 体 育 生活指導、保健

~ 4 I八木文夫 3 2 心障 昭 53. 4. 1 体 育 教務

2 5 田島佳子 3 6 養護 昭 53. 4. 1 保 健 保健

2 6 幸地通夫 2 3 事務 昭 53. 4. 1 事 務|事務

8. 本校の研究主題の推移

l昭和 53年度 | 教育目標に迫る授業のくふう

9. 本校の特色

市内全域カキまぼ見渡せるところK建設された開校初年度の学校である。

特K、心障学級の設置校として、本校に課せられた教育内容は多く、その 1つ1つにつL、て検討、実

践していかなければならなL、。各面の協力と努力陀よって設けられたプレールーム、等、心障児のため P

K与えられた施設の生かし方も課題の一つである。又本校は、機械警備で夜間、休日等は完全な警備が

とれているo 恵まれた環境と設備を日々の教育実践Kどう生かすか、検討を加える努力を重ねているo

新設校として、教育目標の設定、校風づくり、校歌、校章の作成等、創立K伴う基礎づくりに職員一

同とりくんでいる。

10.都教育研究員・研究生・中央研修生歴

年 度 氏 名 | 教科領域

昭和 25年度 小川 格 理 科

国 宝ロ五ロ

!昭和 49年度 和田文雄 体 育

研究員・研究生別

研 究

研 究

中央

研 口'iE

研

生

員

修

貝

轟

4シ
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11保護者の職業一覧

職業分類 実家庭数 .% 

会 社 員 296 7' 2.5 

I占Q、 務 員 5 5 13.5 

自 宅 商 6 1.5 

自 宅 工 1 0.2 

サービス業 3 O. 7 

自 由 業 8 2.0 

運輸・通信業 8 2. 0 

自 営 業 1 8 4.4 

無 職 2 0.5 

そ の 他 1 1 2. 7 

12.学校に至るまでの地図

司

O
Aιτ 



1 

学校名 日野市立日野第一中学校

所在地 日野市日野 26 1 4 

電話 0425ー81ー0009供)

順 路 国電日野駅下車徒歩 10分

校長氏名 松延耕作 教頭氏名 安谷 功

1. 沿革の大要

昭22. 4.3 0 公立中学校として設置認可日野

中学校と称するo

23. 3.2 4 第一回卒業式挙行(卒業生 43 

名)

24. 4. 1 校歌制定

29. 4. 1 校名を日野第一中学校と改称

3 2. 3.22 校旗制定

3 7. 1. 1 7 標準服実施の決定、 37年度よ

り実施

3 7. 9.1 7 新校舎(鉄筋防音)落成

38. 9. 9 プーノレ落成

38.11. 3 日野市制施行、市立日野第一中

学校となる。

39. 5. 1 特別教室完成

41 7. 1 体育館落成

42.11. 4 二十周年記念式典挙行

44.10.1 9 

4 4.10.23 

4 6. 6.3 0 

47. 2. 4 

47. 2.29 

48. 3.10 

救助袋 5個取付

プレハプ校舎完成

校庭夜間照明灯設置

(社会教育)

井戸水を市水道に切替え

体育館への渡り廊下建設

校舎増築(普 3、4朝リ 2)完成

(東側)槻リ教室への渡り廊下

完成

49. 6.30 プーノレ循環装置完成

49.10.26 プーノVJl見衣所完成

5 O. 3.26 体育倉庫完成

昭 5O. 4.1 2 7.レハブコ皆建校舎完成

5 1 3.19 校舎増築(普 3、教材 1、生徒

指導 2)完成、石灰庫完成、浄

化槽完成(西側)

52. 3.1 9 第 30回卒業式挙行(卒業生

3 3 1名)

52.1 1 4 創立 30周年記念、校歌刻字の

記念碑設立(故・二代田校長飯

塚節三氏寄贈)

52.1 1. 4 文化祭実施(3 0周年記念誌発

行)

5 3. 3.2 2 第 3]回卒業式挙行(卒業生

3 3 8名累計 8，368名)

2. 歴代校長

初代町田勘之助昭22. 4-25. 9 (安法)

2代飯塚節三 2 5. 1 0 --3 7. 3 (ヲ怯)

3代大沢 豆彰包〆 3 7. 4--4 O. 3 

4代大沢 量作 4 O. 4--4 5. 3 

5代安部達郎 45. 4 --4 9. 3 

6代東 恭朝 4 9. 4 --5 3. 3 

7代松延耕作 5 3. 4--現在

3. 地域の環境

日野市の東音~多摩川と浅川の合流する第四

紀沖積層の低地に当り、水の便よく水田が発達

し甲州街道ぞいの宿場町として栄えで来た。近

年郊外の住宅、工場(羽田ヒューム管、雪印乳

業、オリエント時計)、特に中小企業家内工業、
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商業が多く、近郊農業も見ちれる。

なお、日野市の中心地区として、市役所、警察署、郵便局、消防署等が置かれ、他K農林省、水産

(淡水〉研究所、蚕業研究所がある 。

4. 教育目標

わたしたちは、ひとりひとりを尊重し、真理と平和を求める人間となるために学び、希望忙満ちた社

会をめざして、つぎの目標を定めます。

て よく考え、やりぬく人 (主体性)

一二協力し、全体Kつくす人 (連帯性)

一心豊かで、思いやりのある人 (人間性)

一進んで、心身をきたえる人 (鎚 康 )

5. 教育目標を達成するための基本方針

教育内容の組織

思考力や創造力の育成をめざし、移行措置の趣旨 K沿って基本事項の精選、集約化をはかる。

授業時数の配当

自主的な態度、社会連帯の精神、豊かな情操と積極的な体力の育成をめざし、調和と統一のとれた

人聞の育成を期するための時数の配当をする。

指導方法

自発的態度を助長し、思考力を育成するため、表現や発表の機会を常にとり入れる。

諸条件の整備

教育内容の組織化と効率化をめざし、教育機器の活用をはかる。

6. 指導の重点

(1 )各教科

積極的K学習する態度を育てる。

。発表の場や、表現の機会を多くする。

。学習の計画を立てさせ、予習、復習の習慣をつけるo

oよく考える態度を養い、学力の伸長をはかる。

指導内容の精選、指導法の改善K努める。

(2) 道 徳

ひとりひとりを尊重する態度を養 う。

きまりを守り 行動する態度を伸ばす。

感謝の気持ちを育てる。

(3) 特別活動(生徒活動、学級指導、学校行事)

教師の指導体勢を十分整え、自発的、自律的活動を伸ばす。

臼クラフ活動に参加し、自主的な活動を伸長する。
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臼学級の基盤K立った生徒活動、委員会活動を重視し、自主的な活動を伸長する o

o望ましL、人間関係を育て、健全な生活態度を形成する。

。活動の場を明確忙し、自主性を育てる。

(4) 生活指導

基本的生活態度の育成をはかるため、教師の共通理解を深める。

。登下校の時刻を守り、休み時間と授業時聞の区別をつけさせ、時間をたいせつにする態度を養う。

。公共物をたいせつKし、進んで清掃 K努めるなど、共同社会への貢献を自覚させる。

(5) 進路指導

個々の生徒の能力、適性のは握に努め、自ら進んで進路について考えるよう指導する。

7. 生徒数(4月 1日現在)

------------
1 年 2 年 3 年 計

学級数 9 9 8 26(2) 

男 192(3) 202(1) 203(2) 597(6) 

女 183(3) 190(1) 154(4) 527(8) 

計 375(6) 392(2) 357(6) 1ユ24(14)

( )土心障学級

8. 教職員

L塑| 氏 名 年令 担 任 |本校就任年月日 l担任教科 t 校務分掌

1 松延 耕作 5 6 校 長 5 3- 4. 1 経 経

2 安谷 功 4 5 教 頭 5 3- 4. 1 技 術

3 青 木 保 3 3 1 A 5 1. 4. 1 三日主二 楽 教務部

4 能瀬典子 3 3 1 B 5 O. 4_ 1 国 ま阿五ロ 図書視聴覚部

5 太田圭次郎 5 3 1 C 5 3_ 4. 1 理 科 生活指導部

6 山本節子 3 8 1 D 4 1 4. 1 数 学 研究部

7 天野義雄 4 5 1 E 4 7. 4. 1 社 会 研究部

8 吉田忠夫 123 1 F 5 3_ 4. 1 英 三ロ五ロ 研究部

9 保 阪 暁 3 9 1 G 5 2. 4. 1 技 術 教務部

1 0 及川 和子 3 0 1 4. 1 美 術 教務部

1 1 .阿藤 貞夫 4 1 1 I 4 4. 4. 1 保 体 生活指導部

1 2 蓑輪博美 3 0 1年所属 4 8. 4. 1 家 庭 保健部

1 3 黒木利武 5 2 11 4 5. 4. 1 英 きロ五ロ 事務部

1 4 市塚 正史 4 6 11 4 2. 4. 1 数 戸づ主ゐ一 教務部、一年学年主任

1 5 宇津木十四男 11 4 6. 4. 語!事務部
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!番号i氏 名 i年令 !担 任 |本校就任年月日i担任教科 i 校務分 4 ・

森 田寿子 58iI恥障| 43 4. 1 心障教育 教務部

1 7 古厩清夫 4 7 2 A 5 2. 4. ，1 数 戸:':'f込ら一 教務部

1 81設楽益穂 3 9 2 B 4 9. 4. 1 社 会 図書棚事覚部

1 9 松 岡史記 2 6 2 C 5 2. 4. 1 技 術 教務部

201高 橋 賢 2 4 2 4. 1 保 体 生活指導部

2 1 宮田 和子 4 7 2 E 48. 4. 1 理 科 教務部

2 2 渡部正元 3 9 2 F 5 3. 4. 1 社 会 研究部

2 3 島倉 昭雄 4 9 2 G 5 1 4. 1 |英 主ロ五ロ 研究部

2 4 森屋文子 4 5 2 H 5 3. 4. 1 数 Aナ4 保鎚部

2 5 森 田 与一郎 2 5 2 I 5 O. 4. 1 国 語|生酎旨導部

2 6 安 食久子 3 0 2年所属 5 2. 4. 1 国 三ロ五口 保健部

2 7 阿部 敬 5 0 '" 4 3. 4. 1 3日包二 楽 事務部

2 8 立川泰司 5 0 '" 4 7. 4. 1 理 手ヰ 生活指導部主任

2 9 真船治美 4 3 H 4 5. 4. 1 保 体 生活指導部

3. 0 土 田 きよみ 2 6 2年心障 5 2. 4. 1 |心障教育 保健部

3 1 大山正昭 4 8 3 A 4 3. 4. 1 英 さ日ロ五 図書視聴覚部

3 2 宮田 隆 2 9 3 B 4 8. 4. 1 保 体 研究部

3 3 内堀範子 3 0 3 4. 1 英 三ロ五ロ 保健部

3 4 黒 田健蔵 2 9 3 D 5 1 4. 1 社 ぷ"E入E 生活指導部

3 5 福島 良樹 E 4 7. 4. 1 理 科 研究部

3 6 筒 井ハノレ 5 7 3 F 4 5. 4. 1 家 庭 教務部

3 7 保 井雅之 2 4 3 G 5 2. 4. 1 国 主ロロ五 生活指導部

3 8 榊 原紀子 H 5 2. 4. 1 理 科 生活指導部

3 9 大貫米子 4 5 3年所属 14 4 4. 1 国 宝ロ五ロ 保健部

4 0 逸見 敏 4 0 11 4 6. 4. 1 美 術 生活指導部

4 1 岩村 武 1/ 5 O. 4. 1 社 会 教務部三年学年主任

4 2 伊藤利子 3 3 '" 4 6. 4. 1 体 育 事務部

4 31長制11 忠 男 4 5 '" 4. 1 数 A寸4一 教務部主任

4 4 鶴 田幸夫 2 4 3年心障 51. 4. 1 心障教育 生活指導部

4 5 小 谷澄江 2 9 養 護 4 5. 4. 1 |保健部主任

古塚淳夫1354 6 主 事 4 9. 4. 1 事務部主任

4 7 大森信子 4 5 講 師 5 3. 4. 1 理 科

4 8 峯岸富美子 4 6 fI 5 3. 4. 1 2田乞 楽

4 91浅井健作 1/ 5 3. 4. 1 1美 術

5 0 城 所京子 4 0 11 5 3. 4. 1 美 術

5 1 浜 谷記一利301 1/ 1 53 4. 1 !音 楽
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9. 本校研究主題併佐移

|昭和 41年度 | 本校生徒の学力と学習適応性

昭和 42年度| 基礎学力の充実とその効果的指導法

昭和 43年度 小集団活動を通しての学級づくり

昭和 44年度 小集団活動を通しての学級づくり

昭和 45年度 新指導要領はどのように変わるか(教科Kついて)

昭和 46年度 新指導要領はどのように変わるか(教科以外Kついて)

昭和 47年度 特別教育活動の指導のありかた

昭和 48年度 教科Kおける指導法の改善について

昭和 49年度 教科における指導法の改善 Kついて

昭和 50年度 教科における指導法の改善について

昭和 51年度 | 基礎学力の向上をめざす指導法のくふう

基礎学力の向上をめざす指導法のくふう昭和 52年度|

!同 和53年度 ! 打ちこめない生徒の学力向上をめざす縛

10.本校の特色

掲げられた教育目標の具現化のーっとして、次の二，~去に特K意を用いている。

(1 ) 基礎学力の向上をめざす指導法のくふうをとおして、生徒の学習の意欲を高め、よく考える態度を

養うため、他校参観や校内での授業蜘究をもとに資料の収集や整理につとめている。

(2¥ 情操の育成を図るためU亡、教室・廊下などの掲示指導に意を用い、また、 校舎内外の美化のために

清掃忙意を用い実施している。登下校時間の厳守には、教師・生淀会が一体となってつとめている。

11.都教育研究員・研究生歴

i年 度 | 氏 名 |教科領域 | 研究員・研究生別

昭和26年度 |松延耕作i社 会 | 研究生

昭和 36年度 松延耕作 社 会 研 究 員

昭和 43年度 立川泰司 特 活 研究員(八王子市横山中)

昭和 43年度 l長谷川忠男 数 戸寸主4ー予 研究員(福生市福生一中)

昭和 44年度 市 塚正史 数 ，でさ士f会- 研究員

昭和 46年度 島倉昭雄 英 主ロ五ロ 研究員(小平市小平四中)

昭和 47年度 岩 村 武 教育方法 研究員(昭島市清泉中)

昭和 47年度 |市塚正史 教育方法 研究員

昭和 48年度 阿藤貞夫 保体 研究員

昭和 49年度 天野義雄 特 活 研究員

昭和 49年度 保阪 暁 技 術|現代化要員(国立ー中〉

昭和50年度 逸見 敏 美 術! 研究員
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年 度 氏 名

昭和 50年度 島倉昭

昭和 50年度安谷

l昭和51年度l真船 治

12.保護者の職業一覧

雄lfTiJ32:21-け
功l特 活l研究員 (λ丈島富士中)

美|保体| 研 究 員

職 莱 人数
11 

専門的・技術的職業 1 6 8 1 5 技能的職業 | 188 1 7 

管 理 的職業 1 0 2 9 運輸・通信の職業 5 9 5 

事務 的職業 3 9 4 3 5 | サ ー ピ ス 的 職 業 5 6 

販売的職業 9 7 8 無職 ・ その他 I 3 5 

農業 . 漁業 3 9 3 計 1，1，1 3 8 

13.学校に至るまでの地図

至
立一一一
)11 

甲州 街道

八坂神社

行 至
八
王
子

至高幡

二コ
市役所 歩道橋

補止センタ1コ
中央公民館|コ i

i寸
i
l市
V

N

至

6、.
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学校名 目野市立日野第二中学校

所在地 日野市多摩平 4丁目 5の2

電話 0425-81ー0056・0262

順 路 中央線豊田駅下車徒歩 10分

校長氏名 小 林政之助 教頭氏名 長谷川辰美

1. 沿革の大要 昭 47年度 プレハプ三棟

昭 29年度 設立認可、開校式、入学式(生 昭48年度 四中新設のため 34学級より

徒 20 0名) 2 5学級忙縮小

第二期工事八教室増築落成 昭 48年度 創立 20周年記念式挙行

昭 31年度 第三期工事竣工落成 校舎改修工事(内装〉

昭 32年度 第一回卒業式(卒業生204名 ) 昭 49年度 南校舎 3階塗装。技術科教室及

昭 33年度 校旗、校歌制定 同準備室改造整備。調理室床塗

昭 34年度 産業教育研究校吋旨定される。 装。体育館屋根修理、外装、中

昭 35年度 特別教室(工作、調理、理科〉 庭、池整備。

竣工落成 昭 50年度 南校舎 6教室増設、南校舎 2階

昭 36年度 第二期特別教室竣工 塗装

産業教育研究発表会、修学旅行 昭 51年度 理科室・家庭科調理室・机・床

研究発表会 整備

昭37年度 プーノレ竣工落成 昭52年度 体育館照明工事・暗幕完成

昭 38年度 保健体育研究発表会 校舎電気配線整備。

昭39年度 普通教室3教室竣工.創立 10 

周年記念式典鞘ラ 2. 歴代校長

昭 40年度 体育館竣工 初代橋本貫一昭29. 3.31-3 O. 9. 30 

昭 41年度 防音校舎第一期工事完成(6教 二代 増山 恒昭30.1 O. 1-4 1. 3. 3 1 

室) 三代飯田栄一昭41 4. 1-4 6. 3. 3 1 

昭 42年度 防音校舎第一期工事完成(1 8 四代河村俊一郎昭46. 4. 1--48.3.31 

教室)、プーノレ用更衣室工事完 五代 飯田卯吉昭48. 4. 1-51. 3.31 

成 六代小林政之助昭51 4. 1-現在

昭 43年度 南校舎前、境裁花壇完成

体育倉庫と校庭用便所完成 3. 地域の環境

昭 44年度 プーノレ専用便所一棟完成 学区は 3，000世帯を収容する多摩平公団住

プレハプー糠 宅を中心 K日野五社勤務者の居住する住宅がこ

昭45年度 プレハブ」糠 れをとりまき、東南部忙なお農業地域を残し、

昭 46年度 プレハブー棟 本校は多摩平公団住宅のほぼ中央K位置してい
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る。

4. 教育目標

人間尊重の精神を基本とし、民主的な社会の形或者としてたくましく実践力のある人聞をめざし、

(1 )健全なからだと、節度ある自主的精神を養う。

(2¥ お互い忙尊敬し合い、奉仕の態度を身 Kつける。

(3) 高い知性と豊かな情操を養う。

5. 本年度指導の重点

。各教科

。自ら学びとる学習の態度を育成し、基礎学力の充実をはかるo

生活指導

。基礎的生活習慣¢擁立、益徒との交流を深める。

。進路指導

。系統的指導計画の実践を通じて自己を理解し、将来の進路を選択する能力を育成する。

6. 生徒数(5 3.4.1 5現在)

年|1 年 I2 3 年 計

学級数 9 9 8 2 6 

男 2 0 4 1 7 9 164 547 

女 1 9 7 2 0 1 168 5 66 

計 401 3 8 0 332 1，1 1 3 

7. 教職員

番号j氏 名|年令 m 任本校就任年月日 |教 科| 校務分掌

1 小林政之助 54 校 長 5 1. 4. 1 国 主ロ五ロ 経営管理

2 長谷川辰美 150 教 頭 4 8. 4. 1 英 三ロE五I 校務一般

3 渡辺貴 一2 4 1 - 1 5 2. 4. 1 理 科 生徒指導部

4 石田洋子 3 1 1 - 2 46. 4. 1 英 主ロ五ロ 教務部

5 井田 武 4 8 1 - 3 4 1. 4. 1 国 三ロ口五 庶務部主任

6 福地 和子 3 8 1 - 4 4 7. 4. 1 理 科 生徒指導部

7 広 瀬 昭 4 6 
1 - 5 

4 8. 4. 1 英 至"五ロ 生徒指導部
1年封壬

8 内 田耕 → 日 4 8. 4. 1 数 Aザ斗ゐー 学習指導部主任

3 6 1 - 7 45. 4. 1 I社 会 教務部

1 0 矢崎博 2 9 4. 1 数 戸ザ孟ゐー 保健部

FD 
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l番号 氏 名 !年令|担 任

1 I社 会 |学習指導部

一一一一つ

1 1 伊藤 務 4 1 4. 

1 2 水野美鈴 2 7 1 年 5 3. 4. 1 国 宝ロ五ロ 学習指導部

1 3 和田啄子 4 0 11 4 7. 4. 1 保 体 生徒指導部

1 4 小林初子 4 0 " 4 6. 4. 1 I美 術 教務部

1 5 飯 島 利三 3 8 1/ 48. 4. 1 技 術 学習指導部

161 渡辺 欣哉 2 4 2 - 1 5 2. 4. 1 理

1 7 我 妻 要 5 3 2 - 2 4 2. 4. 1 国 語学習指導部

1 8 鎌田 正人 5 3. 4. 1 美 術 保健指導部

1 9 西川 良三 2 4 2 - 4 5 2. 4. 1 英 圭ロ五ロ 生徒指導部

2 0 山崎智子 2 6 2 - 5 5 2. 4. 1 保 体 教務部

2 1 I大庭和 義 2 6 2 - 6 5 1 4. 1 数 会ザ主4ー 生徒指導部

2 2 中 根 勉 3 3 2 - 7 5 2. 4. 1 社 会 生徒指導部

2 3 有 井 堅 3 9 2 - 8 5 3. 4. 1 理 科 教務部

2 4 石渡和子 4 9 2 - 9 4 7. 4. 1 国

2 5 大石幸雄 3 8 2年主任 4 6. 4. 1 保 体生徒指導部

2 6 佐藤光子 4 6 2 年 5 O. 4. 1 z日tニ 楽 庶務部

2 7 安原美代 2 6 1/ 5 O. 4. 三ロ五ロ 学習指導部

2 8 筆吉則子 3 3 H 4 9. 4. 1 家 庭 庶務部

2 9 千田 正之 3 9 3 - 1 4 3. 4. 1 保 体 生徒指導部

3 0 大山裕子 3 1 1τZL 三 保健指導部

31 1 佐藤実枝子 55 3 - 3 4 8. 4. 1 英 三ロ五ロ 生徒指導部

3 2 村上敏雄 42 3 - 4 4 7. 4. 1 二t臼乙 楽 |学習指導部

3 3 古荘斗糸子 3 8 3 - 5 45. 4. 1 数 学 教務部

3 4 高崎雅子 4 6. 4. 1 国 三ロ五ロ 教務部

3 5 稲 川 正 義 4 9 3 - 7 4 4. 4. 1 理 科 生活指導主任

3 6 渡 辺 恵敏 I4 2 3 - 8 4 6. 4. 1 理 科 生徒指導部

3 7 水谷 2盛E包己 4 4 3年主任 47. 4. 1 I技 術 保健指導部

3 8 由佐豊 子 3 5 3 年 4 7. 4. 1 国 主ロ五ロ 庶 務部

渡 辺 勉 5 2 " 4 4. 4. 1 数 学 教務主任

4 0 武藤光哉 I5 0 11 4 7. 4. 1 社 会 学習指導部

4 1 I西村 敦子 1/ 4 7. 4. 1 家 庭 学習指導部

4 2 須藤節子 3 0 養護教諭 4 5. 4. 1 養 護 保健指導部主任

4 3 佐藤 博助 5 7 主 査 4 9. 4. 1 I事 務 学校事務主任・庶務部

4 4 市川 昌子 33 主 事 4 8. 1 0.1 5 事 務 学校事務 ・庶務部

4 5 久 納 とも子 2 3 主 事 5 2~ 4. 1 I事 務務 ||学校事務 ・庶務部

4 6 I川村道雄 55 I用務員 I4 8 4.1 5 I用
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氏 名 年令i担 任本校就任年月日 i教 校務分掌

| 田村静子~ 講師 5 3. 4.' 1 美

491 J:t P.Pi 0. ~1391 ~~ 師 5341 1 保
、 .，r;

1 50 大江清子~ 講師 5 3. 4. 1 音 楽

5 1 山本昭子 32 教諭 53. 4. 1 英 宝ロ五ロ

5 21伊礼博 35 講師| 53. 4. 1 保 体 |

8. 本校研究主題の推移

1
1
8
6'
4
'
l
t
h
E
z
sa
'叶
a

・1
1
'
p
i
t
i
-
-A

l-昭和40年度i教科の経営KつL て i昭和 46年度 !性教育KつL て

昭和41年度 |目標と評価(初年度) 11 昭和 49年度 |授業研究

昭和 42年度 |目標と細川続) 11昭和 50年度|授業研究

|環境整備について 11 昭和 51年度|授業研究
昭和 43年度 1~"'~~~~，;;::n~';:;-h+* 11 |市労信教育研究協力校 11 ___ _ _ ~~ 1 

! 一一-~1 昭和 5 2年度|授業研究
昭和 44年度 |環境美化について(継続) II---~ 

110m:" L ').a::ffi: 1授業研究(内容の精選・指導
I -Et-4- AH H-.=~~，f.m-n-..E3 I-1-AH-I:b..;7d -11 昭和 53年度 i|基本的生活習慣の具体的お導 I! f'O'l'l--loJ oJ"iLX I 法の研究による基

昭和 45年度 |について 11 I 礎学ヴゆ定着〉

9. 本校の特色

3，0 0 0世帯を収容する多摩平団地のほぼ中央K位置する。東忙けやきの大木、北忙緑の中央公園K

固まれ、自然環境は良好。海抜 10 5 m。公害を知らない学校。 51年度は6教室の校舎増築も完成し

た。広い校庭K恵まれ、体育系のクラブ活動は活発である。都の愛鳥モデノレ校 K指定され、情操教育の

一環として、生徒の手で野鳥の飼育を してしる。青桐祭 (運動会、文化祭 )も 3年目を迎え定着 しつつ

ある。

出走数 1，113名、 26学級。出身小学校は、二小、三小、五小、六小、七小その他である。進路は

殆ど全員が進学である。

10.都教育研究員・研究生歴

年 度 氏 名 ; 教科領域 i研究員・研究生別

昭和 49年度 |村 上敏雄 1自2ニ 楽 ・|研
，九ヲャ， 員

昭和51年度 村上敏雄[音 楽 研 究 生
ーーーー

昭和51年度|内田耕一部 数 Aづふ二らー 現 代化委員

昭和 52年度 広瀬 昭 英語|研 rプヲヤしマ 員

昭和 52年度|永谷 豆玉主ヨ主L 教育課題 " 
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11.保護者の職業一覧

1 

| 家庭数職 業 家庭数 句。 職 業 可。

専門的・技術的職業 94 9.0 技 能的職業 53 5.0 

管理的職 業 75 7.2 運輸・通信的職業 17 1.6 

事務的職業 705 6 7.2 サー ピス業 15 1.4 

販売的職業 68 6.5 無職・その他 1 4 1.3 

農 業 9 0.8 11 計 1，050 
1
100% I 

12.学校K至るまでの地図

中 央 公 園

至八王子 ~ 至日野

豊田駅

A
せ

に
U

旬

i



、 最

学 校 名 日野市立七生中学校

所在地 日野市南平 6ー7-1 

電話 o4 2 5 -9 1 -0 1 74・0175

}I民 路 南平駅(京王線)下車徒歩 7分

豊田駅(国電) 下車徒歩 15分

校長氏名 吉岡孝二郎 教頭氏名 川崎昭一

1. 沿革の大要

昭22. 4. 1 学制改革Kより七生村立中学校

を役場庁舎内に設置。

昭22.5.15 七生村役場庁舎を仮校舎として

開校式挙行 2部授業で発足。

昭23. 2.15 七生村南平 1944番地K七生

中学校敷地決定、地鎮祭を挙行

昭 23. 9. 4 新校舎完成、本日より授業開始

昭32.12. 1 P T A結成第 1回総会を挙行

昭32.1 2. 1 定位十周年の記念式典及び校歌

制定の発表会を挙行

昭 36. 7.1 5 プール新設工事着工(東京都費

による)

昭37. 7.3 1 7。ーノレ開きを挙行

昭41. 7. 1 体育館落成

昭41. 1.31 鉄筋コンクリート防音校舎改築

はじまり現在にいたる。

昭45. 3.3 1 鉄筋コンクリート防音校舎九教

室完成する。

昭45. 4. 1 七生中学校三中分校設置

昭 45. 9.30 日野第三中学校開校Kっき七生

中学校三中分校廃止

昭46. 3.3 1 第二期防音鉄筋校舎完成

昭46. 5.27 防音校舎落成記念式典新子

昭46. 8.2 4 プーノレ浄化装置、更衣室完成

昭 47. 3.2 0 観察用水槽完成

昭47. 5.22 訪問学級開級式

昭47. 7.1 0 自然観察園児成

昭5O. 5.22 南校舎西側増築工事完成

訪問学級教室完成

昭52.11. 3 創立 30周年を祝う会挙行

2. 歴代校長

氏 名 年月 ~年月

飯塚節三昭22. 4-.昭 25. 9 

増山 恒昭25.1 0--昭30.1 0 

飯島一吉昭 30.1 0-.昭37. 3 

木村 功昭 37. 4-.昭 4O. 3 

芳西幸三 昭4O. 4-昭44. 3 

羽崎一男昭 44. 4._昭 47. 3 

高 橋太 一 昭 47. 4--昭 51. 3 

吉岡孝二郎昭51 4-現 在

3. 地域の環境

学校は京王線より徒歩 7分、中央線豊田駅よ

り南へ20分、浅川 Kそう静かな位置にあるo

学区域は京王線K沿って東西に長く、平坦部と

多摩丘陵からなり、急速に都市化が進みつつあ

る。生活環境がよく、生活指導忙は恵まれてい

る。

学区近くには、高幡不動、また多摩動物園、

平山城j止等の文化施設がある。

4. 教育目標

(1) 学校の教育目標

教育基本法と学校教育法の定めるところに

もとづき、自主、敬愛、勤勉、 責任、健康の

五つを教育目標とする。
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(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

①人権を尊重し、実践活動をとおして教育目標の達成実現K努力する。

② 家庭と緊密な連絡のもと K生徒の生活環境の実態把握Kつとめ、生徒ひとりひとりの個性をより

広く理解して充分な教育効果を高める。

③ 年間授業時数を確保し、更に教材研究、授業研究をすすめる。

5. 指導の重点、

(1 ) 各教科・道徳・特別活動の指導の重点

ア各教科

基本的事項の指導の徹底をはかるとともに、進んて学ぶ態度を育てる。

イ 道 徳

① 健康で明るく思いやりのある態度を養う。

②謙虚K物事を瑚平し、判断して他人 K感謝や尊敬の念を持つ態度を養う。

③物事忙対して建設的でしかも積極的に実践して L、く態度を養う。

④ 強い責任感を持ち、進んで物事を行う態度を養う。

⑤ 公共物を愛護し、清潔・整頓等奉仕活動をとおして、勤勉なる態度を養う。

ウ 特別活動

星誕の自主活動をとおして士号律正しL、学校生活を築き、身iL、共に調和のとれた自主的な生活態度

を育成する。

(2) 生活指導・進路指導の重点

学校の教育目標を身につけた中学生らしL生活態度を養成し、生徒の非行防止K努める。

(3) その他の配慮事項

健康の保持増進、交通に対する安全教育を推進する。吏K本年度は生活指導 に重点をおき、特に学

級経営の充実をはかりたL、。

6.生 徒数
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7. 教職員 (昭和 54.3.3 1現在〉

4 

11吉岡孝二郎 |55712

- -.，， -，- . ~曹 v 、‘N /- d 

術 |5 1 4. 

2 川崎昭三 5 O. 1 教 頭 5 2. 2. 1 理

三浦義次 141.61i年主任1 1 技 術 生活指導

4 大薮和子 52. 2 I 1 - 2 I 4 8. 4. 1 数 学 生活指導

5|久村敏男 27.811 - 3 I 5 2. 4 科|教務1 理
『一ー一一ー

6 成 舞京子 43. 0 I 1 - 4 I 4 6. 4. 1 理 科|事務

7 岡部隆男 41.1011 - 5 5 3. 4. 1 英 語視聴覚

大石文秋 I32.51 1 ー 68 5 O. 4. 主ロ五ロ 研究

9 白 井 攻 5 3. 4. 1 保 体|保健

1 0 永井みどり 28.11 1年所属 5 1 4. 1 国 歪ロ五ロ 教務

1 1 本城裕彬 34.7 11 5 1 4. ~社 会 生活指導主任

1 2 安藤ゆき江 3 8. 3 11 4 9. 4. 1 保 体 図書

1 3 森 山 レイ子 |産休補助 国 至回五ロ 教務

1 41小松文木 4 7.2 2 - 1 4 8. 4. 科 教務主任

1 5 本 田貞子 2 5.6 4. 1 英 三ロロ五 保健

1 6 自由 重孝 5 1.2 2 - 3 5 3. 4. 1 数 AザLらー 視聴覚

1 7 佐藤 栄 3 4.5 2 - 4 4 9. 4. 1 社 ぷ=広』 事 務

1 8 戸川 二美子 3 1.1 2 - 5 4 5. 4. 1 国 室ロ五ロ 研究

1 9 釣 晃敏 4 9. 4. 1 社 ぷコ三L 教務

2 0 山本和夫 26.5 2 - 7 5 1 4. 1 保 体 生活指導

2 1 山 辺文男 56.10 2年所属 4 3. 4. 1 国 室ロ五ロ 生活指導

2 2 大沢津香 29.0 11 5 2. 4. 1 3田乞 楽 生活指導

1 1美 術|図書主任2 3 阿部晃一 4 6.8 2年主任 4 2. 4. 
ーー ーー--_-_.. 

2 4 高木 あけみ 3 0.4 2年所属 5 1 4. 1 英 語教務

2 5 守屋千佑 産休補助 英 語|教務

荒井式子 14 7.1 26 3 - 1 4 8. 4. 1 社 メZXL 図 書

2 7 天野敏明 52. 4. 楽 研究

2 8 内藤 由紀子 4 1.7 3 - 3 4 9. 4. 1 英 三p五ロ 保健

2 9 山川昭子 4 6.5 3 - 4 4 8. 4. 1 数 止一M♂ 事 務

3 0 1須貝光一 1 I保3 1.2 3 - 5 5 3. 4. 体 生活指導

3 1 吉田太郎 3 9. 51 ~竺Z 5 1 4. 1 理 科 生活指導

3 2 高 橋定吉 4 2.2 3年所属 5 3. 4. 1 国 三ロ口五 生活指導

3 3 小林敏朗 fノ 5 3. 4. 1 数 学 |教務

ヴ
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名 |年令 i担 任本校就任年月日]研究教科 i 校務分掌

3 4 高野 徐一 4 7.7 3年所属 5 3. 4. 1 I美 術|視聴覚主任

3 5 高見登志子 3 2.8 H 5 O. 4. 1 家 庭 教務

3 6 御子柴昭治 5 2.2 訪問学級 4 7. 4. 1 訪 問 訪問学級

3 7 榎沢 日出子 3 3.5 訪問学級 49. 4. 1 訪 問 訪問学級

3 8 箭田 真由美 2 9.5 養 護 5 3. 4. 1 保 健 保健主任

3 9 吉岡興村 4 5.0 事 務 5 1 4. 1 事 務 事務主任

4 0 伊藤秀則 4 1.2 休 職 4 9. 4. 1 保 体 休職中

4 1 中村や す子 30.0 主 事 5 1 4.2 0 事務

4 2 森久保真 知子 18.0 主 事 5 3. 4. 8 事 務

4 3 立川錦国 6 0 主 事 49. 4. 1 用務

4 4 宮崎惣次 4 8 主 事 5 2. 4. 1 用 務

45 大山博子 4 6 P T A 4 4. 9. 1 

46 佐藤靖子 3 9 講 師| 5 3. 4. 1 家 庭

4 7 伊礼 博 3 6 講 師 53. 4. 1 I保健体育

8. 本校研究主題の推移

|昭和 40年度 | 学校行事等の基本的考え方Kついて

昭和 41年度 学校行事等の調査検討

昭和 42年度 学校行事等の指導計画作成忙ついて ⑮ 

昭和 43年度 学校と家庭の協力忙ついて ⑮ 

昭和44年度 効率を高める学級経営のすすめ方について ⑮ 

昭和45年度 生徒の自主性を高めるための生徒会活動のあり方Kついて⑮

昭和46年度 効率をたかめるための指導のあり方Kついて

昭和47年度 学級経営の効率的運営について

昭和 48年度 ひとりひとりを生かす学級経営について

昭和49年度 ひとりひとりを生かす学級活動 Kついて

昭和50年度 生活指導を充実するための学級活動 Kついて

昭和51年度 生活指導を充実するための学級活動について

昭和52年度 授業の充実をめざして

生活指導K重点をおき、学級活動の充実をめざして

9. 本校の特色

本校は浅川と四季それぞれ変化を見せる多摩丘陵にはさまれ、自然環境には恵まれた位置にある。

昭和 35年頃までは、純農村であったが、現在は農業経営の子弟は 2.0%、ほとんどがサラリーマンの

子弟で、急速に生徒数も激増しつつある。
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生徒は明かるく、素直であり、父母も教育熱心である。 PTA活動も、伝統と新しさをうまく調和し

て建設的で意欲的である。

10.都教育研究員・研究生歴

年 度 氏 名 耕 領 域 研究員・研究生別

昭和 41年度 天野敏明 1日r. 楽 研究員

昭和 43年度 阿部 晃 一 美 術 /1 

昭和 45年度 小松文木 理 科 /1 

昭和 46年度 術 /1 

昭和 49年度 山川 昭子数 /1 

11.保護者 の職業一覧

I ;水区 天弧 l
初 l

会 社 員 516 自 営商業

~子'-'、、 務 員 7 2 8. 8 自営農業

学校職員 3 7 自 由 業 2 4 2.9 

鉄道関係職員 27 3.3 無 職 7 0.8 I 

公 団職員 6 O. 7 そ の 他 2 3 3.2 

白、営工業 計 816 100 

!家庭実数 I % 

l38I  4.6 I 

12.学校K至るまでの地図

N 

中央線

一一一一ー一一一一 一一一 至立川

至

川崎街道

Q
U
 

F
同
u



学校名 日野市立日野第三中学校

所 在地 日野市程久保65 0 

戸司草有a 

j順

........ 司司冨

校長氏名 田中弘明 教頭氏名

1. 沿革の大要

昭 45. 4. 1 日野市立七生中学校日野第三中

分校として、七生中学校内で授

業開始。生徒数26名。教職員

数 12名。

昭45. 7. 7 プーノレ建設工事着工(日野市程

久保 65 0 ) 

昭45. 9. 4 校舎新築工事着工。(向上〉

昭45.10. 1 日野市立日野第三中学校開校、

七生中学校内で授業。生徒数

4 4名、教職員 14名。百草団

地、高幡台団地を学区域とする。

昭45.10.2 8 プーノレ工事竣工。

昭46.3.27 校舎菊礎工事竣工。

昭46. 4. 1 学区域変更、程久保地区全部、

三沢地区上、中を加える。生徒

数 22 8名、学級数 7、教職員

1 6名、市職員 3名、日野市程

久保 65 0番地の新校舎K移転。

昭46. 7. 1 学区域変更、西部百草園団地を

力日える。

昭46.1O. 2 開校式挙行。 10月2日を開校

記念日とする。校章、校歌を発

表、制定記念日とする。

昭47. 4. 1 生徒数 36 3名、学級数 10、

教職員 19名、市職員 4名。

昭47. 8.1 1 体育館建設工事着工。

昭48. 1.3 1 体育館工事竣五

昭48. 3..1 7 第2回卒業式新す。卒業生

105名。(累計 128名)

昭48. 4. 1 生徒数 45 5名、学級数 12、

教職員22名。社会増による教

室不足のためプレハブ2教室増

設

話 0425ー91ー2228(代)

路 京王線高幡不動駅より百草団地行パスに

て高幡台団地下車徒歩5分

小林節夫

昭49. 3.15 プレハプ家庭科室工事着工

昭49. 3.18 第3回卒業式挙行。卒業生

1 4 4名(累計272名)

昭50 3.20 第 4回卒業式挙行卒業生

1 4 2名(累計414名〉

昭5O. 4. 1 校舎増築第二期工事竣工

昭51. 3.20 第5回卒業式挙行

昭52. 3.1 9 第6回卒業式挙行

昭53. 3.22 第 7回卒業式挙行

2. 歴代校長

初代橋本敏一昭 45.9-48.3

二代松延耕作昭48.4-53.3

三代田中弘明昭53.4-:現在

3. 地域の環境

本校の学区域は、日野市南部の多摩丘陵地帯

K位置し、 日本住宅公団の百草団地、高幡台団

地と民間分譲地の三井団地、電建団地、西部百

草園団地および在来の集落である程久保、三沢、

をふくんだ人口急増のベットタウンである。

起伏が多く林に囲まれた静かな高台で、眼下

Kは浅川治統れ、はるかに武蔵野台地を一望 K

見渡すことができる。学区域内忙都立多摩動物

公園、明星大学があり、 よい環境である。住民

の多くは各地より最近移住した者で、その大半

は都心へ通勤するサラリーマンである。

4. 教育目標

(1 ) 自ら判断し、責任をもって実行する人とな

る。

① 基礎明7を充実し、文化を創造する人と

なろう。

②豊かな心を養い、力を合わせて進もう。
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③若い人らしい気力、体力を養おう。

(2) 基本方針

① 教育目標の具現化をはかり、学級経営の充実をはかる。

② 基礎指導をじゅうぶん行ない、個人および集団の自主性を高める指導方法をくふうする。
B 句

5. 本年度指導の重点

(1 ) 各教科・道徳・特別活動の指導の重点

ア各教科

教材を精選するととも忙、自主的学習を促進し、学習の効率化をはかる。

イ 道徳他領域 との関連をはかりながら、豊かな心を養L、自主的判断のもとに責任ある行動ができ

るよ うに指導内容をくふうする。

ワ 特別活動

① 小集団を基礎K個人の自発的活動をうながし、学級集団の質を高める。

② 学級竿年の活動を母体としての生徒会活動の充実をはかる。

(2) 生活指導・進路指導の重点

ア生活指導 学級の基礎の上K立った生徒会活動を伸長させ、組織を通して自律ある生活態度を

身につけさせる。

イ 進路指導 教師・生徒・保護者の緊密な交流をはかり、各学年K応じた系統的指導を実践する。

6. 生徒数

i1 年 I2 年 I3 年 計

学級数 | 8 8 

男 1 7 8 1 6 4 125 I 467 

女 1 56 1 8 7 130 473 

計 3 3 4 3 5 1 255 1940 

7. 教職員

i番号 ( 氏 名 ;年令!担 任 j本校就任年月日 |教 科 i 校務分掌 ーベベ
|

一
|
]

1 田中弘明 S7|校長[ 5 3411 1経営

2 小 林節夫 48 教頭 49. 4. 1 美術 H

3 鈴木幸子 471-11 45101 数 学研究部

4 加 藤 和則 251 1 ー 2i 5 3・4. 1 I理 科事榔

5 富 山 謙 一 I3 2 I 1ー 3I 4 9. 4. 1 社 会生活指導部

6 高 橋 清 子 34 I 1 - 4 I 5 3. 4. 1 家庭 H 

7 遠 藤 仁 44 I 1 - 5 I 4 5. 1 O. 1 英語 教務部

8 中山 且 己 25 I 1 - 6 I 5 3. 4. 1 美 術研究部

9 羽 生 幸 一 45 I 1 ー 7I 5 2. 4. 1 国 語 事務部

1 0 桜井絢子 14 0 11 - 8 I 4 6. 4. 1 I体 育 !保俗部
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i番号 氏 名 |年令

1 1 大塚長栄 48 

1 2 加島俊 博 30 

1 3 大坪久美子 4 0 

1 4 長島寿平 5 5 

1 5 伊佐節子 4 0 

1 6 北原景昭 4 4 

1 7 泉 歌 代 3 7 

1 8 五十嵐 公恵 4 6 

1 9 星野 明 5 8 

2 0 坂田直子 2 4 

2 1 吉住重稔 22 

2 2 河野裕香 4 4 

2 3 宮尾 文子 4 1 

2 4 綿引 正己 4 8 

2 5 秦 好ー 5 3 

2 6 水野英世 4 7 

2 7 佐藤 d恒 4 6 

2 8 志茂知之 4 6 

2 9 佐藤寿枝 3 8 

3 0 東郷隆盛 5 1 

3 1 小林 広 3 0 

3 2 菊地貞 光 3 9 

3 3 新 井 幹 4 6 

3 4 加藤常光 141

3 5 細谷洋三 4 4 

3 6 西出恒子 4 2 

3 7 高見沢文男 2 8 

3 8 大室郁夫 2 4 

(講 師)

1|広瀬玲 子I2 61 
21林 美津子138

担咋校就 ー教

教務代表 4 9. 4. 1 国

1学年 5O. 4. 1 技

" 
学年代表

1学年

2 - 1 

2 - 2 

2 - 3 

2 - 4 

2 - 5 

2 - 6 

2 - 7 

2 - 8 

学年代表

2学・年

" 

" 
生指主任

3 - 1 

3年代表
3 - 2 

3 - 3 

3 - 4 

3 - 5 

3 - 6 

3学年

" 

" 
主 事

5 1 4. 1 

4 5.1 O. 1 

5 O. 4. 1 

4 5.10. 1 

5 2. 4. 1 

5 O. 4. 1 

4 8. 4. 1 

5 2. 4. 1 

5 3. 4. 1 

4 5.1 O. 1 

5 O. 4. 1 

4 9. 4. 1 

5 2. 4. 1 

5 2. 4. 1 

4 5.1 O. 1 

4 7. 4. 1 

4 5.1 O. 1 

4 5. 1 O. 1 

5 2. 4. 1 

4 8. 4. 1 

5 2. 4. 1 

5 O. 4. 1 

4 8. 4. 1 

5 2. 4. 1 

4 8. 4. 1 

5 1. 6. 

53. 4. 1 

5 3. 4. 1 
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体

国

国

理

ニ日ft 

理

英

社

数

美

社

家

国

社

技

コ日乞

体

理

英

数

科 1 校務分掌
」

主ロ五ロ 教務部

術 研究部

学 情報センター

護保健部

育 生活指導部

育 事務部

宝ロ五ロ 情報センター

三ロロ五 生活指導部

霊日五ロ 生活指導部
一

科 教務部

楽 保健部

科 生活指導部

三ロ五ロ 研究部

会 情報センター

学 事務部

術 事務部

会 生活指導部

庭 保健部

宝回五目 教務部

会 生活指導部

術 事務部

楽 教務部

育 研究部

科 生活指導部

圭ロ五ロ 情報センター

戸ナL 教務部

事務部
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本校研究主題の推移

昭和 46年度 評価の改善について

学級活動の組織的研究

昭和 47年度 評価について

昭和 48年度

昭和 49年度

昭和 50年度

昭和 51年度

昭和 52年度

教育活動(特活を中心としたもの)年間計画の検討

視聴覚教育機器の取り扱いと利用法の研究

完全給食実施に関する諸問題について

学級Kおける自主性の指導

クラブ問題について

校務分掌のみなおし(生徒の実態をふまえて)

9. 本校の特色

本校は多摩丘陵 の高台に位置し、南忙は雑木林が接し、四季おりおりの樹木小鳥のさえずりを楽L

むこと ができる。

開校以来、 「自ら判断し、責任をも って実行する人となる」の教育目標の具現をめざし、全教育活動

を通じて、生徒の自主性の育成につとめている。

10.都教育研究員・研究生歴

年 度 氏 名 教科領域 i研究員 ・研究生別 | 
昭和 38年度 | 小林節夫 美 術 | 研 究 員

昭和 39年度 11 11 /1 

昭和 40年度 " 11 /1 

昭和 43年度 志茂知之 安全教育 | /1 

昭和 44年度 | 綿 引 正 己 教育方法 /1 

昭和 44年度 小林節夫 美 術 /1 

昭和45年度 加島俊博 技 術 /1 

昭和 46年度 東郷隆盛 国 主日五口 /1 

昭和 48年度 志茂知之 教育経営 /1 

昭和 48年度 小林節夫 美 術 教育現代化委員

昭和 49年度 五十嵐公恵 国 三日五ロ " 
，J討和 50年度 大塚長栄 国 研究員

昭和 50年度 志茂知之 社 会 教育現代化委員

昭和 51年度 加 藤 常光|特 活 研究員

昭和 51年度 綿 引正己 英 三ロ五ロ 教育現代化委員

昭和 51年度 大 塚長栄 国 研究 貝

|昭和 52年度 富山謙一|社 /1 -l 
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11.保護者の職業一覧

家庭実数876

|家庭実数 |家庭実数 i
_j 

職 業 司。 職 業 % 

専門的・撹桁的職業 188 41.21.4 運輸通信などの職業 50 5.7 

管理的職 業 250 28.5 保安的職業 19 2.2 

事務的職業 176 20.1 サービス的職業 20 2.3 

販売的職業 72 8.2 無職・その他 13 1.5 

農林漁業などの職業 1 0.3 

技能的職 業 87 10.0 計 876 1 0 0.0 

※生徒数 941名

12.学校K至るまでの地図

• 至川崎

N

A斗
|
|
|
十
|

歪立川

至
多
摩
動
物
公
園

徒歩 5分j頃路:京王線高幡不動駅より百草団地行パスにて高幡台団地下車
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校長氏名

1. 沿革の大要

昭 47. 8.21 

昭48. 1.18 

4. 1 

4. 6 

4. 9 

5.1 3 

6.11 

7. 2 

7.18 

8. 7 

1 0.13 

10.16 

1 0.1 6 

11.1 0 

1 1.14 

11.16 

11.1 7 

11.2 2 

昭49. 2. 2 

3.1 8 

4. 6 

4. 8 

4.2 4 

5.30 

7. 1 

学校名 日野市立日野第四中学校

所 在 地 日野市旭ガ丘2-4 2 

電話 0425 -83 -3 9 05 

j頃 路 中央線豊田駅下車徒歩 17分

パス(長房団地行)都立工科短大下車 5分

山口幸雄 教頭氏名 河野寿忠

四中校舎起工式(工事費 1.9億

円。施工小田急建設〉

屋内体育館着工(工費約4千 6

百万円。施工小田急建設)

初代校長 河村俊一郎以下教員

2 4名発令。 開校

始業式(2年 193名、 3年

152名)

第一回入学式(1年 19 2名、

全校生徒 53 7名)

プ-)~着工(工費約 2，700万

円〉

プレハプ2教室使用開始

屋内体育館完成使用問台

本校シンボル「泰山木」決定

プール落成

校歌作詞完成

校章決定

教育目標設定

核歌作曲完成(寺原伸夫)

PTA規約者忍 PTA発足

校旗完成

落成式挙行

第一個開校記念目

標準服制定

第一回卒業式(男 73、女 79) 

プレハプ3教室使用開台

施工小田急建設

昭49. 7. 3 保健室 空気清浄装置取付

8.14 玄関前、 校門前植樹

9. 6 駐車場舗装

1 0.1 9 玄関前コンクリート舗装

昭5O. 1. 8 体育倉庫、砂場完成

3.1 8 増築完成 学校へ引き渡し

3.2 0 第二回卒業式(男13Q女123)

4. 7 自転車置き場、新校舎使用開始

4. 8 第三回入学式(男136、女129) 

4.2 6 テニスコート学校へ引渡し

校庭の校舎側U字溝謝置

9. 9 物置使用開始

昭51. 1.1 6 図書館開館

2.12 赤電話設置

3.19 第三回卒業式(男100、女97)

4. 6 プレハプ2教室使用開始

4. 7 第四回卒業式(男173、女144)

1 2.22 玄関前アスフアルト舗装

昭52. 3.1 9 第四回卒業式(男 127、女124)

4. 6 プレハブ6教室使用開始

4. 7 第五回入学式(男164、女176)

9.13 第三期工事開始(東端3スパン

美術室を理科室に改造)工費

9，500万円 施工小田急建設

年度末完成

昭53. 3.22 第五回卒業式(男141、女136)

3.28 校庭防球フヱンス設置

第二回入学式甥12.9..女122) 

佐藤イサ教諭記念造園完成 ¥2: 歴代校長

保健室冷房装置取付

増築工事開始(校舎3スパン、

体 育倉庫 ・校庭砂場・物置き・

機械室)工費約1.6億円
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3. 地域の環境

本校の学区は、地形的・地質的 Kは北半の洪積台地(日野台〉と南半の浅川ぞいの沖積低地vr2分さ

れている。台地商品ま2-3段の段丘状忙なっており、その境界は高低差 10-20mの急崖忙なってい

る。

この地域は昭和初期まな人家はほとんどなく、昭和 12年、小西六写真工業側(六桜社〉、昭和

1 8年富士電機製造鮒の進出まではほとんど見るべきものはなが った。

しかし戦後はここも近代化の波カサ甲しょせ、昭和 33年多摩平団地入居をきっかけK人口は急増をは

じめた。

平山工業団地、国鉄豊田電車区、多数の住宅、アパートなど畑や雑ヌ怖をつぶして設置され、学区内

の様相は最近 10年間て、、ちじるしく変化し、人口が急増した。

4. 教育目標

平和で民主的な国家、社会の形成者の育成をめざし、つぎの目標を定めます。

一て 進んで学習し、向上する人

一τ 進んで力を合わせ、みんなのために努力する人

一= 進んで心身を鍛え、やりぬく人

学校の教育目標を達成するための基本方針

(1 ) 教育内容 基本事項の系統化をはかるととも K、生徒の思考過程をたいせつKするよう教育内容

を配列する。

(2) 指導 方法 興味や関心を重んじ、積極的忙学習するよう指導する。

(3) 時数配当 自主性・社会性・実践力(気力・知力・体力)の育成と豊かな情操の育成をめざし、

特別活動、音楽、美術は標準時数以上を実施する。

5. 本年度指導の重点

(1 )各 教 科

ア 進んて学びとる学習態度を育成する。

イ 基礎学力の充実をはかる。

ワ 教材の精選、指導法の日l究 K努める。

(2) 道徳

ア 基本的行動様式、特K整理整とん、時と場所忙応じたふるまL、を身Uてつけさせる。

イ 異なる考えや立場も尊重する態度を養う。

ウ よく考えて行動し、結果K責任をもっ態度を養 う。

(3) 特別活動

ア 教師と生徒、生徒相互の心のふれあいを深める。

イ 自主的K判断し、自発的に行動し、協力する態度と習慣を身Kつけさせる。

(4) 生活指導

ア組織集団を通して自主的 K判断し行動する生活態度を養う。

イ ひとりひとりの生徒との交流(個別指導〉と集団指導とカ込互いに補足し合うような指導をすす

める。

ワ 賞さん、蒋忍、注意、指示など適切に反復指導し、基本的な生活習慣を身忙つけさせる。

エ すべての教師が全生徒の指導Kあたる。それ故、教師の共通謹解を深める。

(5) 進路指導
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系統的な指導 K努め、自己の理毎弘 情報の分析を通して、将来の進路を選択する態度と能力を育成

する。

(6) その他の配慮事項

ア 学校の主体性を基盤におき、保護者との連携を推進する。

イ 日野市の指導目標の重点にのっとり、授業研究の推進 Kつとめる。

6. 生徒数

1 年 I2 年 I3 

E 級数| 8 8 7 

502386| 1 1 3 ヨ 子 1 7 3 166 169 

"( 子 1 8 7 170 1 3 9 4 9 

j 女 計 360 336 3 08 1，00 4 

教職員一覧

i番号| 氏

1 I山口幸雄 I501校 長 5 2. 4. 

名 |年令j担 当 |本校就任年月日i担当教科 | 校務分掌

2 河野寿忠 147 教 頭 4 8. 4. 1 理 科

3 大 野 馨 4 5 事務主査 4 8. 4. 1 事務主任

4 6 1年主任 48. 4. 1 I数 兵ずミiー- 時間割

5 堀江 富 男 2 7 1 - 1 4 9. 5. 1 国 至日五ロ 視聴覚

6 佐藤恵子 2 6 1 - 2 5 3. 4. 1 家 庭 清掃指導

71鈴木 浩 4 0 1 - 3 5 3. 4. 1 保 体 生徒会

8 柳沢美澄 I4 2 1 - 4 4 8. 4. 1 英 三ユロfみロヨ」 道徳 ・学活学校通信

9 大野津子 4 3 1 - 5 5 O. 4. 1 3日r. 楽 出席統計

1 0 富士 莞 146 1 - 6 4 8. 4. 科 研究・研修

1 1 木村 守 4 5 1 - 7 5 O. 4. 1 英 主ロロ五 就学援助・営繕

1 2 鎌須賀正克 5 1 4. 1 数 主弓主t 生徒会

1 3 鈴木良身 4 71 1年所属 | 4 8. 4. 1 技 術 生活指導主任

1 4 黒 沢谷五郎 5 3 11 48. 4. 1 社 会 安全指導

1 5 門脇年子 47 11 4 9. 4. 1 美 術 給食・就学援助

1 6 I高橋恵子 11 5 2. 4. 1 養護・保健指導

1 7 西川利行 5 3 2年主任 48. 4. 1 英 語|生徒指導

1 8 国信武司 29 2 - 1 4 8. 4. 1 社 会 生徒会

1 9 天野節子 3 9 2 - 2 5 2. 4. 1 国 三ロロ五 清掃指導 学校通信

.2 0 鈴木健一 3 0 2 - 3 48. 4. 1 1保 体 クラブ指導

4 2 2 - 4 4 8. 4. 1 数 点ナ込1， 転出入・教科書

12 2 小畑 亮 4 8. 4. 1 I美 術|庶務主任
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番号 氏 名 年令 担 当 本校就任年月日 !担当教科 | 校務分掌

2 3 設楽 悦代 4 2 2 - 6 4 8. 4. 1 理 科 視聴覚

2 4 持田友 宏 4 4 2 - 7 5 2. 4. 1 社 会 教務事務

2 5 水田節子 3 1 2 - 8 5 2. 4. 1 英 室回五ロ 保健指導

2 6 藤原和代 3 2 2年所属 4 8. 4. 1 保 体 視聴覚

2 7 工藤 満春 4 3 /1 4 9. 4. 1 理 科 道徳・学活

2 8 赤木 清福 5 4 点F 5 2. 4. 1 国 宝ロ五ロ 学習指導主任

2 9 萩原典子 5 0 3年主任 4 8. 4. 1 家 庭 清掃指導

3 0 樋口依武 3 4 3 - 1 5 1. 4. 1 社 会 図書

3 1 野口志乃ぶ 2 6 3 - 2 5 O. 4. 1 国 さ回E五3 研究・研修

3 2 久保田 俊司 3 6 3 - 3 4 9. 4. 1 英 三ロ五I:l 教育課程

3 3 藤倉満里子 2 7 3 - 4 5 1 4. 1 理 科 保健指導

3 4 田中佳弘 26 3 - 5 5 1 4. 1 技 術 施設・備品・給食

3 5 伊藤 誠 2 9 3 - 6 4 8. 4. 1 保 体 クラフ?旨導

3 6 西村美紗子 42 3 - 7 4 8. 4. 1 z回主ニ 楽 道徳・学活

3 7 吉見 光雄 45 3年所属 5 3. 4. 1 数 《寸孟4ー- クラフ指導・進路指導主任

3 8 高木宏文 4 5 1/ 4 8. 4. 1 数 必ザ主ゐー 教務主任

3 9 六本木 茂 4 9 /1 4 8. 4. 1 社 会 生徒指導・就職指導

4 0 田中 栄一 5 1 /1 4 8. 4. 1 国 三ロロ五 図書・学校通信

4 1 北条義道 6 6 講 師 5 2. 4. 1 国 三ロ五ロ

4 2 野原幸子 3 6 /1 5 2. 4. 1 理 科

4 3 飯野清子 2 9 /1 5 2. 4. 1 二日主乙 楽

4 4 浅井健作 2 9 /1 5 2. 4. 1 美 術

4 5 中川 キイ子 4 0 1/ 5 2. 4. 1 保 体

4 6 溝田一成 2 8 /1 5 2. 4. 1 技 術 l

8. 本校の研究主題の推移

昭和 48年度 学習指導の現伐化(授業研究)

昭和 49年度 生徒の自主性をのばす教科指導(授業研究)

嗣和50年度 生徒の自主性をのばす教科指導(授業研究)

昭和51年度 進んで学習し行動する生徒を育てる指導法(授業研究)

昭和52年度 進んて学習し行動する生徒を育てる指導法(授業研究)

昭和 53年度 進んで学習し行動する生徒を育てる指導法(授業済究)
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白も，

9. 本校の特色

(1 ) 教育活動 各領域の調和に心掛けつつ、新しい校風を発展させる意気に燃えている。

ア授 業 校内の研究を深め、 1時間 1時間をたいせつにする。授業打切りは極力さけ、真面白

な生徒を育てる。

イ 特別活動 学級(毎月曜)、生徒会(毎金曜)、クラブ(毎木曜)、学校行事(適時)の調和を

めざし、一方に片寄ることなく、時閣を厳守して活動し、自発性、自律性を育てる。

下校時刻後、校内忙残留する生徒は 1名もいなL、。

クラブは他K、火、木は 5時 15分まで、土は 4時まで自主的活動を時間外に可能と

し、全職員分担して指導している。

+ 、レ

(2¥授業研究推進

市の学校教育の指導目標忙のっとり授業研究の推進Kつとめる。

(3) 父母 との連携

学校通信 (学校のようす、生徒の創作)を毎週 2-3回全家庭 K配布し、共通理解を深め協力態勢

を高める。

(4) 美化緑化の推進

校樹泰山木の幼樹を育て、播種Kよる柵周辺の樹木の育成、緑の学園をめざすと共に校内の美化K

努めるo

10.都教育研究員・研究生歴

is411河野 寿忠 i 研究員| 理科(日野ー中 ~-I S30i西J11 

S 411富士 莞 I11 I特活( 11 ) I! s 461富士

S 451田中 栄一111 I国語(日野二中 )11 S 49 1持田

S 441西村美紗子l11 1音楽( )11 S491丸山

S 351西川 利行I" I英語(八王子五中)11 s 481西JlI

S 461高木宏 文111 1数学(日野二土斗IS 4 9 I高木

S 471持田友宏I11 I社会(日野三中〉ド 5引丸山

S531樋口

利行|研究生|教育大英仇王子五中)1

亮I 11 I都研理(日野ー中 )1

友宏1 11 1社 会(日野三中 )1

尚夫|研究員|進 路(日野四中 )

利行|現代化委l学校経営( グ 〉

宏文I 11 I特別活動( 1/ ) 

尚夫I 11 I数 学( 11 ) 

依武|研 究 員i社 会( が 〉

Q
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11.保護者の職業一覧

各クラス在籍者全員調査 全校生徒 1，004名

|区 分 i 内
目ヤ

」仕

教 員 |幼・小・中・高・各種学校

学者・研究者 大学・研究所

医 師 開業医・病院医とも

国鉄・私鉄職員

警 察署勤務

銀行勤務 銀行・信用金庫

公社・公団職員

f品~ 務 員 役所・公共施設勤務

自 営商工 商業・工業・アパート経営

庖員・工員

4人L 経営者 役員・重役等

業 会社員 部課長・一般職員とも

サーピス業 美ス容・料・理理人容・タクシー運転手・ウエイトレ
-看護婦

農 業

無 職

宗教団体・政治団体・奉仕団体等の職員

そ の 他 自由業(タレント・セーノレス・デザイナー
著述業・建築士等

計

12:学校K至るまでの地図

fll州1町道 ( 20号線)
!L一一一一一
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学 校名 日野市立三沢中学校

所在地 日野市三沢 25番地

電話 0425-92ー5017・5018

j煩 路 京王線百草園駅より西へ徒歩 12分

校長氏名 古川 豆主
主i'i!. 教頭氏名 柳瀬治男

1. 沿革の大要

昭51. 9.1 8 仮称 5中校舎起工式(工事費5

億 9，56 9万円 施工東急建

設 〉

1 0.23 プーλ者 工 (エ事費 3，71 2万

円施工 青木建設 )

12.23 屋内体育館着工(工事費 8，480

万円施工 東京建設興業 )

昭52. 2. 1 初代校長古川豊発令

4. 1 日野市立三沢中学校開校教頭以

下教職員 22名発令

4. 6 始業式(2年 156名、 3年

147名〉

4. 7 第一回入学式(1年 18 8名、

全校生徒 491名 〉

5.20 機械警備開始

5.2 5 グラワンド使用開始

6.28 プーノレ使用開始

9.1 6 第一回開校記念日

10.1 7 落成式挙行

10.25 砂場・鉄棒完成

1 2. 5 ミノレク給食開始

1 2.10 校歌・校章発表会

(校歌・校章・校旗制定)

昭53. 1.1 5 校庭スポーツ開放開始

2.28 校旗完成

3.22 第一llD卒業式

~IJ 8 0名、女 66名)

4. 7 第一担|入学ェ1

(男 10 9名、女85名〉

2. 歴代校長

初代古川豊昭 52.2.1.......現 在

3. 地械の環境

本校は、京王線の高幡不動駅と百草園駅のほ

ぼ中聞の北側忙あるロ学区域は京王線に沿って

北は浅川までの平坦部、南は多摩丘陵からなり

環境忙恵まれ、高幡不動尊・百草園などの名所

カミある。

京王線踏切と交通量の多い川崎街道をかかえ

ているのなあ重安全指導には力を入れている。

4. 教育目標

憲法と教育基本法にのっとり、平和で民主的

な人聞に育成することをめざして、次の目標を

定める。

①みずから学び、真の学力を身Kつけた人聞に

育てる。

②L、豊かなみんなと協力できる人間に育てる。

③からだをきたえ、 健全な心身をもっ人間K育

てる。

教育目標を達成するための基本方針

G光受業をたいせつにし、 教材研究ならびに授

業研究Kとりくむ。

@注徒と接する機会を多 くもち、生徒理解を

深める。

③りっぱな校風を築き、教育環境を整えるた
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め、教職員は和をもってこれにあたる。

5. 指導の重点

①各教科

。基礎学力の充実のため弘、教材を精選し、系統化して学習の効率化をはかる。

②道徳

。ひとりひとりの人権を尊重する人聞に育てる。

ロきまりを守り、集団や社会の一員として自覚し、行動する態度を伸ばす。

③ 特別活動

。自主性を育て、堅実な思考力と豊かな文化的創造性を育成するために教師と生徒が一体となって

発表の場や機会を作る。

④ 生活指導

りっぱな校風と伝統を築き上げるため

。規律ある集団づくりを進める。

。積極的に環境づくり陀とりくむ。

⑤ 進路指導

u自己理解を深め、進路選択の能力を養うよう各寺妊手K応じた系統的指導を実践する。

⑥ その他

。こどもの内面的 K高まってくれることを願¥，'..図書館の充実、視聴覚の行事等を盛ん忙行う。

。学校と家庭の連けいを密にする。

。安全教育の推進K努めるo

6. 生徒数

爪---_____• 
学級数

男

女

計

7. 教職員

「一ー一一一一

番号 氏

1 年

5 

109 

85 

194 

名 年令

1 古川 豊 152 

2 柳瀬治男 4 4 

3 佐藤良枝 5 5 

4 鈴木清司 4 5 

2 年 3 年 計

5 4 1 4 

9 2 7 2 27 3 

9 3 8 4 262 

185 1 5 6 5 3 5 

担 任 |本校就任年月日 i研究教科 |

校 長 5 2. 2. 1 英 歪ロ五J;J 

教 頭 5 2. 4. 1 理 科

1年主任 5 2. 4. 1 国 宝ロ五ロ

5 2. 4. 1 社 会

5 I河田公枝 3811-21 52 4. 1 家 庭
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i番号i氏 名 |年令i担 任 |本校就昨月日|研究教科i 校務分掌

61磁岡邦雄 2 3 1 - 3 5 2. 4. 1 保 体|清掃旨導

7 猪井詔子 3 2 1 - 4 5 2. 4. '1 英 語 |統計

8 佐藤至正 3 3 5 2. 4. 1 技 術|施設・備品

91明石敏春 4 8 1年所属 5 2. 4. 1 数 井て主F予 教務主任

1 0 新井 教旦 4 0 
2年主任

5 2. 4. 1 数 学 生徒会2 - 1 

1 1 原 沢 和 江 3 8 5 2. 4. 1 理 科 教科書・転出入

1 2 松 田 健司 2 3 2 - 3 5 2. 4. 1 英 至ロ五ロ 道徳

1 3 加 藤 邦 子 3 8 1 2 ← 41 5 2. 4. 1 保 体 営繕

1 4 中 村勝 郎 2912-5 5 2. 4. メZミL 生徒会

1 5 乙 黒 静子 49 2年所属 5 2. 4. 1 美 術 |保健鱒

1 6 樽川和恵 2 6 1/ 5 2. 4. 1 国 主ロE五3 図書館

1 7 橋本貴幸 45 I 3年主任 5 2. 4. 1 理 科|視聴覚

1 8 田熊 裕 14 1 3 - 1 5 2. 4. 1 数 学クラブ

1 9 天野和子 5 2. 4. 1 英 ロ宝五ロ 表簿

2 0 柁原宏江 3 0 3 - 3 5 2. 4. 宝ロ五ロ 安全指導

2 1 大宅 寛 5 2. 4. 1 三日主二 楽 学習指導部主任

2 2 沓沢 博 3 1 3年所属 5 3. 4. 1 社 会|時間割

:2J富樫昭子~ 養護教諭 5 2. 4. 護|保健指導

2 4 八木 守 5 4 主 査 5 2. 4. 1 事 務 事務主任

251中井芳子 471講 師 5 3. 4. 三ロ五口

2 6 内田 功 I38 " 5 3. 4. 1 理 科

2 7 松葉恭子 28 " 5 3. 4. 1 二日主乙 楽

281荻原延元 30 " 5 3. 4. 1 I美 術

2 9 伊礼 博 3 5 " 5 3. 4. 1 保 体

301中 川 キイ子 4 0 " 5 3. 4. 1 保 体

3 1 笠 間信也 1/ 5 3. 4. 1 技 術

321大和 幸子 4 6 主 事 5 2. 4. 1 事 務

3 3 土方栄子 2 1 " 5 2. 4. 1 

3 4 石坂正三 6 3 " 5 2. 4. 1 用 務

3 5 西浦賢治 " 5 2.1 2. 用 務

8. 本校研究主題の推移

昭和 52年度

昭和 53年度

基礎学力の充実(授業研究)・ 教育機器の活用法

生徒を授業に集中させるための指導法

学級づくりのすすめ方・教育機器の活用法

q
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9. 本校の特色

昭和52年 4月1日開校で、本年は二年自にあたる。

近代的な設備の整った校舎であり、自然環境Kも恵まれた位置にある。教職員も新しい校風をつくる

ため意欲的KこれKあたっている。 生徒は明る く、 素直であり、父母も学校への期待が大きく、 教育K

熱心て協力的である。

10.都教育研究員・研究生歴

年 度 氏 名 教科領域 | 研究員 ・亀立日研有野究三生中中中E))i)i | | 昭和 41年 度 乙 黒 静 子 美 術 研究員(

昭和 46年渡橋本貴幸理 科 研究員 (

!昭和 49年度田熊 裕数 学 研究員(

11.保護者の職業ー質

職 業 !家庭数 % 職 業 家庭数 % 

会 社 員 2 68 5 4.5 農 業 1 4 2.9 

自営工業 4 1 8.3 自 由 業 8 1.6 

0. 、 務 員 3 9 7.9 公団 ・公社職員 6 1.2 

自 営商業 34 6.9 
11 無 職 7 1.4 

サ ーピス 業 3 1 6.3 |そ の 他 1 1 2.2 

学校職員 1 7 3.5 

鉄道関係職員 1 6 3.3 計 4 9 2 

12.学校 K至るまでの地図

一三

至多摩動物公園(高幡不動駅より 15分、百草園駅より 12分〉
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